



















































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ま、雅まさ継つぐくん……す、す、しゅきでしゅ！」




　龍たつ田たひかりは、俺と向かい合うようにして立つと、顔を真っ赤にしてそう言った。

　決して暑いから、ということではないのだろう、しかし龍田は両手をぐっと握って、感情マークもぐるぐると混乱したような状態で俺の顔をじっと見る。

　うむ……気持ちが先行してしまって勢い余って嚙かんでしまった所は、龍田らしい可愛かわいさがあって思わずドキドキしてしまう。

　隣で見ていた虎とら尾お裕ゆ美みも頰ほおが染まった顔を手で覆って、指の隙間からその様子を窺うかがっている、それがまた気になってしまい何とも言えない気持ちになるが、それでも俺は深呼吸をすると、意識を集中させ龍田の方を見た。

「えっと……ひ、ひかり……じ、実は俺も──」




「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！　やっぱり駄目でありますよぉ！」




「うおっ!?　と、虎尾!?　い、いや落ち着けって！　こ、これは────わ、分かった！　分かったから押すなって！」

　明らかにパニックになっている感情マークを示した虎尾が、半泣きになりながら俺の背中をグイグイと押して龍田から遠ざけようとする。

「確かに……今のは中々強力な破壊力を感じたわね……純粋という名の暴力とは恐ろしいもの……虎尾さんが焦る気持ちもよく分かるわ」

「何専門家みたいなこと言ってんだよ……と、虎尾落ち着け、もう終わったから」

「ううう……私は認めないでありますよ……」

「はー……や、ヤバい……流石さすがに緊張でおかしくなりそうだったよ……」

　龍田が大きく息を吐いて椅子に座り込んでしまう、身体からだを冷やしたいのか机に置いてあった俺のフルーツオレをぐいぐいと飲み始める。

「い、いやひかり、それ俺の奴やつ……」

「へっ!?　あ、あわわわわ……！　ご、ごめん！　ごめんね！　あーもうやだ……こんなのに乗るんじゃなかった……恥ずかしいよ……」

　龍田が机の上に突伏して足をバタつかせる、まあ無理もないというか……何でこうなったと言わんばかりの状況ではあるが……。

　俺を壁際まで追いやってなおもぐいぐいと押してくる虎尾を何とか宥なだめると、状況を整理することにする。

　今更言うまでもない話だが、事の発端はあそこで腕組みをしてその様子をまじまじと見てはメモを取っている北ほう条じよう朱あや雀りである。

　俺達は現代歴史文学研究会にて、相も変わらずダラダラとした時間を過ごしていたのであるが、あの女は唐突に『雅継くんに愛を伝えよう』という謎ゲームを提案。

　当然ながら虎尾も龍田も俺も渋った反応を見せたのだが、『じゃあ私が一番雅継くんをスキということでいいのね』という北条の発言に対して他二名が謎の反発を見せ今に至る。

　ただそれだけなら俺にとっては得しかないというか、嬉うれしい話ではあるので仕方なく同意をしたのであったが、その後に『雅継くんは必ず皆の言ったことに対して返答をすること』という驚きよう愕がく後載せサクサクにより非常に苦しいものとなってしまうのだった。

　では、現場へと戻ろう。

「さあ次は虎尾さんの番よ、雅継くんにあなたなりの愛を伝えて見せて頂戴」

「ふぇっ!?　い、いや、そ、そんな私は……」

「なら不戦敗ということでいいのかしら、それは非常に残念な話ね」

「あ……あう……ま、雅継殿……」

　しがみついたまま離れない虎尾が、上目遣いで何かを言いたそうに俺の顔をじっと見つめてくる。

　う……そんな目で見られても俺としては何も言えないんだが……というか近いし、ピッタリとくっつかれて凄すごいマドマギするというか何というか……。

「と、虎尾、別に無理をする必要なんてないからな？　北条のいつもの悪ふざけなんか真に受ける必要はないんだし……」

「う……何でそんなこと言うでありますか……？」

　あ、あれおかしいな……どうして逆効果になっているんですかね……。

　頰を膨らませて不満げな顔をする虎尾だったが、何やら感情マークが決意の固まったような表情になると、パッと俺の傍そばから離れこう言うのだった。

「ま、雅継殿……」

「お、おう……？」

「そ、その……い、いつもありがとうございまする、わ、私のことを気にかけて下さってその……凄く有り難いと言いますか……」

　頰をぽりぽりと搔かきながら俯うつむき加減にそう言う虎尾。

　もじもじしている姿が妙に可愛らしく、見ているこっちも気恥ずかしくなってくるというか、虎尾のこういう一面は珍しいので照れ臭くなってしまう。

「と、特に体育祭の時は雅継殿には本当に助けて貰もらいまして……！　で、ですから私はそんな心優しい雅継殿を……あ、あ、あ、あっ……!?」

　虎尾の気持ちのこもった言葉が今まさに放たれようとし、思わず身構えてしま────っていたのだが、何だか様子がおかしい。

「────と、虎尾？　どうした？　お、おいまさか……！」

「……気を失っているわね」

　立ったまま気絶するって……それだけ虎尾にとってこれは心的負担が大き過ぎたということなのか……畜生、北条の犠牲者がまた一人増えてしまった……。

「ひかりさんも、虎尾さんも中々純粋さが滲にじみ出ていてポイントは高いけれど、最後の詰めが甘いわね、やはり私がお手本を見せてあげないと」

「い、いや……も、もう別に良くないか？　北条はわざわざやることでもないし……」

「やだ、私も雅継くんにスキって言いたい」

「やだて」

　俺の思いも虚むなしく、北条は謎の我わが儘ままを見せると姿勢を正して俺の方を向き、しっかりと目を合わせてくる。

　いくら彼女の全自動スキンシップを食らい続けているとは言っても、相手は学校一の美女中の美女である、こんなもん慣れる筈はずがない……しかも近いし……。

「ま、雅継くん」

「は、はい……」

「あ、あの……」

「？」

「…………」

　うん？　おかしいな、北条にしてはいつものようなスマートさを見せてこない。

　それどころか何だか緊張すらしているように見える……やっぱりもしかして──

「──やっぱり我慢出来ない……今日ぐらい、いいわよね」

「は？　何言って──ぬぐおっ!?」

　途端、北条が俺の身体へと突っ込み、ガッチリとホールドしたかと思うと、そのまま山頂の澄んだ空気を吸うかの如ごとく俺の制服に顔を押し当てて深呼吸をし始めたではないか。

「スー……ハー……スー……ハー」

「ぐ……！　し、しまった……！」

「ああ……雅継くんの匂い、雅継くんスキ……」

「情緒の感情を捨てやがったな──く、こ、これは──……ん？」

　発作でも起こしたのかと疑ってしまうほどの北条のダイレクトアタックに身動きが取れずにいると、何故なぜか今度は右腕にズシンと摑つかまれるような重みが掛かってくる。

「へ──？　と、虎尾さん……？」

「北条殿だけではその……バランスが悪いでしょうから……日頃の感謝を込めて……」

「日頃の感謝を込めてバランス取ることとかある……？　いっ!?」

　目をぐるぐるとさせ支離滅裂状態な虎尾に意識が向いていると、あろうことか今度は左腕にも同じような重みが乗っかってくる。

　振り向くと、そこには顔を真っ赤にさせた龍田がしがみついているのだった。

「ま、まだ……さっきの返事……も、貰ってないから……」

「は、はい……？」

　な、何だ……これはどうなっているんだ……何故俺はこんな可愛い三人に囲まれるような状況になっているんだ……。

　しかも彼女達は力を緩めるどころか更にぐいぐいと俺との距離を詰めてくる、ぷ○ぷよだったら今頃消滅しているだろう……何言ってんだ俺。

　お、おかしい……いつもの北条の悪ふざけがどうしてこんなことに……。

「雅継くん」

「雅継殿」

「ま……雅継くん」

「ぐぐ……」

　じわじわと体温が上がってくるのが身体で分かる……そうか夏のせいか、この暑さが全て悪いんだ、だから皆こんなことになってしまっているんだ、そ、そうに違いない。

　こうなれば……ええいままよ！　──と俺はそっと目を閉じて、身体の節々に当たってくる柔らかい感触にだけ意識を集中させ、外界の情報を全てシャットアウトする。

　穏やかな風が部室内へと流れ込む……本日も現代歴史文学研究会は平穏なようだ──

「…………」




　──いや、これ誰かに見られたら洒しや落れにならんぞ。
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「雅まさ継つぐ殿、[image: 120]％とは何でありますか」




　梅雨のじめじめとした鬱陶しい季節を抜けて、蟬せみの鳴き声が今から聞こえて来そうな、そんな暑さ漂う夏の始まり。

　憂鬱でしかなかった期末テストも終わりを告げ、無事今回もミスター平均値と呼び声高い（自称）点数を獲得した俺は、早くもクーラーの効いた現代歴史文学研究会にてお尻の痛くなるパイプ椅子に座りながら漫画を読んで過ごしていた。

　あと一週間もすればいよいよ念願の夏休みへと入る、海へ行ったり花火を見たりお祭り──なんてイベントとは全く縁のない人間だが、登校という苦しみから解放され、朝早く起きることなく毎日を過ごせる、これ以上の快楽は果たしてあるのだろうか。

「[image: 120]％……？　そりゃ北ほう条じようの好感度以外に何があるっていうんだよ」

「そう！　雅継殿に対して北条殿が示している好感度のことでありますな！」

「殆ほとんど同じことしか言ってねえじゃねえか」

　そんな妙に真面目な表情で、眼鏡をくいっと上げて俺に語りかけるのは虎とら尾お裕ゆ美み。

　県立藤ふじヶ丘おか高等学校に通う二年生でクラスは同じ三組、そして現代歴史文学研究会の部長でもある。

　しかしただのネットカフェに等しいこの同好会は、つい一ヶ月程前に生徒会から公私混同が甚だしいという理由で廃部勧告をされ、現在は体育祭での活躍が考慮されたことで廃部は保留状態になっている。

　因ちなみに彼女の好感度ゲージは70％だったのだが現在は75％、どうも体育祭の件で彼女なりに俺に対する評価が上がっているようだ。

　感情マークこそ今まで通りではあるが、それでも場合によっては好感度が80％を超えることもあるのだから、虎尾の俺に対する心情は大分変化しているのかもしれない。

　余談だが好感度ゲージや感情マークというのは俺だけが見える特殊能力と思って貰えばいい、某二頭身野球ゲームのゲージ部分と、テンションが分かる顔みたいな奴やつが相手の身体からだの一部に見えるのである、なお発現した理由は不明。

「いえ、なんと言いますか……体育祭の件等もありましたので少し有う耶や無む耶やになっていたと言いますか……北条殿のことがキライであるとかそういう話ではないのでありますよ？　寧むしろ北条殿はお優しいので私もスキなのには違いないのですが……」

　さらりと伸びた長い黒髪の毛先をくりくりと弄いじりながら要領を得ない虎尾。

　言わんとせんことは分かる、学園一の美少女が転校してくるなり俺をスキだと言って、超絶スキンシップを繰り広げ、あまつさえ現代歴史文学研究会を存続させる為ためとはいえ無む茶ちやなお願いにも嫌な顔ひとつせず応えてくれるなど、普通に考えて奇妙な話である。

　雅継くんだからに決まってる──そりゃ嬉しい話ではあるけども……。

「雅継殿は気になったりしないのでありますか？　毎日欲に屈しては、身体まで前まえ屈かがみになって余裕がないみたいでありますけど」

「思春期でもそんな奴いねーわ」

　とはいえ、北条と俺のキッカケ的なものを知りたい気持ちはあるが、教えてくれる気があるなら今頃普通に教えてくれていることだろう。

　いくら好感度が[image: 120]％であるとはいえ、秘密にしたい理由の一つや二つあってもおかしくはない、それなら無理に訊きくのは良くないだろう。

　だから敢あえて訊かないようにしている──それに変な話なのだが、[image: 120]％ともなると知らないでいた方が幸せな気さえしてくるのだ。

「というか、俺が気になるならまだしも、どうして虎尾が気にするんだ？」

「へっ!?　ああああいや、わ、私はただ何と言いますか……雅継殿は好感度が振り切っている北条殿のことを改めてどう思っているのか気になっただけでして──」

「それは……あれだけのことをされて意識してないと言ったら噓うそになるけども──」

「そ、それはつまりどういう意味なのでありますか……？」

　やけに虎尾が感情マークをそわそわとさせながら、ぐいっと俺に近づいてくる。

「な、何でそんな気になるんだよ……」

「ど、同好会の風紀が乱れるようなことがあると、よ、良くありませんので……」

「いや既に十分乱れて──」

「そ、それに現代歴史文学研究会の廃部を今度こそ阻止しないといけませぬしね……い、今は一致団結をしないといけない時でありますし……」

　虎尾の好感度がやけに乱高下し続けている……返答次第では色々とまずい予感がするし、ここは素直に虎尾の意見に合わせる形で収めた方が良さそうだな──




「じゃん！」




　と、虎尾に返答をしようとした瞬間、勢いよく扉が開け放たれ、やけにご機嫌そうな北条が部室内へと入ってくる。

　それに気づいた瞬間さっと俺の元から離れて、下手くそな口笛を吹きながらノートパソコンのある席へと戻る虎尾だったが、そんな様子に気づいていない北条は珍しくにこやかな表情のまま冷蔵庫へと一直線で向かうのだった。

「……？　北条、何をしているんだ？」

「じょじゃん！」

「は？」

「実はケーキを作ってきたの、ほら見て雅継くんの大好きなミルフィーユよ」

　白い箱から出てきたのはとても素人が作ったとは思えない、何層にも生地とクリームが折り重なり、上にはふんだんに苺いちごがちりばめられたミルフィーユ。

「おお……凄すごいな、これ北条が自分で作ったのか？」

「勿もち論ろん、具材から全て最高級のモノを取り寄せて、愛を詰め込み倒した一品です」

「むむ……ホール状のミルフィーユなんて初めて見ましたが……完成度はかなりの……お、美味おいしそうでありますな……」

「俺がミルフィーユ好きな事実を何故知っているのかは措おいておくとして……でもどうして今日なんだ？　特に記念日でも何でも無い気がするんだが……」

「今日またこの日に雅継くんと会えた記念日よ」

「えっ、やだ素敵……」

　いや、それを言い出したらこれから毎日ありとあらゆるものを作って来られそうな予感が、北条のことだから俺がパンパンに太ってもそこがスキとか言い出しそうだし。

　彼女の雅継堕落化計画に恐々としていると、当の本人は紙皿とフォークを虎尾と自分の所へと並べ、既に切り分けられたミルフィーユを淡々と紙皿へと置き始める。

「…………ん？」

「はい虎尾さんにもお裾分け、洋菓子は苦手じゃなかったかしら？」

「え？　あ、いえ甘いものは好きでありますけど……」

「そう、良かった、沢山あるから遠慮せず食べてね」

「は、はあ……」

　概おおむね異状を感じない二人のやり取りを終えた所で、北条は次はあなたの番よと言わんばかりに俺の方を向くと自分の紙皿に置いてあったミルフィーユをストンと横に倒して、ザクリとフォークを刺し込み、食べ易やすいサイズに切り分ける。

　そして、そのミルフィーユをパクリと、口で挟んだではないか。

「……え？　なに、どういう状況……？」

「さあまふぁつぐくん……ポッキーゲームのひかんふぉ……」

「……北条、いいことを教えてやる、ポッキーゲームっていうのはな、スティック状のプレッツェルを二人で両端から食べ進めるゲームでんぎぎぎぎ……」

　全く話を聞いていない北条は俺の頭をぐっと捕まえると、口に咥くわえたミルフィーユを容赦なく俺の口元まで運んでくる。

　や、やっぱりこういうことか……まさに……これが北条朱あや雀り……。

　本来であれば[image: 100]％までしか測定の出来ない好感度ゲージをいとも容易たやすく振り切った[image: 120]％を示しており、俺に対する感情マークは常に狂喜乱舞。

　スキという感情を言葉だけでなく、惜しげもなく身体でも表現し、俺に対して喜楽の感情のみしか見せない、黒髪のボブカットがよく似合うトンデモ美人な転校生。

　そんな彼女に俺はほぼ毎日のように言い寄られているのだが──ちょ、ちょっと……力強過ぎ……。

「まふぁつぐくん、あーん……」

「い、いや普通に食べるから……ふぐぐ……むぐっ！」

　悲しいかな、大豆産まれ日陰育ちの貧弱ボディでは元体育会系の腕力の前に為なす術すべもなく、ついにミルフィーユの先っちょが俺の口元に当たる。

　そして舌先に広がるクリームの仄ほのかな甘み、しっかりとした味わいながらこのしつこくない感じは北条の努力というものをひしと感じる。

　惜しむらくは、こんな形で君ミルフイーユと出会いたくなかった。

「初キッスの味は……生クリーム……」

「まさふぐくんの──あらっ？」

「へ？」

　諦めかけたその瞬間、俺と北条の間にあったミルフィーユが突如姿を消す。

　助かったが何が起こったのかと思い、消えた方向へと目をやると、そこには頰ほおをパンパンにさせながら口をモグモグさせる虎尾の姿があった。

「と、虎尾さん……？　い、今のミルフィーユは──」

「ゴクン……はて？　何の話でありますか？　ミルフィーユは非常に美味しかったのでついつい食べてしまったのですが……な、何か問題が!?」

「えっ、い、いえ美味しかったのなら私は嬉うれしいのだけれど……」

「いえいえ、こちらこそお粗末様でありました」

　そこはご馳ち走そう様さまだろと言いたいが、虎尾の感情マークは何故なぜかパニックに陥っており、しかも手には思いっきりクリームが付いている。

　やけに目も泳いでしまっているし……いくら食べたかったにしても何でこのミルフィーユを素手で奪い取ってまで食ってんだよ……。

「あ────ああ！　そ、そういえば！　一つ思い出したことが！」

　そんな妙な空気感を察したのか、虎尾は慌てて紙皿の横にフォークを置くと、おもむろにノートパソコンのある席へと移り、何かを調べ始める。

「？　急にどうしたんだ？」

「え、えっとその……実は現代歴史文学研究会存続の為に私色々と調べていたのですが」

　先に述べたようにこの現代歴史文学研究会は現在廃部が保留となっているのだが、存続する為に何かしら目に見える成績を残さないといけない状態なのだ。

　その猶予は三ヶ月、残された時間はあまり長くはないので俺達は生徒会を納得させるだけの成績を残す方法はないか各々色々考えてはいたのだが──具体的にこうしようという話はまだ何も決まっていないのが実情ではあった。

　だが、テスト期間などを挟むこともあり、色々と慌ただしくしてしまっている内に気づけばもう七月、そろそろ本腰を入れないとまずい状況なのは紛れもない事実。

「悪いな虎尾、夏休みに入る前に具体的な案を纏まとめておかないといけないのに」

「けれどその様子だと何か良いアイデアを思いついたということなのかしら」

「やはり私が得意なことを活いかすのが一番かと思いまして──見て頂けますか？」

　そう言うと虎尾はカチャカチャッターン！　と小気味よくキーボード音を鳴らすと俺と北条に対してとあるサイトを見せてくる。




「『為なせば成る』……？　高校生新人漫画コンテスト……？」




「そうであります！　今の時代出版社主催の賞レースはさることながら、ｗｅｂ発でデビューする漫画家も当たり前になってきておりますが、これは高校生のみを対象とした新人賞なのでありますよ！」

「ほほう……目の付け所は悪くないな」

「年一回の開催で、今年で十回目になるのですが例年の応募数は大体２００から３００、レベルは低くはありませぬが、メジャーな新人賞に応募するよりは良いと思いまして」

　確かに過去の受賞作品を見てみると、内容こそ分からないがサンプルを見る限りイラストは決して虎尾のレベルが劣っているとは思えない、それどころか虎尾の方が実力があるのではと思える作品さえ見受けられる。

　何より名前を聞いたことのある出版社が合同で主催しているというのはかなり珍しい……ここで結果を残せれば現代歴史文学研究会存続の可能性はぐっと高まる筈はず。

　ただ──

「しかもこのコンテスト、受賞者の中にはプロデビューを果たしている人もいるので、意外に凄かったりするのでありますよ！」

「そうだな……少なくともこれなら大いにチャンスはありそうだ……」

「でも……生徒会のことだから、虎尾さんの活躍が大部分を占める形で結果を残してもまた何か言われる可能性がありそうよね……」

　大前提としてこのコンテストに引っ掛からなければならない問題はあるにせよ、そこをクリアしても虎尾だけの成果とみなされてしまえば、存続を認めないなどと言い出しかねないリスクがある。

　ただ、実はそれ自体は大した問題ではない……そう、そこは問題ないのだ──

「むう……ですがこちらは代表の名前とペンネームと一緒にチーム名も入れることが出来ますから、一応三人で登録は出来ますぞ？」

「当然ながら完成までの過程は記録として残すつもりだし、何なら阿あ古こに文句を言わせない段取りをつけること自体は然さ程ほど難しくない、ただな──」

「？　私はイラストメインではありますが、漫画もちゃんと描けますぞ？」

「何というか、その……虎尾も知っているだろ？」

「何を────あ」

　そこで、虎尾はようやく気づいたのか少しバツの悪そうな顔になる。

　そうだ……俺はかつて漫画家を目指してやろうと思った時期があった。

　というか小学生なら案外そう思う子は多いのではないだろうか、既視感のあるキャラを描き、戦わせ、妄想の限りを尽くした物語をノートに描く経験をした者は少なくない筈。

　そりゃ当時の俺はそれが楽しくて仕方がなかったもので、妄想バトル漫画をノート五十冊分、当時の俺の言葉にすれば、五十巻分の傑作を描き殴ったものだった。

　そして思うのである、俺は水泳を辞めたら必ず漫画家になるのだと、累計数億万部の国民的漫画家になってやろうと、割と本気で意気込んでいたものである。

　しかし、中学生になると環境の変化、心境の変化もありそんなことはすっかり忘れ平穏な生活に従事、あの頃の感情などいつの間にか消え去ってしまっていた。

　だが！

　虎尾と出会い、彼女のハイレベルなイラストをこの目にした時、あの頃の情熱がまた舞い戻ってきたのである！

　今なら描けると！　五十巻も書いた俺にはきっと未知なる才能があるのだと！

　あの日の思いを胸に、俺は一週間をかけて完成させたイラストを虎尾の元へと持っていった、何ならちょっと褒めて貰もらえるかなとも思いながら。

　けれど、その絵を見た虎尾の第一声は、これだった。

『前衛的過ぎて……わ、私から教えることはありませぬな』

　俺は筆を折った、押入れにあった五十巻はその日の内に燃えるゴミに捨てた。

　そして今に至る。

「俺はもう……漫画なんて描く資格はねえ……！」

「う──ま、雅継殿……」

「雅継くん……何て苦しそうな顔……私が慰めてあげなきゃ」

「ほ、北条……」

「雅継くん大丈夫よ、全人類があなたの絵を燃えるゴミだと罵ったとしても、私だけはあなたの絵をパブロ・ディエゴ・ホセ・フランシスコ・デ・パウラ・ファン・ネポムセーノ・マリア・デ・ロス・レメディオス・クリスピン・クリスピアーノ・デ・ラ・サンティシマ・トリニダード・ルイス・イ・ピカソだと言ってみせるから」

「それはもうピカソに失礼だよお……」

　しかも何でフルネームやねん。

「違うわ、雅継くんの絵がゴミである筈がないもの──そうだ、雅継くんの絵を実際に見てみましょう、前衛的であるなら次世代を担うだけの才能があるのかもしれない、いえそうに決まっているわ」

「……いやそれはもう公開処刑だよぉ！」

「ああ、雅継くん……私の胸で泣いていいのよ、というか胸で泣いて」

「むううううううぅ……！」

　いや何をやっとるんだ俺は。

　折せつ角かく虎尾が先陣を切ってくれているというのに、俺が画伯レベルの才能というだけで水を差すのはあまりに理不尽過ぎる。

　で、でもな……北条なら持ち前の才能であっさり画力を身に付けて戦力になるんだろうが、俺が完全に足手まといになるのは不安が残る……。

　俺に出来ることがあればいいんだが──そう思いながらちらりと虎尾の方に目をやると、思いっきり頰を膨らませて俺のことを怖い目で見ているではないか。

「しまった……」

　流石さすがに度が過ぎてしまったと思い、慌てて顔を上げて虎尾に謝ろうとすると、いきなり俺に向かって人差し指をビシッと突きつける。

「わ、分かったでありますよ！　雅継殿のプライドを傷つけてしまったのであれば私がちゃんと責任を持って雅継殿を戦力になるまで育て上げましょうぞ！」

「……え？　い、いやでも虎尾、締め切りを見たらあと大体一ヶ月ぐらいだろ？　俺を育てるのに時間を使うのは勿もつ体たい無ないよ、アシスタントとして必要な基礎部分だけ教えてくれたらそれだけでも迷惑かけないように頑張るからさ」

「む……やっぱり私みたいな奴やつの教えは請わないということでありますか……」

「う──そ、そうじゃなくてだな……」

　まずい……どんどん好感度ゲージの揺れが酷ひどくなっているし、感情マークに至っては完全に泣いてしまっているではないか……。

　だがそうは言っても今更一から教えを請うような真似まねをしてしまえば後々虎尾に負担をかけてしまう、これでは折角の案も台無しに……仕方ないここは──

「虎尾、落ち着いて聞いてくれ、確かにそんなことを夢見た時期が俺にもあったが、別に諦めたのは虎尾が直接的な原因とか、そういう風には思ってないんだよ」

「で、ですが前衛的と私が言ったから……」

「本気で目指してるならそんなことで心折れてるようじゃ元から駄目だろ、そりゃ虎尾が教えてくれるのは嬉しいけど、今俺達にとって大事なのはそこじゃないだろ？」

「そ、それは……」

「俺からしたら自分が足を引っ張ったせいで応募が間に合わずこのチャンスが無駄になり、現代歴史文学研究会が廃部になってしまうことの方がよっぽど辛つらい、それは虎尾だって本意じゃない筈だ」

「…………」

「だから俺は俺に出来ることをちゃんとやるから、皆で協力して頑張ろうぜ、俺が神絵師になるのか画伯になるのかなんてその後の話だ」

「雅継殿……」

　ふう……少しヒヤリとしたがどうやら落ち着いてくれたようだな、好感度ゲージも78％まで上昇したし感情マークも落ち着きを取り戻してくれた。

　安心してほっと胸を撫なで下おろしていると、俺の横にいた北条がすっと立ち上がり、虎尾の傍そばまでくると、彼女の身体からだを優しくきゅっと抱きしめる。

「少し私も狡ずるかったわね、ごめんなさい虎尾さん」

「ほ、北条殿……私こそすいませぬ──」

「雅継くんのことはこの世の誰よりも愛しているけれど、でも虎尾さんのことだって同じぐらい好きよ、余所よそ者ものだった私を迎え入れてくれて毎日色んなお話をしてくれて、だから今度こそ笑顔で現代歴史文学研究会を存続出来るよう頑張りましょう」

「あ、ありがとうございまする……で、ですがこれはちょっと恥ずかし──」

「あら、じゃあ間に雅継くんを入れて一致団結といきましょうか」

「それは一致団結とは言わない」

　しかし結果として団結力が生まれる形になって良かったな。

　何にしても虎尾の絵の才能を存分に活かせる方法で結果を残すのは一番の理想であった、それが叶かなうとなればこのチャンスを逃す訳にはいかない。

　後はこれを生徒会に提案して受理されるかどうかだが、流石に阿古の奴もこれなら文句を言わないだろう、ククク……貰ったも同然だな。




「でも……雅継くんの唇が付いたミルフィーユ……食べたかったな……」

「ひっ!?」

　ん？




　　　　○




　現代歴史文学研究会存続の大筋の方針が決定し、応募の仕方の確認を虎尾と北条に任せている間、冷たい物が欲しいという要望を受けて俺は飲み物を買いに行っていた。

　旧校舎三階からそのまま一階まで降り、北にある扉を抜けると、丁度目の前に隣接する体育館棟がある。

　藤ヶ丘高校は体育館が二階にあるというちょっと特殊な作りをしており、一階には体育会系の部活動の部室や、シャワールーム、そして学食等が入っている構造なのだ。

　その学食の入り口横に自動販売機が三つ並んでおり、藤高生は喉が渇けばここで飲み物を購入していくのが通例となっている。

「ええと……虎尾が紙パックのミルクティーで、北条が緑茶だっけか、俺は何にしようかな……フルーツオレでいいかな────……うん？」

　小銭を入れようとした瞬間、妙な気配を感じてその手を寸前で止める。

　この誰かに見られている感覚……前も何処どこかであったような……というよりそういうことをしてくる奴は大体一人しかいないというか……。

　俺はその視線を感じる方に顔を向けると、植え込みがガサッと動き出す。

　それに伴いひょっこりと見えたのは明るい茶髪のショートヘア……これでまだバレていないと思っている所があいつらしいというか何というか……。

「……ひかり何してんの」

「…………にゃ～ん」

「何だ猫か……中々明るい毛色をした猫だなぁ、俺猫好きだしちょっとどんな可愛かわいい顔をしているか見てみるとしようか」

「ニャッ!?」

　龍たつ田たの目的がさっぱり見えてこないが、ここまでされたら流石に観念して出てくるだろう、丁度話をしたいと思っていたし、良い機会である。

「…………あれ？」

　だが俺がゆっくりと龍田のいる場所へと近づいていっても一向に出てくる気配がない──いくら何でも龍田も分かっていると思うのだが……。

　不思議に思いながらも植え込みを搔かき分けるようにして入っていく。

　するとそこには──やはり龍田が体操服姿で座り込んで隠れていた。

「う、うにゃ……」

「やっぱりひかりじゃないか……って、んん？　どうしたんだ？　顔真っ赤だぞ」

「え、そ、そうかな……？　今日ちょっと暑いからじゃないかな、えへへ……」

「だったら尚なお更さら良くないと思うんだが……大丈夫か？　今飲み物買ってきてやるから体調悪いならすぐ保健室に──」

「ま、待って！」

　俺が急いで自販機の方へと戻ろうとすると、慌てて立ち上がった龍田が俺のシャツをぐっと摑つかむので身動きが取れなくなる。

「ひ、ひかり……？」

「だ、大丈夫、大丈夫だから雅継くん、別に目め眩まいもしないし、気持ち悪くもないし、ほらっ、見て、全然ピンピンしてるでしょ？」

　顔は赤いままだが、何度もジャンプをして必死に元気アピールをしてくる龍田。

「ま、まあそうだけど……」

「な、なんか色々とごめんね……私雅継くんのこと避けているみたいな感じだったでしょ？　べ、別に嫌いになったとかそんなことは絶対ないから、勘違いはしないで欲しいんだけど……で、でも無理か、アハハ……」

　そうなのだ。
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　あの体育祭以来、何故なぜか龍田ひかりはよそよそしくなってしまっていたのである。

　決して好感度が下がってしまったとかではなく、むしろ60％だった好感度は体育祭をきっかけに75％まで上がったし、どちらかといえば良い傾向なのだが、それでも避けられている雰囲気があったのだ。

　好感度ゲージや感情マークを駆使しても分からないことがあるんだな……、少し意外ではあったが、しかしながら彼女があまり話をしたくないということであれば俺としてもあまりしつこく近づく訳にもいかない。

　まあ彼女は俗に言うまでもなくリア充という奴なので、普段クラスで一緒の時はあまり話をしないようにしているし、こうなってしまうと全くと言っていいほど会話する機会がないのでどうしようもなかったのだが……。

　しかし折角こうして話が出来るチャンスを得たのだからここで無理するなよとだけ言って帰るのは些いささか違う気がする、これでまた龍田が話してくれるようになったら俺としても嬉うれしいことだし──

　なので、俺は意を決すると立ち上がり、龍田に背を向けて歩き出した。

「あ……！　ま、雅継くん──……ご、ごめんね……」

　龍田が何か言ったような気がしたが、俺は気にせず自販機へと向かい、百五十円を入れスポーツドリンクのボタンを押す。

「……？」

　取り出し口から出てきたペットボトルを手に取ると、俺はそのまま龍田の元へ戻って来た。

「あ、え、えっと雅継くん……？」

「部活、今休憩中だったんだろ？　それで飲み物を買おうと思ったら俺がいて買えなかったんじゃないかと思って……何というか、お詫わびってことで……」

「あ──あ、ありが……とう……」

　龍田は俺からスポーツドリンクを受け取ると、そのまま俯うつむいて座り込んでしまう。

　あれ……し、失敗だったか……？　でも好感度ゲージは更に上がっているし、何なら感情マークも嬉しそうに見えなくもないんだが……。

　正直70％を超えた辺りからの対応というのは、北条を除いては今まで親か妹達相手にしかしたことがない、それから虎尾と知り合うようになって少しは傾向というものが摑めていたつもりだったんだが……50％以下の相手と比べてサンプルが少ないものだからどう話をすればいいのかイマイチ分からなくなってしまう……。

「ま、雅継くん！」

「うおっ！　な、何でしょうか……？」

　そんなことを思いながら頭を悩ませてしまっていると、下を向いていた龍田が突然顔を上げて声を発するので俺は驚いてしまう。

「あ、あそこ……一緒に座ろ？　しゃがむと涼しいよ？」

　龍田が指を差したのは旧校舎に並ぶように生えている、草木の奥にある校舎の壁際。

　言われてみれば龍田もお尻を付けずに座っているのはしんどいだろうし、何より俺がこんな所で立ったままでいるのは怪しさ満載でしかない。

　体操ズボンが汚れるのは嫌じゃないのかなとも思ったが、先に龍田が校舎部分のコンクリートに座ったので、俺も気恥ずかしさを覚えつつも横に座る。

「あ──ホントだ、木の陰になっているし、風の通り道なんだな」

「うん、何か本当に猫みたいなことやっちゃって恥ずかしいけど、ここなら校舎からも外からも見え難にくいし、お話もしやすい……と思うし……」

　そのまま言葉も途中に「あう……」という声を出してまた下を向いてしまう龍田、本当に体調は大丈夫なのかと思わずにはいられないが、さっきより顔は赤くなっていないし、だからといって青白い感じでもなかったので、自分から話を振ることにした。

「何ていうか……ここ一ヶ月ぐらい気を遣わせちゃって、悪かったな」

「え？　い、いやそんなことないよ！　謝るのは私の方だから──本当は雅継くん達がいる現代歴史文学研究会の廃部が保留になったって聞いて、凄すごく嬉しかったし、すぐにでもおめでとうって言おうと思ってたのに、何でか自分でもよく分かんないんだけど、急に緊張して言葉が出なくなっちゃって……」

「そうそう、そのことでずっと俺もお礼が言いたかったんだよ」

「お礼……？　体育祭を通して廃部を無くしたいって言ったのは私だし、それに協力してくれたのは雅継くんだから、お礼を言うのは私の方だよ」

「でも、ひかりが阿古に言ってくれたんだろ？　現代歴史文学研究会を廃部にしないように考慮してくれって」

「それは──！　雅継くんも朱雀さんも裕美ちゃんも、皆必死になって頑張ってくれて……それなのに雅継くん達の同好会が廃部になっちゃうなんて絶対嫌だと思って」

　龍田はそう言って水滴が付き始めたペットボトルを親指ですっと拭う、あまり目を合わせてはくれないが、どうやらちゃんと話はしてくれるみたいで良かった。

「でも俺が同好会に入っているなんてよく知ってたな、あんまりその辺のことはひかりには話をしたことがなかったと思うんだけど」

「あっ……そ、その……盗み見するつもりはなかったんだけど……体育祭の昼休憩の時に後半戦の話をしようと思って、雅継くんを探してて──それで──」

　ああ……そういうことか、あの時はオペレーションＭを確実に遂行しなければいけないという気持ちが強くて、龍田が俺の後を追っていたなんて気づかなかったな……。

　でも、それなのに現代歴史文学研究会の中には入らず、恐らく盗み聞きもしていないというのはあまりにも龍田らしくて笑ってしまいそうになるが。

　もう少し、狡ずるくてもいいのにな。

「でも、ありがとな、きっとひかりがいなかったら現代歴史文学研究会は間違いなく廃部になっていたと思う、本当に感謝しかないよ」

「そ、そんなこと……私はただ……自分に出来ることをしただけで……」

「それでも廃部にしたら優勝旗を返還してやるなんて生徒会に言う奴やつはいねえよ」

「な、なんでその話を……！　は、恥ずかしい……あ、あれはね雅継くんが頑張っている姿を見て気持ちが昂たかぶったというか……あれ、おかしいな、私なに言ってるんだろ……ま、待って！　い、今のは無しで！」

　また顔を赤くしながら焦って手をブンブンと振りながら否定をする龍田が妙に可愛らしくて思わず口角が上がりそうになるが、本人は至って真面目なので必死に我慢する。

「と、とにかくさ、俺で出来ることならお礼もしたいし、何かあれば言ってくれよ」

「ええっ!?　そ、そんな悪いよ……そういうことなら私だって雅継くんにお礼をしたいんだから……そうじゃないと割に合わない！」

「い、いや……俺は別に現代歴史文学研究会の為ためだったんだから、ひかりからお礼をされるのは変だし……特にして欲しいこともないというか……」

「じゃあ私も二年三組の皆の為にやったことだからお礼をして貰もらうことなんてないもん！　と、特にして欲しいこともないし！」

「ええ……で、でもな……」

「むー……！」

　龍田は何故か頰ほおをぷくりと膨らませて謎の対抗を仕掛けてくる。

　……困ったな、龍田は真面目だからこういう所でも無駄に律儀なんだよな……多分ここで押し切ろうとしても絶対に納得しないだろうし、何なら下手にやると好感度を下げることになるかもしれない。

　……まあ一応お礼を言うのは叶かなったし、上手うまい所で着地点を見つけて話を終わらせることにしよう、その方が後腐れもない。

「……分かったよ、それなら今度、現代歴史文学研究会に遊びに来てくれないか？」

「え？　ど、どういうこと？」

「ひかりが救ってくれた俺達の同好会を見て欲しいってことだよ、とは言っても……はっきり言ってただの遊び場みたいなもんなんだが……」

「そ、それは別にいいけど……部外者の私が行ってもいいの？」

「ひかりを部外者だなんて言う奴いる訳ないだろ、皆喜んで歓迎してくれるさ」

「そ、そうかな……？　それなら私も嬉しいけど……」

「じゃ、それで決まりで──ああそうだ」

「？」

　丁度いいタイミングだと思い出した俺は、あのことも龍田に伝えておく。

「実は今、現代歴史文学研究会存続の為にちゃんと同好会らしい結果を残そうと思って、皆で漫画を描こうって話になってるんだよ」

「漫画……？　凄いね……何だか大掛かりな気もするけど大丈夫なの？」

「いや実際は殆ほとんど虎尾に頼り切りになりそうで申し訳ない気持ちではあるんだが……もしよかったら遊びに来た際は読んで感想とか聞かせてくれよ」

「わ、私に務まらないかもだけど……でもまた皆と一緒に出来るのはちょっと嬉しいかも……！　誘ってくれてありがとう！　雅継くん！」

　どうやら最初のよそよそしい気持ちは無くなったのか、龍田はいつもの元気満点な笑顔に戻るとその場からスックと立ち上がる。

『おーいひかりー、そんな所で何してんだー、そろそろ帰るぞー』

「ヤバ……！　部員の皆だ……もう行かなきゃ、こ、これ雅継くんお金返すね！」

「あ、おう……」

「ありがとね、雅継くんとまたお喋しやべり出来てホントに良かった──また会おうね」

　慌てた表情の龍田はポケットから取り出した百五十円を俺の掌てのひらにポンと載せると、部員に俺の存在を気づかれない素振りでさり気なく、その場を後にするのだった。

『何してんだよ全く～』

「えへへ、ごめん、ちょっとあそこが涼しかったからスポドリ飲んで休んでたの」

『なにそれ！　ひかり猫じゃん！　そこは体育館で休みなよ──』

　危なかった……何とか目撃されずに済んだみたいだな。

　ともあれ、これで龍田との間にあったわだかまりみたいなものも解消出来たのは何よりだった、俺もそろそろ部室に戻るとしよう。

　あんまり遅いと、変な勘ぐりをされてしまいそうだしな……。




　　　　○




「は～私も雅継くんと木陰デートしたい」

「直視されていたとはな」

　それから。

　現代歴史文学研究会に戻った俺は北条と虎尾に挟まれるようにして座っていた。

　しかも床に、どうやら龍田と談笑していたことで相当ご立腹のようである。

　北条はともかく、虎尾も無言でありながら綺き麗れいな体育座りの姿勢を崩さず、全く以もつて目を合わせてくれない、感情マークも少し不満げな表情。

「いや……あれはたまたま龍田と会ったから話をしていただけで……コンテストの申し込みを任せていたのに戻りが遅かったのは悪かったけどさ──」

「たまたまというだけでわざわざ木陰に隠れて逢おう瀬せを重ねるものかしら、最も早はや行為よね」

「キスしたら赤ちゃん出来る並の理論」

「でも考えてもみて、雅継くんの帰りが遅いなら地の果てまでも追いかける、それは純情な乙女にとって至極当然だと思うの」

「純情の定義って難しいよな」

「あらそうかしら？　虎尾さんもそう思わない？」

「ひへっ!?　わ、私は……何と言いますか、そ、その……」

「これで二対一、民主主義において多数派は正義なのよ」

「えっ!?」

　北条の横暴っぷりに虎尾が巻き込まれがちなのは可哀かわい想そうでならないが、虎尾が嫌がっているようにも見えないので無理に止めることも出来ない。

　ただ何と言うか……さり気なく距離が近い……好感度こそ然さ程ほど変化はないが、いつの間にか制服を摑つかまれてしまっているし、やはりご機嫌は悪いのだろうか……。

「まずは一体どこまでいったのか教えて貰おうかしら、Ｃまでなら大目に見ましょう」

「聖母マリアも驚きよう愕がくの寛容さ」

「し、Ｃなんて……！　ま、雅継殿やってませぬよね!?　そんな性に奔放な人ではないということをちゃんと私は分かっておりますから！　まずは友達からですよね！」

「虎尾のそういうピュアなとこ好きだよ」

「すぅ────!?」

　虎尾が急に頰を赤くして横向きに倒れる、何だ何だ……。

「え、ちょっと待って、私雅継くんとならＭまで到達出来る自信しかないのにスキって言って貰えないのはおかしくないかしら……」

「ＤならまだしもＭって何だよ……」

「marriage」

「無駄に良い発音止やめて」

　流石は英語で満点しか取ったことがないだけのことはある──じゃなくて。

「別に好きっていうのはそういう意味じゃなくてだな……」

「ラブでもライクでも、雅継くんの口からスキって聞きたい……」

「あ、あのちょっと──」

　顔をぐいっと寄せて詰め寄ってくる北条、ち、近い……。

　しょうがないな……別に思っていない感情ではないし、それで良いなら──

「ほ、北条がいつも俺のことスキって言ってくれる所も、す、スキだよ……」

「えっ……う、うん……ありがとう……」

　……あれ？　何か反応がおかしくありません……？　こんな妙にしおらしくなってそっぽを向く北条さんなんて私シリマセンヨ？

　つうかどうでもいいけど、こうなってしまうと何をするにも話が進まな過ぎる……もうさっさと弁解して龍田の話は終わらせてしまおう……。

「あのさ、本当に龍田とは普通に話をしていただけで、如何いかがわしい要素なんてないんだよ、体育祭のお礼を言えてなかったからそれを伝えたかっただけだ」

「スキ、スキ…………え？　雅継くんまだ言っていなかったの？」

　ぽーっとしていた北条が我に返ったのか、いつもの表情に戻りそう返答される。

「え？　まあ……何となく言える機会が無かったからズルズルいってしまって……北条はもう伝えたのか？」

「当然、というか……阿古さんからひかりさんが現代歴史文学研究会を廃部しないで欲しいって嘆願した話を聞いた次の日には言ったわよ」

「ま、マジで……？　そうだったのか……と、虎尾もそうなのか？」

「ふぇっ？　な、何の話でありますか……？」

　そしてお前はマジで気を失ってんじゃねえよ。

「いや、龍田にお礼を言ったかどうかって話、俺が悪いんだけどちょっと伝えるのが遅かったからさ、虎尾も伝えたのかと思って」

「ああ……それなら体育の授業の時に言ったでありますよ、ひかり殿にペアを組もうと言われましたのでちゃんと言っておきました」

「と、ということは俺だけ一ヶ月以上も言えてなかったのか……？」

　やばい……いくらよそよそしい感じだったとはいえ、俺はなんということを……よく今まで怒らなかったな龍田の奴……。

　しかもいつの間にか北条も虎尾も龍田のことを『ひかり』で呼んでるし……。

「ふうん……でもたとえ雅継くんの方から言えなかったとしても、ひかりさんの方から言ってきていてもおかしくない気がするけれど……」

「常々ひかり殿は『雅継くん達のお陰』と言っておりましたので、てっきり彼女の方から伝えていたのかと思っておりましたが」

「そういえば、中々言い出せなかったって言っていたような……」

「成る程……やはり私の予感は的中していたのね……」

「ど、どういう意味だよ……」

「あまりにも残酷な話だわ……でも仕方がないの……雅継くんはそれだけ魅力的であることは私が一番理解しているのだから……」

「はい？」

「雅継くんの良さを知ってしまったが最後、女の子はもう戻って来れないの──そう、一度薬物に手を染めたら戻れないように」

「もうちょっとマシな例え無かったんですかね」

「でもね、スキってそういうことだから、雅継くんの唾液を点滴に入れて刺すだけで生きていけるぐらいの魔力が潜んでいるのよ」

「栄養失調なるわ」

　というか、その言い方だとまるで龍田が俺を……ははは、いくら好感度が上がっているとはいえ80％は超えてはいない、70％を超えると異性ならスキと思われている可能性もあるにはあるが、彼女は誰にでも優しい女の子なのだぞ。

　それを忘れて勘違いでもしてみろ、玉砕などは明白、一体今までそれでどれだけの男子生徒諸君が涙を吞のんできたことか。

　ふっ……俺はそんな甘い人間ではない──ち、違うよね？

「まあ、まだ慌てる時間ではなさそうだから今は様子見でいいとは思うけれど……気をつけた方がいいわよ」

「はひっ、ど、どうして私を見て言うのでありますか……」

「ふふ……でもああいうタイプが本気を出した時は油断しない方がいいわよ」

「な、何を……わ、私は──」

「人間と見せかけて、魔族の子孫である可能性も考えられるわ」

「よ、妖怪に転生するしかないと……？」

「なに言っとんだ」

　虎尾も上手うまいこと釣られてんじゃねえよ。

　北条は俺が他の女子生徒と話しているだけですぐこういう反応をするから困る……まあ確かに俺も少し前までこんな可愛かわいい女の子達と毎日会話をする日が訪れるなど考えもしなかったから色々勘違いしそうになるが……。

　全く……有り難くて、嬉しくて、困った話だ。

「いずれにせよ龍田には色々と世話になったからさ、具体的なお礼でもしようと思ったんだけどそれは断られて……だからせめて現代歴史文学研究会に一度遊びに来て欲しいって言っておいたんだが──」

　なんて言ってしまった手前、もしかしたらまた変なことを言い出さないだろうか……と少し心配をしてしまったのだが。

　意外にも、北条と虎尾は笑顔になってこう言うのであった。

「私も何かお礼をしたかったので、それは良いアイデアでありますな」

「私も良いと思うわ、ひかりさんも部室を見たら最初は驚くかもしれないけれど、きっと気に入ってくれるんじゃないかしら、是非呼んであげましょう」

「堕落しそうな気がするけどな」

「何なら私が腐海の底まで沈めてあげましょうぞ……」

「あのな……」

「ひかりさんスタイルもいいし、様になるコスプレも沢山ありそうね」

「確かに！　ショートカットキャラは是非ともお願いしたいでありますな」

「ドジっ子な魔法少女も行けそうね」

「そう思うと楽しみでありますなあ、いつ来てくれるでありましょうか」

「あ、いや、それはまだ──」

「どうせなら私達が応募予定の作品を読んで貰もらうというのもいいかもしれないわね、第三者の率直な意見を言って貰えると作品レベルの向上に繫つながるし」

「あ────」

「ちょ、ちょっと恥ずかしくはありますが……、そういう部分も取り入れませんと独り善がりになってしまいますからね」

「なら私達からもひかりさんを誘うようにしましょう、その方が彼女も遠慮せずに来られるかもしれないわ」

「うむ、そうでありますな！」

　……そっか。

　何だか一人で勝手に心配してしまっていたが、北条も虎尾もこういう人なのだ。

　自分から進んで善人になれる程器用ではないけれど、悪意のない優しさを貰ったのなら必ずそれを返そうとする。

　そこに余計な感情は決して入れない、愛してくれたなら、素直にスキになる。

　そんな彼女達だから、俺も無意識の内に、いつもここにいてしまうのだろう。

　──だからこそ、現代歴史文学研究会を無くす訳にはいかないのだ。

「……ふ」

「……？　雅継殿、どうかされましたか？」

「ああいや、俄が然ぜんコンテストを頑張らなきゃいけないなと思って」

「雅継くんの言う通りね、何としてでも賞を取って、今度こそ生徒会をギャフンと言わせましょう」

「──！　そうでありますな！　既にエントリーも済みましたし、後は全員で一致団結して漫画を完成させるまで一直線でありますよ！」

　頑張ろー！　オー！　と、三人で拳を掲げた所で、その日の活動は終わりを告げた。




　そうだ、なんとしてもこのコンテストで、結果を残し存続させるんだ。

　北条も、虎尾も、龍田も、誰一人として悲しむ姿なんて見たくない。

　彼女達が笑っていられるこの場所を、何としても守り抜いてみせる。

　その為ために出来ることなら、俺は何だってしてみせよう。




　そんな決意が、彼女達を見てふと心の中で固まったような気がした。
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「うーん、認められないかな」




　阿あ古こ琉りゆう花かは相も変わらず憎たらしいぐらいに澄ました顔でそう言った。

　我らが二年三組の委員長にして、生徒会の副会長、教師陣さえも首を縦に振らせてしまう程の説得力のある言葉を発し、生徒でありながら藤ふじヶ丘おか高校を強権的に改革した、まさに将来は政治家間違いなしの黒髪ロングの女である。

　俺に対する好感度は60％と比較的悪くない数値を持っているが、感情マークは常に何かを企たくらんでいる顔をしており、正確な素性は窺うかがえない。

　ただ一つ言えることは彼女は現代歴史文学研究会を廃部に追いやろうとし、そして今もなお俺達が存続の為に奔走している原因を作った張本人である。

「待ってくれよ、確かに体育祭の時は物言いを付けられる内容だったかもしれないし、それでも保留にしてくれたことには感謝しているけど、今回はちゃんと同好会の方針に沿った内容な筈はずだし、文句を言われる筋合いは無いと思うんだが」

「申請の手順に不備はないし、何よりこれに関しては体育会系も文化系も関係はなかった筈よ、それでも認められないというなら理由を教えて貰えるかしら」

「阿古氏、私達は現代歴史文学研究会を存続させたい、それだけなのでありますよ！」

「そんなに詰め寄らなくても分かってるよ、でもねえ……」

　くそ……現状俺達が出来ることは虎とら尾おの才能を活いかし、漫画を作って結果を出す、それしかないというのに、またしても阿古に阻まれようとは……。

　しかし俺達だってそう簡単にはいそうですかと引き下がる訳にはいかない、残された時間を最大限使う為には何としても認めて貰わないといけないのだ。

　と、阿古と熱き火花を散らす俺達であったが。

　そもそも何故なぜ俺達がまだコンテストで結果を残してもいないのに生徒会に訪れこんな状況になっているのかと言えば、それは数十分前に遡る。




　　　　○




「そういえば、漫画ってどうやって作るんだ？」

　現代歴史文学研究会存続の為に、漫画を制作しようと決まった次の日。

　今日も今日とて現代歴史文学研究会で時間を過ごし、具体的な役割分担を決めつつ進行スケジュールを考えていた時に、俺はふとそんなことを口にしてしまう。

「はい？　また随分とアバウトなご質問でありますな……」

「いや、簡単な流れみたいなのは分かるんだけどさ、頭で考えるのと実際にやってみるのとではちょっと話が変わってくるだろ？」

「雅まさ継つぐくんの匂いを手で仰いで嗅ぐのと、直で嗅ぐのとは脳への刺激が違うものね」

「アンモニア嗅ぐ時みたいなことしないでくれます？」

「……ふむ、まあ言われてみればそうでありますな、では簡単に説明しますけど、まずはストーリーを作る、それは分かりますよね？」

「それがなきゃ始まらないからな」

「あくまで私がやる時ではありますが、まずは大まかな流れをテキストに書き起こして、そこから可能な限り詳しく舞台設定を作り込んでいきまする」

「そういうのもイラストに起こしてみたりするのかしら？」

「する時もありますが、私は世界観が必要なファンタジーでなければ、基本はキャラクター作りだけでありますね、それもお見せしましょう」

　向かいに座っていた虎尾は立ち上がると、液晶タブレットの置いてあるハイスペックパソコンの前へと移動したので、俺と北ほう条じようもその後に続いて横に座る。

「ま、雅継殿にまじまじと見られるのは初めてなので少し緊張しますな……」

「虎尾の実力は言うまでもないんだし、あんまり気負わずに描いてくれればいいよ、あくまで参考までにだしな」

「か、簡単に言ってくれますな……で、では──」

　話をしながらソフトを立ち上げた虎尾はペンを持つとタブレットに描き込み始める。

　簡単に下描きを済ませ構図が出来上がると、そこに線を入れ始め、短時間でみるみる内に可愛らしい女子高生が姿を現す。

「お、おお……」

「ちょ、ちょっと雅継殿……ち、近いでありますよ……」

「え、あ、ああすまん、つい夢中になってしまって」

　邪魔になっては悪いので少し離れると、虎尾は呼吸を整えてまたペンを走らせる。

　そこから十分ぐらいだろうか、虎尾の技術力の高さが為なせる業に違いはないが、あっという間に学園のアイドルのような可愛らしい女の子が出来上がるのだった。

「ふう……ざっとこんな感じでありますな、ここから少し修正を入れたり、塗りの作業もするともっと時間はかかりますが、おおまかなキャラ設定であればこんなものでしょう」

「すげえ……このクオリティをこんな短時間で……やっぱり虎尾は凄すごいよ、天才だ」

「え、そ、そうでありますか……？」

　俺の言葉にやけに照れた表情で頭を搔かく虎尾。

　そういえば虎尾のこういう姿って、現代歴史文学研究会に入ってから当たり前になり過ぎてしまっていて、ちゃんと言葉にして言ったことがなかったな。

　どれだけ上手うまくなっても人に褒められるのはいつだって嬉うれしいもんだし、虎尾の気分を盛り上げる為にも、積極的に伝えるようにした方がいいかもしれない。

「是非他の絵も見てみたいわ、過去に描いた作品は残っているのかしら虎尾さん」

「勿もち論ろんでありますよ、ちょっとお待ち下され……ほら、これとか、これとか」

　上機嫌になった虎尾は過去に描いた作品を続々と見せてくれる、ジャンルは様々だが、どれもいち高校生が描いたとは思えないほどよく出来ている────おや？




「あら、このイラスト……何だか雅継くんと虎尾さんに似てないかしら……」




「はえ？　北条殿何を急に──────────っっっっっっっっっ!!??!!??」

　唐突に画面の中に現れた、並んで立っている二人の男女、二次元と三次元の違いはあるものの、北条の言う通り何処どことなく俺と虎尾に似ている気も……。

　北条の発言に虎尾は、突然頭から煙が出てきそうになるぐらい顔を真っ赤にさせ、感情マークもぐるぐると目め眩まいを起こしたかのような表情になってしまう。

「はわっ!?　はっ……こ、これは……な、なななんと言いますか……そう！　三次元の人間を二次元のキャラクターに落とし込む練習みたいなものでありますよ！　特徴を捉えて描くというのは大事な要素でありますからね！　逆にそれ以外の理由で雅継殿を描く理由なんてありますでしょうかねえ！　私には分かりませぬなあ！　あはははは！」

　猛烈に早口で言っているが概おおむね言っていることは分からないでもない、実際練習をすることでスキルが上がりそうだし、そういうことなら──

　なんて思っていると、何やら北条が虎尾の耳元まで顔を近づけているではないか。

「……虎尾さん」

「な、なな何でありましょうか……」

「手を繫いでいるのはどういうことかしら」

「!?」

　北条が俺には聞こえにくい声で虎尾に何かを言った途端、虎尾がまるで元から何もなかったのではないかと思わせる速度で、一瞬で画像を消してしまう。

「あれ？　おい消しちゃうのか、滅め茶ちや苦く茶ちや俺が格かつ好こいい仕上がりになってたから正直一枚欲しいと思ってたのに……」

「な、何を言っているでありますか！　そんな簡単に人から絵を恵んで貰もらおうなんて、そんな図ずう々ずうしいこと間違っても言うものではありませぬぞ！」

「え……あ、す、すいません……」

「ふうん……それにしてもそういう手があったなんて……まさに虎尾さんならではね……私も本気でイラストの勉強をしてみようかしら……そしたら雅継くんとあんなことやこんなことが好き放題に──」

「ぬああああああああああん！　そ、そんなの絶対駄目でありますよ北条殿ぉ！」

「きゃっ！　と、虎尾さん……！　わ、分かったから……！　お願いだから脇腹にしがみつくのは止やめて……くっ、くすぐったい……んっ……い、いや駄目……」

　どうやら北条が虎尾に言った言葉が大分お気に召さなかったらしく、虎尾お得意の泣き落とし攻撃に北条も大分苦しんでいるようであった。

　うむ……何というか、見ていて実に微笑ほほえましい光景である、そして北条の弱点は脇腹であることが分かったのは大きな収穫だな。

　じゃなくて。

　このままでは埒らちが明かないので俺は虎尾の傍そばに駆け寄ると、どうどうと落ち着かせる。

「うう……」

　すると瞳を潤ませた虎尾が俺の方を上目遣いでじっと見つめてくる、それがやけに心を擽くすぐられる表情で、思わず息を吞のんでしまった。

「ま、雅継殿はさっきの全部見ていませぬよね……？」

「え？　ええと……顔があまりにもよく似ていたからそっちにしか目が行ってなかったけども……それがどうかしたのか？」

「あ──い、いえ、そ、それなら……な、何も問題はないで……ありますよ……」

「？」

　そのまま思ったことを言っただけだったのだが、あれだけ混乱していた感情マークが急激に落ち着きを取り戻し、やけに疲れた表情でパイプ椅子へと座り込む。

　漫画制作に向けて話し合っていただけの筈なのに、何でこんな長距離を走った後みたいな雰囲気になってんだよ……いい加減話を戻さなければ。

「……と、兎とに角かく、虎尾にこれだけのスキルがあるのは、俺達にとってかなり有利であるのに違いはない、ただそれを差し引いても時間が限られているのは他ならぬ事実だ」

「それは……そうね……、ただこんなことを言うのは失礼かもしれないけれど、虎尾さんは一通り漫画を描いたことはあるのかしら？」

「？　それは応募要項にあるぐらいのページ数を、ということでありますか？」

「それもあるのだけれど、ほら応募要項にはアナログしか受け付けていないと書いてあるじゃない？　デジタルとでは少し勝手が違うんじゃないかと思って」

「私はデジタルのイラストメインで描いておりますので、そちらの心配をされるのは尤もつともでありますが、勿論アナログの経験も豊富なので大丈夫でありますよ」

　その点は俺も虎尾が原稿用紙を使って漫画を描いている所を見たことがあるので心配はない、速度も十分速かった記憶がある。

　好きなことをやらせれば右に出る奴やつはそうそういない、それが虎尾なのだ。

「どちらかといえば注意するべきなのは虎尾に任せっきりにならないようにすることだな、あくまで俺達三人が参加している形でないと、また生徒会に難癖をつけられてしまう」

「そうなりますと……やはり役割分担は必須でありますな」

「ネーム、下描き、ペン入れまでは全て虎尾に任せるとして……、ベタ、トーン、ホワイトを俺と北条が行う流れにするしかないだろうな」

「恐らくそれを加味しても、私の方が先に作業は終わるでしょうから、手が空きましたら手伝えるような体制にしておきましょう」

「そうなると……大体どのくらいの期間で終われそうだ？」

「ううん……」

　虎尾は顎に手を置いて考えるような素振りを見せると、難しい顔のまま口を開いた。

「諸もろ々もろを考えると一ヶ月はかかるでありましょう、想定外のことを考えるともう少し時間が欲しいぐらいであります」

「うーん……やっぱりそうなるか……」

「あくまで学校で作業の出来る時間を考えた上ですので、別に可能な場所があるというのでしたらもっと余裕を持って出来ると思いますぞ？」

「それは……例えば合宿を行うという意味かしら？」

「合宿でありますか！　それが出来れば最高でありますな！」

「当然ながらそれがベストとは俺も思うんだが……、実績のない俺達に遠征の予算は間違いなく下りないのがな……」

　あの阿古のことだ、仮に許可が下りたとしてもそれに見合う実績を取らなければと下手にハードルを上げられたら、それこそ自分で自分の首を絞める羽目になってしまう。

「では私達で勝手にやれば問題ないのでは？」

「申し訳ないんだが、遠征するだけのお金がない、親にお願いするのも難しいからな」

「そうでありますか……でしたら家を使って──とも思いましたが何日もというのは私の家では無理でありますな……」

「私も協力はしたいのだけれど、家となると厳しいわね」

「俺も妹達がいるからな……あいつらうるさいから多分集中出来ないと思う」

　うーん……と、行き詰まり困った表情を浮かべてしまう虎尾と北条。

　仕方がないというか、こうなってしまうのは分かっていたことではある、高校生がそう簡単に合宿なんて、出来るもんじゃないからな。

　こうなってはもう諦めるしか……なんて言うつもりはない、俺はそんなこともあろうかと、準備していた一つの用紙を取り出し、二人の前へと差し出す。

「……？　何でありますかこれは？」

「学校が定めている部活、同好会における要項……みたいに見えるけれど」

「そうだ、実はこれを見て貰うと分かるんだが、同好会でも合宿を行うこと自体は可能ではあるんだよ」

「へ？　ですがさっき予算は下りないと言ったではありませぬか」

「確かに遠征の合宿は無理だろう、でも学校側が許可すれば夏休みの期間だけに限って校内での合宿は認められているんだよ」

「まさか──あ、ほ、本当でありますな！　これならお金をかけずに、しかも大幅に時間を増やすことが出来るでありますぞ！」

「それに阿古さんが頑かたくなに守るルールからも逸脱していないものね──そういうことなら早速申請をしに行くとしましょう」

「ん……？　あ、ああ──」

「そうでありますな！　では神か奈な川がわ先生にお願いするとしましょう！」

「あ、待ってくれ！」

　虎尾が意気揚々と部室を出ていこうとしたので慌てて呼び止める。

「どうしたでありますか？」

「その辺の交渉は俺にさせてくれないか？　多分神奈川相手なら俺だけが行った方がスムーズに進むと思うんだよ」

「？　そうでありますか？　それならお願いしますけども……」

「虎尾には漫画制作で頑張って貰うしさ、ま、ここは俺に任せてくれよ」

「雅継くんだけにお願いするのは申し訳ないけれど──あまり部室以外で目立った行動は出来ないし、私からもお願いしていいかしら」

「全然いいって、じゃ、ちょっくら行ってくるよ」

　そう言うと俺は現代歴史文学研究会を後にし、神奈川が確実にいるであろういつもの喫煙所へと足を運ぶのだった。

　それにしても……さっきのは気のせいだろうか。

　好感度が[image: 120]％であるのに変わりはなかったが、常に狂喜乱舞している筈はずの感情マークが、ほんの一瞬だけ曇ったように見えたのは。




　　　　○




「おー心の友よ」

　喫煙所に辿たどり着くと、相変わらずいつもと変わらぬ座り位置で煙を燻くゆらせていた神奈川が、俺を見るなり胡う散さん臭くさい言葉と共に右手をぷらぷらと揺らしてくる。

　神奈川は俺達二年三組の担任にして、国語の教師である、最近は伸びた茶髪をローポニーテールにし、相変わらずジャージ姿という、一言でいえばだらしない女。

「先生はいつもここにいますけど、お仕事はちゃんとされてるんですか」

「おいこら先生に向かって何てこと言うんだ……ふっ、だが私は心の広いお母さんみたいな先生だからな、こらっ！　雅継ちゃん！　めっ！」

「間違っても先生をお母さんとは呼び間違えないでしょうね」

「まーまーそう怖い顔をしなさんな、ほら、横座ってもいいんだぞ？　ずっと立ち話はしんどいだろう、さあさあ」

　まさかと思うが……もしかして俺が儲もうけ話を持ってきたと勘違いしてないか……？

　というのも、あの世紀の茶番劇、オペレーションＭにおいて華麗な暗躍っぷりを見せた神奈川は、体育祭にて教師陣の間で行われていた闇のゲーム（賭け事）で周囲を啞あ然ぜんとさせる大勝ちを果たしたのである。

　噂うわさによれば、鴨かもが葱ねぎを背負しよってくるような存在だった神奈川が、それはもう葱をぶん回して暴れる程の大勝ちだったのだとか。

　……だがそれも息をするように通うギャンブルにより三日で消えたというクズにクズをプラスしたエピソードがおまけで付いてくるのだが、今はいいとしよう。

「おいどうした？　座らないのか？　もしかしてお姉さんの膝の上が良かったか？」

「……あの、先生、申し訳ないんですけど、今回は美味おいしい話を持ってきたとか、そういうことで来たわけではないんですよ」

「……は？　おいおい噓うそこけ、そんな筈無いだろう、だったら私は今月一杯どうやって生活したらいいんだよ」

「貯金しろ」

　しかもどうやったらそこまで愕がく然ぜんとした表情が出来るんだよ、地味に上がっていた好感度ゲージが若干下がるのも腹立つわ。

　この調子だと近日中に競馬には必勝法があるみたいな詐欺に引っ掛かるわこの人……顔は美人なのに内面がオッサン過ぎるんだよ。

「な、なあ……雅継ちゃん頼むよ……マッチ売ってる少女を助けると思ってそこを何とか頼む……！　今日もスティックパンで飢えを凌しのいだ私惨め過ぎるだろ……？」

「リアル過ぎるから止めて下さい──というか何ですぐ散財をしてしまうんですか？　普通に生活をしていればこんなことにはならないでしょう」

「ふっ……雅継ちゃんよ……お前は何も分かっていないようだな」

「開き直ってますねこれ」

「いいか、人間ってのは歳としを重ねれば重ねるほど、心に隙間が空いていく生き物なんだよ、そして一度空いた穴は元に戻りはしない、別のモノで埋めるしか無いのだ」

「尤もらしいことを言っているようには聞こえますけども……」

「だが！　厄介なのはその穴というのは一つとして同じ形をしていないことである、つまり同じ形を見つけて埋めるのは至難の業なのだ、分かるか？」

「はあ……」

「故に人は常に悩み、そして苦しみを余儀なくされる、何と悲しいことか……」

　うまく誤ご魔ま化かされているようにしか思えないが神奈川の言っていることはあながち間違っているようにも聞こえないので、一応返事だけはしておく。

　どうでもいいけど校内合宿の申請をしに来ただけなのにどうしてこうなった。

　しかしそんな俺の心境など知る由もない神奈川は銭失いの一因とも言える煙草たばこにまた火をつけると、持論を展開させていく。

「だがよく聞き給たまえ雅継ちゃんよ、こんな複雑な構造をしている心の隙間を、あたかもパテで埋めるかのように塞いでしまえる秘伝の裏技、いや三種の神器があるのだが、そんなことは思いもしなかっただろう？」

「どう考えても──いや、是非とも後学の為ために教えて下さい」

「そう急せくんじゃあない、何事も早い男は嫌われるぞ？」

　やかましいわ。

「ま、雅継ちゃんもいずれ大人になるのだからな、先に知っておいても損はないだろう、いいか、三種の神器というのは──」

　大体答えは読めているのにミリオネア張りに勿もつ体たいぶられているのがウザいにも程がある……もう他の先生にお願いしに行こうかな……。

「そう！　酒と男とギャンブルだ！」

「でしょうね」

「だから雅継ちゃんよ、私の穴を埋めておくれ」

　いつの間にか俺の近くまで寄って来ると、瞳を潤ませそう言う神奈川。

　いや……そういうのが似合うタイプの顔じゃないからそれはキツイって……。

　もっと美人さ売りにすれば男も寄ってきそうなものなのに、どうしてこの教師はやることなすこと裏目に出るようなことばかりするのか……。

「先生……ああいうチャンスはそう簡単には降ってこないんですよ、搾取する側になりましょうと言いましたけど、基本は堅実な生活ですよ、違う趣味を見つけましょう」

「それは……ソシャゲでガチャを回せということなのか」

「何でそうなる」

　脳汁出すことで精神安定を図るしかないのかこの人は……。

　生徒が教師を諭すのもおかしい気がするし、もう諦めるしかないな……。

「……えっと、何と言いますか、先生が無む茶ちやな生活を送らないことを祈ってます、ちょっと別に用が出来たのでそろそろ帰りますね」

「な──!?　おい！　雅継ちゃんよ！　私を捨てるのか！　あれだけ私のことを好き勝手に弄んで、最後は側溝にポイするのか！」

「変な言いがかりは止やめて下さい……あくまで同意の上でじゃないですか」

　いやその言い方もおかしいだろ、完全にヒモじゃねえか。

「くっ……結局私は搾取される側だったというわけか……儲けるだけ儲けて、用済みとなればいとも簡単に切り捨てる……この外道めが！」

「言いたくないですけど、この状況で何を言っても立場が悪くなるのは先生の方ですよ、それに損はしていないんですから、まずは落ち着いて──」

「ひ、酷ひどい……あんまりだ……これでも毎日必死に生きているというのに……」

　ええ……噓でしょ……ただのいち生徒から美味うまい話が貰もらえないからってマジで泣く先生がいるかよ……これじゃあどっちが教師で生徒なのか分からんくなるわ……。

「…………」

　ま、好感度ゲージと感情マークの見える俺にそれが通用しないのは悲しい話ではある、別に好感度は全く下がってないし、何なら感情マークに至っては泣き落としでどうにかしてやろうという魂胆が見え見えの悪い顔をしているのだから。

　これなら見捨てていっても問題ないのだが、神奈川の性格を考えると、このまま放置しておくと確実に今後の俺の学園生活にドロをぶん投げて来そうなのであまり無下にも出来ないのが面倒だからな……。

「……しょうがないですね、現状はそういった話はないので確約は出来ませんけど、何かあれば先生にお伝えしますので、今はそれでいいですか？」

「うっうっ────なに？　本当かそれは！　噓じゃないんだろうな！」

「せめて涙ぐらいこぼしてくれます？」

　感情マークがしてやったりみたいな顔なのも素直にムカつくから困る。

「まあ……具体的な話があれば──ですけど」

「ふっ……それでこそ私の愛いとしき生徒というものだ、これからも貴様の活躍心から応援しているぞ！　おっと、長居をし過ぎてしまったな、それじゃ私はこれで」

　用は済んだ消えろと言わんばかりに神奈川は立ち上がると、花火デートをしてくれる男はいないかな～と言いながら、汚らしいスキップで喫煙所を退出するのだった。

「……反面教師という言葉があそこまで似合う教師もいないな」

　呆あきれて物が言えないが、教師内に協力者がいるというのは悪いことではないし、暫しばらくはこのままにしておくとしよう……。




「……あれ、俺何か忘れてないか」




　　　　○




　そんな感じで。

　随分と関係のない話で遠回りをした気がしてならないが、簡潔に説明すると校内で合宿を行う場合は教師の許可が必要だったのだが、それを神奈川にお願いすると同好会はまず生徒会に申請しないといけないという話だったので、結局俺達三人は生徒会室へと訪れた、というオチであった。

　え？　そんな話はしていないだって？　気にするな、俺もした記憶がない。

「どうして駄目なのか理由を教えて貰っていいかしら」

　阿古とはどうにも相性が悪い（部活動予算削減案の事件以来彼女と相性の良い人がいるのかどうか甚だ疑問ではあるが）北条が少し不機嫌そうな顔でそう質問する。

「合宿の申請をする部活や同好会はゼロからスタートしてちゃんと結果を残してから合宿の権利を得ているからね、実績もなくいきなり合宿を行おうという事例がそもそもないっていうのが、こちらとしても判断が難しいってとこかな」

「事例がないから駄目というのは理由にならないと思うけれど」

「事例がないというのは裏を返せばそれがリスクだという意味だよ、君達が現代歴史文学研究会を存続させたいという気持ちは分かるけど、そもそも活動を疎おろそかにしていなければこんなことにはなっていないからね」

「ううう……」

　隠れられる場所は存在しないのだが、俺の肩に手を置いて身体からだを寄せてきた虎尾が怖い顔をして阿古に威嚇行為をする。

　ふむ……彼女は常に正論を振りかざすから厄介だ、少なくともそれに矛盾があればまだやりようはあるのだけども、北条でさえ彼女相手ではディベートで勝った姿を見たことがないので正攻法で勝つというのは殆ほとんど不可能と言ってもいい。

　あんまり長引かせてしまうと北条は暴れ回り、虎尾は泣き喚わめくという本末転倒な事態にもなりかねない……何か良い手はないだろうか。

「…………ん？」

　そういえば……阿古の好感度って決して低い訳じゃないんだよな……何なら今の好感度はこの短時間で62％と上昇している。

　感情マークこそ相変わらず悪巧みをしているような顔ではあるが……ここまで高い好感度で果たして本当に俺達の合宿を阻んでやろうと思うだろうか。

　本気で排除しようと言うなら体育祭の時点で切り捨てられてもおかしくなかった、阿古が正論だけを持ち合わせている人間ならあんな温情に近い真似まねをするだろうか。

　……賭けではあるが、やってみる価値はあるかもしれない。

「虎尾ちょっといいか？」

「な、何でありますかこんな時に……」

「いいから小声のまま話してくれ、今お前の阿古に対する気持ちはどんな感じだ？」

「？？？──だ、大体怒りが半分でもう半分が悲しみでありますが」

　やはり感情マーク通りという感じか、それなら問題ないな。

「虎尾、今から俺の言うことを阿古の奴やつにやってみて欲しいんだが？」

「はい……？　一体何をすればいいのでありますか？」

「阿古に泣いて抱きついて、合宿を許可するよう懇願してくれ」

「えええっ!?　そ、そんなの無理でありますよ……」

「無理にとは言わないが、もしかしたらそれで阿古が許可するかもしれないんだよ、ほら思い出してみろ、体育祭の後阿古に泣きついたことあっただろ？」

「あ、あれは……私も必死でしたから……それに保留は元から決まっていたのですから私のあれはあまり関係ないように思えますが……」

「でもあれだけ飄ひよう々ひようとしている阿古が動揺したのはあの時一回だけだ、後でアイツーンズの三千円分のカード奢おごってやるから、な？」

「むう……ガチャなんて要りませぬけど──こ、今度二人で遊びに行った際にご飯でも奢って頂ければ、そ、それでいいでありますよ……」

「え？　ああそれでいいなら全然構わないけど……」

「ぜ、絶対約束でありますからね……」

「お、おう……」

　……いつもならガチャ費用を奢ると言ったら飛び跳ねて喜んでるのに、変な奴だな。

　しかし虎尾は納得をしてくれたのか、ゆっくりとその場から立ち上がると、フラフラとした足取りで阿古の方へと近づいていく。

「……？　急にどうしたの虎尾さん？　トイレなら部屋を出て右側すぐに────って！　ちょ、ちょっと!?」

「あ、あごし……やばりばたぐじだぢはばいぶするじかないのでありまずが……？」

「えっ、い、いや何を言っているのか分からないのだけど──合宿を許可出来ないと言っているだけで廃部にさせようなんて思っては──だから泣くのは待って──」

　想像以上のガチモードで、十分と言える大泣きの演技を見せた虎尾は阿古の胸元へと飛び込むと、そのままボタンへと手をかけていく。

「ぢゃんとげっかはのごせるようばたぐじたしがんばりまずので……どうかがっじゅぐのほどをみどめでいだだけまぜぬでじょうが……？」

「お、お願い虎尾さん……れ、冷静に話をしましょう？　建設的な話し合いにこそ意味があるものだから……だ、だからボタンを引き千切ろうとしないでええ……」

「す、凄すごいわね虎尾さん……」

「俺がけしかけたとはいえ、まさかあそこまでやるとは思ってなかった」

　しかし純粋に現代歴史文学研究会を廃部させたくないという彼女の気持ちの表れだろう。

　現に感情マークは本当に悲しみの表情を見せているし……阿古を泣き落としで納得させる為ためとはいえイーブンだった感情をここまで引き上げられるのは恐ろしくもある。

「ね、ねえ！　雅継くんも北条さんも見ていないで、虎尾さんを止めて──」

　焦りに満ちた表情で俺達に助けを求める阿古だったが、当然助けるつもりはない。

「そうしたいのは山々なんだが、無理だな、悪いけど虎尾を泣かせてしまったらその当事者が責任を持って対応しないと彼女は泣き止やむことはない」

「そうね……私も不用意とはいえ、虎尾さんを悲しませてしまって制服を破られたことがあるから、それ相応の覚悟はした方がいいわよ」

「何をふざけた──ま、待って！　意図的に制服千切ろうとしてるよね!?」

　ふはは、お前も生徒会室で制服を破かれてしまうのは本意ではなかろう、もっと足あ搔がけ、そして苦しむが良い──

　なんて言ってはいるが、それをしたら後で大きな仕返しを食らいそうなのでそろそろ止めなければ。

「俺達としても武力行使になるのは本意じゃない、それに何も同好会を存続させろとは言ってないんだ、存続する為に校内合宿を許可して欲しい、それだけなんだよ」

「遊びに呆ほうけている部活動や同好会が合宿を申請するというなら、却下するのは致し方ないと思うけれど、私達は一度反省をして、その上で再起を図ろうとしているだけなの、何とか許可をしてくれないかしら」

「こ、この状況でよくもまあ…………わ、分かった、分かったから！　現代歴史文学研究会の校内合宿の許可をするからまずは虎尾さんを離して──」

「よし、北条、言げん質ち取ったな？」

「しっかり録音済みよ」

「虎尾、校内合宿しても良いって言ってくれたぞ、阿古から離れてやってくれ」

「うわーん！　雅継殿～！」

　泣きながら戻ってきた虎尾の感情マークは悲しいというより明らかに歓喜の涙という感じだったが、そのまま方向を転換すると北条の豊満なお胸へと飛び込んでいく。

「あらあら、よしよし、虎尾さん頑張ったわね」

「はあ……つ、疲れた……全く神経が図太いというか……生徒会に対してこんなやり方をするのは君達が初めてだよ……」

　柄にもなく疲れた表情を見せながら、しわしわになったカッターシャツとスカートを整え、くしゃくしゃに散らかった髪の毛を手ぐしで直すと、阿古はそう言った。

「でも、これで合宿は認めてくれるんだよな？」

「私も言ったことに二言はないから許可はするけど──雅継くんの人を見透かしたようで大胆な行動には驚かされてばかりだね……」

「あ、阿古氏！　本当でありますか──！」

「ただし」

　と、その場から立ち上がった阿古は俺達に向かって指を差すと、最後の抵抗だと言わんばかりに、こう言うのだった。

「ちゃんと保護者の許可を得た上で、だからね」

「なんだ、そんなことでありますか、元から合宿をする予定なのですからその点は全く問題ありませぬよ」

「もう先に申請書と同意書も渡しておくけど、夏休みに入ってから申請しても受理されないから、それだけはちゃんと守るようにしてよ？」

「ありがとう──煩うるさくして悪かったな、でも俺達は現代歴史文学研究会を残す為に合宿をしたいっていうのは事実だから、そこは勘違いしないで欲しい」

「分かってるって、別に君達を値踏みなんてしてないし──ただ強いて言うなら虎尾さんを使って何とかしようとするのだけはもう勘弁してね……」

　疲れ切った表情で阿古はそう言い残すと、ふらふらと生徒会室から出ていってしまう。

　……北風と太陽、なんて言うと大おお袈げ裟さではあるが、どうやら好感度に応じてやり方を変えるというのは効果はあるみたいだな……。

　誰かの為にこの力を使うのはあまり気が進まないが、それが北条や虎尾の為というのであれば、阿古には悪いがこれからも全力で使わせて貰もらうとするぜ。

「う～何はともあれ、これで準備は整ったでありますな！　今度こそ漫画の完成に向けて頑張るだけでありますよ！」

「そうだな、必ず現代歴史文学研究会を存続させよう」

「…………そうね、皆で頑張りましょう」

　活路が見え、俄が然ぜん明るさを見せる虎尾だったが、それに対して笑顔を見せて応えた北条の感情マークは、やはり一瞬だけ曇った表情に見えた。

　……北条が現代歴史文学研究会の存続に協力したくない、なんてことは間違ってもある筈はずがない、そんなことがあればそれこそ一大事である。

　多分、どちらかと言えば合宿そのものに対して反応をしているような……。

　まさか、合宿に参加出来ない、とかじゃないよな……？




　　　　○




「兄ちゃんおかえんなさーい」

「お兄様、お帰りなさいませ」

「ただいま、逢あい花か、緋ひ浮ふ美み」

　家に帰ると、珍しく逢花と緋浮美が二人先に揃そろっており、夕食の当番である緋浮美が台所に立ち、相も変わらず逢花は床の上でだらしなく横になっていた。

　二人は眼球と入れ替えても痛くないほど可愛かわいい俺の妹達であり、ボーイッシュな出いで立たちが特徴の水泳が得意な逢花と北条よりもお嬢様な雰囲気を漂わせる緋浮美は好感度が85％と92％という高い水準を誇っている。

　俺は一度自室に行くと鞄かばんを置いて着替えを済ませ、リビングへと戻り、椅子に座り一息つく、するとやけに逢花がニコニコしながら話しかけて来た。

「にいちゃーん、今日は学校楽しかったかい？」

「うん？　まーそこそこ充実してたかな」

「ふふーん、でしょうねえ、兄ちゃん今日はご機嫌なお顔をしてますもん」

「そうか？　特段変わったこともなかったけどな」

「いやいや、こう見えても十四年間毎日兄ちゃんの顔を見続けているからね、ちょっとした眉の動きとか口角、振る舞いやら声のトーンで分かってしまうんですなこれが」

「急にメンタリスト」

「ふふっ……ですが逢花の言う通りいつもより少し明るいように見えます、何かいいことでもあったのですかお兄様」

「いやマジで何もねえって、敢あえて言うなら部活でやろうとしていることがうまく軌道に乗りそうってことぐらいで、それ以外全く思い当たる節はないぜ？」

「ふ～ん、そんなこと言っちゃって、もしかして北条さんと色々進展でもあったんじゃないの～？　ほら逢花ちゃんに言ってみなさいよ」

「あのな……関係性は続いてはいるが疚やましいことなんてある筈が──」

「またまた～ここはこの可愛い妹に正直に話してみなさ──」

　ズドン！　……と。

　俺の腕を小突きながら憎たらしい顔で煽あおってくる逢花に抵抗していたら、台所から聞いたこともないような何かが叩たたきつけられる音がして二人の会話が瞬時に停止する。

「──なくてもいいかなー……なんて」

「えーと……緋浮美大丈夫か？　何か今凄い音がした気がするんだけど」

「…………え？　わ、私ですか？　やだ……お兄様……ご心配ありがとうございます、でも全く問題ありません、ほら御覧下さい、大根を斬っていただけですから」

「ワオ、見てみろよ逢花、大根に包丁が突き刺さってるぜ」

「わー凄いね兄ちゃん、ひふみんそんな斬り方したら危ないよ」

「逢花、ご心配は無用です、実はこういう斬り方でも意外と輪切りには出来るものなんですよ？　ほら、ほら、ほら、ほら、ほら、ほらァ！　お兄様見てぇ!!」

「緋浮美！　俺が悪かった！　だから大根にもっと優しくしてあげてくれ！」

　かつて誰も見たことのない大根の斬り方で案外ちゃんと輪切りになっているのは凄すごいが、見ていて色々とこう……辛つらい気持ちになってくるから、いやどうせ煮物の具材にはなってしまうんだけども。

「ではお兄様、次はこの玉たま葱ねぎを斬っていきますね…………北条」

「ねえ、何で語尾に固有名詞が入るのかお兄ちゃんに教えて」

　いや……俺も迂う闊かつだったことは認めるが、何で逢花は緋浮美の前で北条の名前を出しやがったんだよ……こうなるのは分かってただろ……。

「おい逢花……何とかしろ、このままじゃ具材が全部北条になっちまうぞ」

「そう言われても……じゃあ他の女の子の名前とか入れてみる？」

「何一つ解決してないんですけど」

「北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……北条……」

　危なっかしい手付きではなくなったが、ゲシュタルト崩壊寸前まで北条の名前を呟つぶやく度に玉葱を切り刻んでいく緋浮美。

　今日の献立が全て北条になるのだけは勘弁願いたい……何とかしなければ……。

「あ、そうだ、あれじゃない？　兄ちゃんが後ろからひふみん抱きしめれば万事解決」

「渾こん身しんの押し付けしやがったな」

「うっかり名前出しちゃった私も悪いけどさー、やっぱりひふみんが大好きなのは兄ちゃんだから『心配させてごめん、でも一番愛しているのは緋浮美、お前だから』みたいなこと言えば効果はバツグンでしょ」

「昼ドラの見過ぎだろ……」

「でもこのままじゃひふみんアイは北条さんが玉葱のままだし……」

「玉葱が北条な、そして将棋界に謝れ」

　だが不服とはいえ多分俺が何かをしないと緋浮美の暴走は止まりそうにない……ここは愛する妹の為ため、一肌脱ぐしかないか……。

　俺は北条という名の野菜のカットを続ける緋浮美の後ろにそっと回り込むと、一度渇いた喉を潤す為に唾液を飲み込む。

　何かの間違いで包丁が刺さるというヤンデレ的な展開にならないようにだけ細心の注意を払うと──まな板の上に包丁を置いた瞬間を狙って、俺は後ろから優しく緋浮美の身体からだを抱き締めた。

「はああっ!?　えっ!?　お、お兄様……!?」
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「わーお、兄ちゃん大胆だなー、流石さすがはシスコン」

　やかましい、ちょっと人より妹がスキなだけじゃい。

　抱き締められることを想定していなかったのか、緋浮美は感情マークを混乱させ、その場から動かなくなってしまう。

「あ、あの……お兄様……今は料理中ですから……そ、その危ないです……」

「緋浮美、心配させちゃってごめんな」

「そ、そんな……私は心配など一つもしておりません……お兄様の幸せは私の幸せなのですから……ただ──少しだけ、ほんの少しだけ寂しいと思ってしまっただけで……」

「勘違いしないで欲しいんだが、緋浮美を愛しているのは噓うそ偽りない事実だから、こんな出来た妹がいて俺はなんて幸せ者なんだろうって、いつも思ってる」

「ああお兄様……私もお兄様の妹に産まれて幸せでございます……」

「こんな不出来な兄で申し訳ないが、これからも俺の妹でいてくれるか？」

「不出来なんて……滅相もありません、こんな、こんなにも何事にも形容し難い、言葉にするのも烏滸おこがましい程に素晴らしいお兄様の妹で私は光栄です──」

「そうか──ありがとう、愛してるよ緋浮美」

「私も愛しております──お兄様」
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「あっ、お、お兄様──そんな所……あ、逢花が見ていますから──」

「──ああっ！　は、恥ずかしい……」

「で、ですがお兄様が望むのでありましたら私──兄きよう妹だいの禁忌すら乗り越えてみせます」

「ん……んん──」




「……ひふみん何を一人でクネクネしてるの……？」

「……完全に自分の世界に入ったんだろ、もうとっくの昔に終わってるんだが」

「え、もしかして晩御飯遅くなっちゃうんじゃ……」

「逢花が余計なこと言わなきゃ緋浮美は暴走してねーんだから、妄想ぐらい我慢してやれ」

　飯前になんつー妄想繰り広げてんだって話ではあるが。

　今に始まったことではないのだが、緋浮美は基本的に妄想モードに入ってしまうと外界との交信を一切合切遮断し、現実世界へと暫しばらく帰ってこなくなる。

　場合によっては三時間も帰ってこなくなる時もあるので、そうなると対策を打つしか無いのだが……しかしこれでようやく逢花にしたかった質問をすることが出来る。

「はーあ……しょうがないから淀よど川がわの花火中継でも見ながらお菓子食べてひふみんが帰ってくるのを待つとしよっかなー」

「それはいいんだが逢花、その前に北条のことで質問に答えてくれないか？」

「へ？　付き合ったらまずファミリーランドに行くべきとかそういう話？」

「残念ながらもうホワイトタイガーはいないんだよ、そうじゃない、俺が訊ききたいのは付き合うとかの話じゃなくて彼女の過去のことなんだ」

　俺には唯一の特技と言っていい水泳があるが、それはあくまで小学生の頃から中学一年ぐらいまでの話であって、実際はそれ以降に関しては全くのノータッチなのである。

　しかし逢花は水泳歴が俺よりも長く、実力は折り紙付き、その上同様に実力のある北条と接点があるなら俺が知らないことを知っているかもしれないと思ったのだ。

「…………」

　恐らく北条は必死に隠したつもりかもしれないが、合宿をするという話になった際、一瞬感情マークが曇ったことがどうしても頭に引っ掛かっていた。

　北条は問題ないという素振りを見せていたが、現代歴史文学研究会存続がかかっている手前、現存する問題は可能な限り潰しておきたい。

「えー本人から訊けばいいじゃんと──言いたい所だけど、その様子だと何だか退のっ引ぴきならない事情でもありそうだね……うーん、と言っても深い交流があった訳じゃないから噂うわさ伝いに聞いた話ばかりになっちゃうけど……」

　逢花はビーズクッションに身体を埋うずめると、俺を見上げながら話し始めた。

「確か医療機器関係で数千億規模の資産のある財閥の令嬢でー、住まいは大阪の方って聞いたかな？　お金持ちしか住んでいない超高級住宅街に家を構えてて、何でもその界かい隈わいで知らない人はいないみたいだよ」

「学校の噂でお金持ちとは聞いていたけど、そんなレベルとはな……」

「ていうかそんな話すら北条さんとしたことなかったの？」

「本人がしたがらない話を無理に訊く趣味はないからな」

「ふーん、そんなことないと思うけど──ま、今はどうか知らないけど、中学の頃は毎日車で送り迎えをされてたみたいで、送迎専用の運転手もいたみたいだよ」

「絵に描いたような金持ち過ぎて目め眩まいがしそうになる……俺達といつもいる時は気品こそあれどそんな風には全く見えないけどな……」

　というより俺達が現代歴史文学研究会での彼女を知り過ぎてしまっているのも要因の一つな気がする、冷静に考えるとクラスでの北条は品行方正で才色兼備、物静かでお上品さに溢あふれ返った振る舞いを怠らないし。

「んー、でもやっぱり私から見ると高たか嶺ねの花っていう印象が強いよね、誰も彼女に近づける人なんていなかった気がするし」

「でも全く誰とも話をしていなかった訳でもないんだろう？」

「そりゃね、北条さんって愛想は凄く良い人だったし、でも多分皆思ってたんじゃないかなー、壁を感じるというか、違う次元に生きてる人みたいだって」

　だから何で兄ちゃんのことスキなのか私はすっごい不思議なんだよねーとあまり興味があるようには思えない口調で逢花は言う。

　ふうむ……しかしもし噂通りのお嬢様となれば、いくら校内合宿であるとはいえ参加出来るのか心配になってきたな……。

「あ、そうそう、それで思い出したんだけど、メイドも見たことあるよ」

「め、メイドだと……？　そんなのがカフェ以外に実在しているのか？」

「うん、いつもはいない、というか北条さんって普段の練習も遅くて十九時までには切り上げて帰っちゃうらしくて──ま、それで十分な成績残しちゃってるから天才でしかないし、誰も文句は言わないけどね、でも水泳合宿はそうもいかないじゃん？」

「そりゃあ、何日も泊りがけで行くもんだし、逢花だってそうだからな」

「そうなんだけどさ、実はその時にいつも傍そばに北条さんをお世話しているというか、怖い顔で見張っているようなメイドさんがいたんだよねー」

「いやいや冗談だろ……？　過保護って次元じゃねーだろそれ」

「でもいたんだからしょうがないじゃん、実際かなり厳格なご家庭みたいだよ？　何としても合宿に参加して欲しいからって、水泳のお偉いさんが総出で北条さんのご両親に頭を下げに行ったなんて話もあるぐらいだし──兄ちゃん？」

「…………」

「おーい、何で兄ちゃんまでシャットアウトなのー」

　いや……これで確信したと言ってもいいだろ、間違いなく北条は合宿に参加出来ない。

　水泳ならまだしも、こんな小規模な同好会がする合宿なんてどうやったら許して貰もらえるんだ……メイドを通り越して両親に横で監視して貰えとでも言うのか。

　やっぱり感情ゲージが一瞬曇ったのはそういう意味……だが俺達としても終盤での北条の戦力が欠けてしまうのはかなり手痛いロスになりかねない……。

　と、ともかく……申請書と同意書を阿古に提出するのは明日の予定になっている。

　その時にちゃんと北条に確認しなければ──

　もし北条の本意でないとするならば、尚なお更さらだ。




　　　　○




「────うん、ちゃんと申請書と、三人全員の同意書があるね」




　次の日。

　現代歴史文学研究会が校内合宿を行う上で必要となる申請書と、俺と虎尾、そして北条を含めた全員の同意書が阿古に手渡された。

「書類に不備は無さそう──みたいだね、じゃ後は私の方で処理しておくから、コンテストの結果がどうなるかは分からないけど、頑張ってね」

　その言葉と一緒にポンポンと生徒会承認の判子が押されたのを見届けた所で、虎尾が安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。

「や、やりましたな！　これで大賞は貰ったようなものでありますぞ！」

「おいおい、まだ作り始めてもないのに気が早過ぎるだろ」

「でもこれで一番大きな障害はクリアしたと言ってもいいかもしれないわね」

「うんうん！　では早速放課後にでも画材を買いに行くとしましょう！　何事もまずは形から、雅継殿と北条殿の為ためにも奮発して差し上げますよ！」

「ふふっ、これから楽しみね────」

「…………」

「……？　雅継くん、どうかしたのかしら」

「え、ああいや何でもない、そうだな、早いに越したことはないし、準備を始めようか」

「レッツらゴー！　でありますよ！」




　意外にも、北条は俺の心配を他所よそに、普通に同意書を持ってきた。

　まるでそこに障害など無かったと言わんばかりに……だが実際どれだけ彼女の感情ゲージを見ても今日は一度も曇る瞬間を確認出来なかった。

　俺の杞き憂ゆう……だったんだろうか、第一逢花の話は人づてに聞いたものだし、何よりそれが中学生の頃の話とあれば高校生になってから方針が変わった可能性だって十分に考えられる。

　……いくらでも探りようはあるが、ちゃんと同意書を持って来たのだからこれ以上詮索をするのは良くない、北条が家の話を相談しないのなら、余計に。

　ならば気を取り直すとしよう。




　ここからがいよいよ、現代歴史文学研究会存続の為の漫画制作の幕開けである。
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　夏休み初日。

　それはこの世の全ての学生において至福の時間の訪れそのものであるが、同時に終わりなき宿題の山に追われ始める瞬間でもある。

　俺は昔からお世辞にも勉強が得意とは言えない人間なので、例年なら八月三十一日間際になると半泣きになりながら問題集を解く作業に追われる身であったのだが、どうやら今年はそういう訳にもいかない。

　コンテスト締め切りまでの制作期間は約一ヶ月、虎とら尾おが学校での作業以外でも可能な限り原稿を進めてくれるとの話だったので、思った以上に良いペースで工程が進んでくれそうではあるが、決して余裕を持ってやれる保証はない。

　だからこそ締め切りまでの残り三日間を合宿という名の追い込み期間にして、泊りがけの作業にしたのだが、何事もトラブルは付き物だからな……。

　それ故面倒なのが学生の本分である勉学なのだが……、いつ勉強をしたものかと思いながら、漫画制作の上で屋台骨とも言えるストーリー作り、ネタ会議中なのも忘れてボーっと窓の外を眺める。

「…………」

　外は茹うだるような暑さがはっきりと分かる陽炎かげろうが蠢うごめいており、止やむことのない蟬せみの愛の叫びが、クーラーの効いた部室内にいる俺達にやけに暑さを感じさせる。

「海、花火、お祭り、肝試し」

「うおっ!?　び、ビックリした……急に耳元で囁ささやくなよ……」

「繰り返し言ったら雅まさ継つぐくんが連れて行ってくれると思って」

「刷り込みかて、大体今はそんな時間は──うっ……！」

　あまり意識していなかったのだが、夏服モードになった北ほう条じようは露出度が増したせいか優等生感が緩和されて色っぽく見えた。

　普段はしっかりと第一ボタンまで留めているというのに、現代歴史文学研究会に来たとたん大胆にも第二ボタンまで外し、自慢のバストを見せつけてくる。

　不思議なものでこういう形で豊満なお胸が見える方が妙にドキドキさせられてしまい、思わず目を背けてしまう、油断するとすぐ距離を詰めてくるし……。

「雅継くん、私のお胸、気になる？」

「い、いや……あ、暑いのは分かるけどせめて第二ボタンは締めような……」

「いいのよ──雅継くんにならどれだけ揉もまれても、知ってるかしら？　スキな人に揉んで貰うとエストロゲンが分泌されておっぱいは大きくなるの」

「へー……そりゃまた一つ賢くなってええんっ!?」

　ゆっくり立ち上がろうとした俺の動きを逃さず、手を摑つかまれてしまった俺はそのままぐいっと北条の大きな双子の山への険しい登山を強いられそうになる。

「ほら見て、この子達も早く触って欲しいと言っているわ」

「バケモンじゃねーか……そういうのはこういう時じゃなくてネタ会議で──」

「コミッククラシックゥ──────────────────!!!!!!!!」

　唐突に謎の奇声を上げた虎尾によって、驚いた北条がパッと手を放したので俺は即座に自制心を強める為に腕を組んで防御に入る、た、助かった……。

「……いや、それはいいんだけど、突然何だよコミッククラシックって」

　余談だがコミッククラシックとは花の都東京で年二回開催されている大規模な同人誌即売会のことである、通称コミクラ。遠方住まいなので行ったことは一度もないが、あの密度に放り込まれたらもやしの俺は干からびて即死なので行く気はない。

「え？　あ、い、いえ、やはり漫画を作る以上目指すべきはコミクラの壁サークルぐらいのつもりで頑張らなければと思いまして……つい気持ちが入って……」

　自分で言っておきながらやけに恥ずかしそうな顔で言う虎尾、まあ……それぐらいの気概はあって悪いことはないと思うが……。

　チャンスをふいにされた北条は隣で若干不満げにしている気がしないでもないが、相手にすると話が進まなくなるので軌道を修正することにする。

「皆暑さで気がやられがちになっているが……ネタ会議に戻るとしよう、ストーリー作りを失敗したらどれだけ虎尾の絵が良くても受賞は遠ざかるからな」

　そう、今更虎尾の実力に関して改めて話し合う必要はないのだ。

　注力すべきは他の応募者を出し抜くストーリー、ここを疎おろそかにすれば致命傷になる。

　ただでさえ虎尾の比重が大きいやり方だというのに、ここで俺や北条が彼女を手助けしなければ何処どこで役に立つというのか。

「因ちなみに一応昨日までに簡単なプロットを各自最低一つは作ってくるようにお願いしておりましたが……その辺はどうなっているでありましょうか？」

「俺は一つだけ考えてきたんだけど、あんまり自信はないな……虎尾はどうだ？」

「私は三つほど考えてきたのですが……北条殿は如何いかがですか？」

「そうね、厳選をした上で、十作品は用意させて貰もらったわ」

「すげえ……短期間でよくそんなに思いついたな」

「普段から割と妄想はしているから、ストックがあったとも言えるけどね」

　俺なんてない頭をフル回転させてようやく一つだったというのに……虎尾も北条もそれだけ本気ということか……何だか自分が恥ずかしい。

「まあまあ、量も大事ではありますが、重要なのは中身でありますから、ではまずは誰のプロットから確認していきますか？」

「それじゃあまあ……一つしかないし、ま、まずは俺から行こうか……」

　そう言うと俺はＡ４サイズの用紙を二人に手渡す。

　受け取った北条と虎尾は特に躊躇ためらう素振りも見せずに、無言で読み始めた。

「…………」

　うわあ……や、ヤバいなこれ……無む茶ちや苦く茶ちや恥ずかしいんですけど。

　まるで頭を割って脳みそを曝さらけ出している気分というか、妄想こそしてはいたがまともにストーリーとして作ったことなんて小学生以来だし……、ましてやそれを人に読まれるなんて、ま、全く以もつて落ち着かない……。

　意外に二人共真剣に読んでるし……ど、どうなんだ……？

「だ、大体読み終わったか……？　終わったなら正直な意見を聞かせて欲しいが……」

　その姿を見て我慢の出来なくなった俺は堪たまらず先に訊きいてしまう。

「ふむ……王道のバトル物ですし、つまらない訳ではないのでありますが、受賞を狙っていかないといけないと考えた時、少しパンチが弱いような気がしますな……」

「そ、そういう意見でございますか……」

「私は雅継くんの妄想というだけで補正が入ってしまうから、下手に意見をしない方がいいかもしれないわね……取とり敢あえずこれは持ち帰って額縁に入れて飾るわ」

「え？　なんで？」

「しかし随所に面白さはありますし、もう少し展開に起伏があれば良いのではないかと、候補として入れておくのは悪くないと思いまする」

「お、おう……ありがとう……ご、ございます……？」

　い、息が止まりそうになる……何だこの半端ない緊張感は……酷評されなかっただけ一安心だが、創作ってこんなにも心臓に負担がかかるものなのか……。

　それを何十年も続けて、読者を楽しませているプロって何者だよ……到底軽い気持ちじゃやって行けねえよ……。

「で、では、次は私と行きましょうか……言い訳をするつもりはありませぬが、漫画に関しては基本は二次創作だけしか描いておりませぬので……」

　流石さすがに虎尾も緊張した面持ちでそう言うと俺と北条に三枚の用紙を渡す。

　漫画や小説にゲームと幅広く嗜たしなむ虎尾ではあるので、やはり趣向を凝らしたプロットに仕上がっているのだろうか……と思いつつ用紙に目を通す。

「…………」

　ざっと読む限りだが、どれも俺のよりは確実に面白い、ＳＦチックな設定を軸にし、奥行きがあり細部に伏線をちりばめるなど工夫もある、全体のストーリーも部分部分に盛り上げる要素も入れているし……これなら受賞も狙える可能性は大いにある。

「ど、どうでありましょうか……？」

　感情マークをそわそわさせ、制服をキュッと握りながら質問をしてくる虎尾。

「うん──どれも面白いよ、やっぱり流石は虎尾だな」

「──！　ほ、本当でありますか!?」

「私も凄すごく良いと思うわ、もう少し詳細に詰めれば更に面白くなりそうね」

「あ────ありがとうございまする！」

「ただ……虎尾には非常に申し訳ないんだが、これは規定のページ数に収まりきらないな」

「うぐっ」

　ぱあっと明るい表情になった彼女にこんなことを言うのは非常に心苦しいのだが、多分これでは確実に定められたページ数に収まりきらない。

　何なら全てを終わらそうとしたら最低でも単行本三冊は必要になりそうなぐらいの壮大さだ、連載ならそれでも問題ないが、あくまでコンテストは規定内のページ数に収まっていなければ評価の対象外となってしまう。

　間違いなく面白い作品ではあるだけに、勿もつ体たい無ない話ではあるのだが……。

「けれどこれをボツにしてしまうのは……、何とか規定の枚数に抑えて書き直せればいいのだけれど……」

「うう……じ、実はこれでは話が収まりきらないのは分かっておりましたので、何とか収まりの良い話が出来ないか考えてはみたのですが……どうしても世界観が膨らんだ状態からアイデアが浮かんでしまいまして……」

　無理に当て嵌はめてもみたのですが、そうなるとお世辞にも面白いと言える作品にはなりませんでしたと、落ち込んだ表情の虎尾。

　ううむ……それならこのプロットを俺と北条で修正してみるのもアリかと思ったが、下手にやれば虎尾の良い部分も削そいでしまう可能性があるし、それが原因で受賞を逃すようなことがあればあまりに忍びない。

「……仕方ない、虎尾のも一旦保留にして、先に北条をチェックしよう」

「す、すみませぬ……」

「気にすんなって、皆で案を出し合って、良い作品を作って行けばいいんだから」

「そうね、そういうことなら私の作品をとくとご覧あれ」

　今まで緊張気味だった俺と虎尾とは対照的に、何だかやけに自信満々だな……と思いながら北条から用紙を受け取る。

　少しも不安がない訳じゃないが、北条が非の打ち所がないプロットを準備してきているという可能性は決してゼロではないのだ。

　何故なぜなら彼女の吸収力は常人の域を超えており、何より虎尾からよく本を借りて読んでいるのでインプットに関しては申し分ない。

　後はそこがどう応用されるかだが────!?

「こ、これは…………！」

「な──！　ほ、北条殿……」

　ま、まさか……こんなことが……こんなことをやってのけるなんて……！

「……どうかしら雅継くん、私の作品は──」




「お前────全部俺のことしか書いてねえじゃねえか……！」




　もう、恐怖すら抱くぐらい一から十まで俺の話しか書いてなかった。

　しかもあまりにも美化され過ぎて誰やねんこいつ状態──すげえぜ、八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍じゃねえか、いや俺なんだけどさ。

「最も早はや週刊雅継ストーリーですなこれは……」

「北条……悪いけどこれは無理だ、一瞬名前だけでも変えたら何とかなるような気もしたけど地味にリアルな話がちりばめられ過ぎてて改善の余地がない」

「そ、そんな……う、噓うそでしょ……」

　何故か露骨にショックな顔で床にへたり込んでしまう北条。

　いや……逆にこれで行けると思った理由を教えて欲しいぐらいなんだが……。

「……本当はちゃんとキャラクターを作って物語を考えようとしていたわ、でも考えれば考えるほど出てくる顔は雅継くんだけだったの、だったらもういっそ雅継くんを主人公にしてしまえばと思って──気づけば朝まで書き続けていたわ」

「逆に凄いけども」

「どれも雅継殿が無双するようなお話ばかりですな……むむ……しかもこのヒロインよく見ると北──話の軸は利用出来そうな気もしましたが、キャラクターが設定に深く食い込んでしまっていますので、やはり修正は難しいかと……」

「ご、ごめんなさい……もう少し私が我慢出来れば……」

「いや、でも虎尾も北条も初めてにしては普通にクオリティの高い作品だよ──上手うまく組み合わせればもしかしたら見えるものも──」

「別の話を考えた方が早い気もしますが……」

「私も雅継くん以外を主軸に置いてと言われたら出来ないかも……」

　いやそこはやってくれよと言いたいが、ここまで俺が活躍させられると悪い気はしないので何とも言えない気持ちになる。

「俺も必死に頭を使ってようやく一個だからな……二人のアイデアを取り入れようにも反発して余計に悪くなりそうだし……」

　どうしたものか……と三人揃そろって頭を抱えてしまっていると、ふと虎尾が「あ」と何かを思い出したのかノートパソコンを弄いじり始める。

「なんだ？　どうしたんだ虎尾？」

「その、そういえば漫画制作を専門にやっておられる藤ふじヶ丘おか高校の部活動があるのを思い出しまして……」

「──ああ、言われてみれば漫画研究会とか二次元同好会みたいなのがあったな」

「それで過去のコンテストの応募作品の出身高校欄に藤ヶ丘高校の名前が載っていたような記憶があったのですよ──ありました、ほら、見て下され」

　虎尾に導かれるようにして俺と北条は画面を覗のぞき込んでみると、彼女の言う通り作品タイトルとサークル名の下に、藤ヶ丘高校の文字が記載された作品があった。

　しかも複数年に亘わたって──昨年に至っては受賞こそ逃しているものの、最終候補にまで残っており、その勢いは目覚ましいものを感じる。

「作品が読めないのが惜しい所だけれど、絵の巧うまさは虎尾さんに負けてないわね……タイトルも中々興味を引くものになっているわ」

「そうなのでありますよ、ですからここは思い切ってアドバイスを請おうとまでは言いませぬが、参考に過去の作品を読ませて貰うというのはどうかと思いまして」

「成る程──いやでも待ってくれ、他の同好会だって受賞を目指す為ために描いているのに、そんなライバルになり得る相手にそう簡単に見せてくれないだろ？」

「今回応募予定の作品は絶対に無理だとは思いますが、過去の作品であれば見せて貰える可能性はあるとは思うのですが」

「そうか……？　簡単に行くとは思えないけどな……」

「やらないよりはやる、でありますよ、それに女の私がちょちょっと可愛かわいさを出してお願いすれば相手などいとも簡単に堕おちるというもの」

　いや、その役割はどちらかと言えば北条だと思うんだが……とは言っても虎尾が可愛いのも事実ではある、ただ見た目をあんまり気にしないからな……。

「さあさあ、そうと決まれば善は急げでありますよ！」

　謎に上機嫌になっている虎尾が俺の背中をぐいぐいと押してくる。

「え？　お、俺が行くのか？」

「私も行くには行きますけども、確定的にコミュ障な私がライバルの元に一人で行けるとお思いですか？」

「数秒前の妙な自信は何処どこに行った」

　分かっていたことではあるけども、恐らくこいつは一言も喋しやべらずに俺の後ろで不細工なウインクでもかますつもりだったんだろうな……仕方ない。

「北条、悪いんだけど少し待っていてくれるか？　多分北条が来てしまったら見せて貰える前に大きな騒ぎになってしまうだろうし……」

「大丈夫よ、私もその間に物語のアイデアを考えておくから」

「では行って来るでありますね！　ほらほら雅継殿早く早く」

「悪いな……お、おい……押すなって──」




　　　　○




「そんなの無理に決まっているでしょう！」

「でしょうね」

　同好会の中でも最大と呼び声の高い漫画同好会、通称『藤ヶ丘書房』。

　部員数は二十人程度と同好会でもかなり大規模で、現代歴史文学研究会の倍以上の教室を充てがわれており、中では設備の整った環境で部員が黙々と作業に取り組んでいた。

　やはり実績を残しているだけのことはあり、壁にはいくつか賞状が飾られている。何でも卒業生の中にはプロとして頑張っている人もいるそうで、まさに高校レベルではトップクラスの同好会といえよう。

　そんな場所に冷やかしでもするかの如ごとくヘラヘラとやって来た俺達は、当然ながら特大の冷水をぶっかけられていた。

「そ、そんな……一ページ、いや半ページでも構いませぬので！」

「いくら貴殿らが絶滅危機に瀕ひんした同好会とはいえ、我らは一切作品を漏らすつもりはありませんぞ！　同じ土俵で闘う以上、敵であるのに変わりはありませぬからな！」

「そ、そんなぁ……」

　因ちなみにまるで虎尾と虎尾が喋り合っているように錯覚してしまうが、片方は漫画同好会、藤ヶ丘書房で部長を務めている三年生である。

　ああいや、虎尾も一応部長なのでややこしいが、相手は男である、まさか虎尾と同じ喋り方の奴やつがこの学校にもう一人いるとは思ってもみなかったのでややこしいが。

「お、お願いしまする……そ、そこを何とか……」

「駄目ですな、貴殿らが廃部の危機にあるなど我らには関係のない話、受賞の枠は決まっていますのにそんな真似まね出来るものか！　遊びではないのですぞ！」

「うう……」

　今にも泣きそうな表情になってしまった虎尾は俺の後ろに隠れると、ぐっと俺の制服を摑つかんで動かなくなってしまう。

　いや……相手の部長さんがそう言うのは尤もつともでしかない、いくら過去の作品とはいえ、もしそれを上手く利用されて受賞されようものならあまりに恥ずべき話だし、もっと言えば藤ヶ丘書房の名誉に関わる話にもなりかねない。

　ましてや部長さんの言う通り彼らも本気なのだ、阿あ古こを肯定するつもりはないが、現代歴史文学研究会を廃部から救うためにコンテストに参加する俺達と、プロになる日を夢見て毎年懸命に漫画制作に取り組み、コンテストに臨む彼らとは残酷だがお話にならないぐらいの差がある。

「うぐ……な、泣いたって見せませぬからな……」

　虎尾の泣き落としに一瞬心揺らぐ部長さんだったが、彼が俺に示す好感度は25％と低い上に、感情マークも困惑しているというよりは迷惑といった表情が窺うかがえる。

　……こうなるとどれだけお願いしても突っぱねられて終わりだな。

「さあさあ、用が済んだらさっさと帰って下さらぬか、我々も暇ではないので」

「分かりました──ただそれにしても本当に凄い部室ですね、パソコンだけでなく液タブも多数完備されてますし、専用の作業台まであるのは素晴らしい環境です」

「ふっ……先人達が築いてきた上に立たせて貰ってます故、その意志を絶やさぬよう誠心誠意続けてきた結果がこれでありますからな」

「ほうほう……あのパソコンなんかもスペックが──あの液タブ……もしかしたら虎尾のよりも良い奴なんじゃ──」

「ほう？　貴殿中々分かっておるようですな──って、あまり覗のぞこうとするな！　情報が漏れてしまうであろう！」

「チッ……バレたか……」

「全く油断も隙も無い……もうこれにて終了！　これ以上何を言っても一切対応はしないでありますからな、もう二度と来るんじゃありませぬぞ！」

　そう言うと部長さんは、勢いよく扉を閉める──のかと思いきや意外に優しく扉を閉めて、そして容赦なく鍵をかけるのだった。

　遠くで蟬せみが鳴く中、廊下に残されたのは俺と虎尾の二人のみ。

「ま、雅継殿ぉ……何をしておられるのですか、これでは情報が……」

「いやこれでいいんだよ」

「はひ……？」

「正攻法で行ってもこうなるのは目に見えていたことだ、ライバルになる相手に作品の内容を見せるなんて馬鹿なだけか、よっぽど自信のある奴でもない限り普通はあり得ないからな、悪いけど俺でもやらないよ」

「で、ですが他に見せて貰う手段がもう……どうするつもりなのですか？」

「あまり褒められたやり方じゃないのは承知の上だが……やはりここは学校一の美女である北条にお願いするしかないだろうな」

「はい？　北条殿に……ですか？」




　　　　○




　それから一時間後。

　北条と一緒に再度漫画同好会、藤ヶ丘書房のある廊下に戻ってきた俺達は、人目につきにくい場所であの施錠された扉を監視していた。

「雅継殿……まさか色仕掛けであの部長を落とそうと言うのではないでしょうな？」

「いい線行っているがそれは違う、あの部長さんは感情マークを見てもかなり意志が固いように見える、コンテストにかける思いは並大抵じゃないだろう」

「先程もかなり厳しい対応をされてしまいましたからな……」

「それでも北条なら時間をかければ部長さんから原稿を見せて貰うぐらい訳ないと思うが、何というかその────北条にそういうことはもうさせたくない」

「え──ま、雅継くん……スキ……」

「ふぬおっ！　ほ、北条……いきなり背中に抱きついてこないで……」

　丁度死角になる場所に隠れていたので誰にも気づかれてはいないと思うが、何の前触れもなくこんな場所で抱きついてくるのは、か、勘弁してくれ……。

「雅継くん嬉うれしい……ありがとう……」

「わ、分かった……分かったから背中に頰ほおずりをしないでくれ……流石さすがにここでされるのはヤバいから……」

「北条殿……」

「くんくん──っと、雅継くんの優しさがあまりにも嬉し過ぎてつい先に身体からだが動いてしまっていたわ、ごめんなさい虎尾さん」

「わ、私はべ、別に──」

　そう言ってくれるのは嬉しいけど、さり気なく匂いを嗅ぐのはおかしいだろ。

「と、兎とに角かく今は抑えてくれ、対象が出てくる瞬間を逃す訳にはいかないからな……」

「むむ……、しかし対象者だの、北条殿を使うだの、やはり誰かを捕まえて原稿を確認するつもりのようですが、方法などあるのですか？」

「すぐに分かることだよ────出てきた！　あの生徒だ」

「んん……？　あの小さな女子生徒のことでありますか？」

　ロングの黒髪をお下げにしたその女子生徒は、両手で原稿の束を抱えて出てくると、少し疲れた表情でこちらに向かって歩いてくる。

「ふうむ……あの校章の色は一年生でありますな、ですが特筆するほど何かありそうな生徒にも見えませぬが……？」

「虎尾大事なことを忘れていないか？」

「大事な……？　もしかして……彼女の好感度ゲージと感情マークのことですか？」

　その通り、一見するとただの藤ヶ丘書房に所属するいち後輩女子部員にしか見えないが、俺のこの力を使えばそれがチャンスの女神へと姿を変える。

「さっきあの部室を訪れた時、追い返される前に俺が制作環境を確認するような素振りをしただろ？　あの時に部員の好感度ゲージと感情マークを確認しておいたんだよ」

「ははあ……だから無理に覗くような真似をしたのでありましたか……つまりその中でもあの子が一番原稿を見せてくれそうな数値だったのでありますね」

「正解だ」

　遠くの席にいた生徒まで把握することは出来なかったが、実際見える限りだと好感度だけで言えば部長さんほど低く下がっていた生徒はそう沢山いなかった。しかし殆ほとんどの感情マークが苦い顔や渋い顔をしていたのは事実。

　だがその中で唯一彼女だけが少し哀れんだ感情マークを見せていたのだ。

「でもそこで俺達が行ってしまうと、もし見せてくれたとしても彼女は後で罪悪感を覚えるだろ？　狡ずるいことをしているのに違いはないが、それなら事情を知らないフリが出来る北条伝いに見せて貰もらうのが一番良いと思ったんだ」

「雅継殿は誠に恐ろしいことを考えますな……ですが具体的にどうやって──」

「それを今からやる所だ、北条、また損な役回りをさせて悪いんだが──」

「雅継くんの頼みを断る理由は何処どこにもないわ、任せて頂戴──」

　北条は優しい笑顔を見せてそう答えると、例の女子生徒が歩いてくる廊下の、角を挟んだ反対側に出ていき、タイミングを見計らって歩き始める。

「ま、まさかこれって……」

「そのまさかだよ、きっかけっていうのはいつも突然起こりうるものだからな」

　そして、そのまま漫画の擬音でも吹き出しそうな音を立てて。

　何ということでしょう、北条と廊下の角でぶつかってしまった女子生徒は、尻もちをつくと同時に、抱えていた原稿をばら撒まいてしまったではありませんか。

「きゃっ！　あ──ご、ごめんなさい……私が前を見ていなかったせいで……」

「いえ、こちらこそごめんなさい、大丈夫？　怪け我がはしていないかしら」

「は、はい尻もちをついただけで────って、えっ？　えええっ!?　も、もしかしてほ、ほ、ほ北条先輩……で、ですか……？」

「？　そうだけれど……私のこと知ってくれているのかしら？」

「し、知っているも何も……え、えっとなんて言えばいいのやら……」

　相手が北条であると知るや否や、途端に顔を真っ赤にさせて慌てふためく女子部員。

「す、凄すごい……一瞬で北条殿の虜とりこに……」

「俺達っていつも当たり前のように北条といるからあんまり気にしてないけど……二年のみならず一年、三年にまで噂うわさが轟とどろいているって完全に有名人だよな……」

「うむ……現代歴史文学研究会以外での北条殿は圧倒的なクールビューティーですからな……最近は男子生徒で結成された親衛隊から北条殿を守る為ために、女子生徒の中でも親衛隊が結成された程らしいですよ」

「いずれ北条を巡って戦争でも起きそうだな……」

　何にしてもそれだけ北条の影響力は俺達が思っている以上に凄いのだ、ノータッチを信条に皆が北条を遠くから見守り、目の保養にする、そんな最強の北条朱あや雀りとぶつかってしまい、あまつさえ手を差し伸べられるなど、異常事態と言わず何と言うのか。

「あ──原稿用紙が──す、すみません！　すぐ片付けますので！」

「あら──ごめんなさい私のせいね、一緒に手伝うわ」

「ええっ！　そ、そんな悪いですよ！　北条先輩に拾って貰うなんて──」

「そんな、別に特別扱いされるような存在じゃないのだから、気にしなくていいのよ」

「で、ですが──」

「────あら、これ漫画なのね、あなたが描いたものなのかしら？」

「はああっ!?　え、え、えっと、そ、それは……藤ヶ丘書房っていう……同好会のメンバーで、か、描いたものでして……」

「ふうん……、何だか面白そうなお話ね、これで全部なのかしら？」

「ひんっ!!　そ、そんな面白いだなんて恐れ多い……」

「本当のことよ、もし良かったら続きとか、他の作品も読んでみたいわ」

「えええっ!?　ほ、本当ですか……？」

「噓うそをついてもしょうがないじゃない、こういうの、実は前から興味あったの」

「はわ──あ、あ、ありがとう……ご、ございます……いや！　すぐ持ってきますね！」

　最も早はや感情マークがパニックになっている状況の彼女はひらりと踵きびすを返すと、北条に原稿を見せる為、猛スピードで部室へと戻ってしまうのだった。

「ま、チートでしかないが、これが北条の力って奴やつだな……」

「まさに女王様でありますな……」

　だが、これで要注意のライバルの作品を入手することが出来た。

　これがあれば俺達が今後どういった方針で漫画を作るべきかはっきりとする、罪悪感はあるが、俺達もなりふり構っていられないからな……。




　　　　○




「えーこれは……無理ですね」

　現代歴史文学研究会に戻った俺達は、例の女子部員から手に入れた藤ヶ丘書房の過去のコンテスト原稿（コピー）を読んで、ガックリと肩を落とした。

「まずクオリティが違い過ぎる、絵の実力だけで言えば虎尾も負けちゃいないが、設定の作り方がかなりしっかりしているよ」

「悔しいですが話も普通に面白いであります……規定のページ内でしっかりと物語を完結出来ているのは実力のある証拠ですぞ」

「何より凄いのはストーリーを完結させながらも、続きが読みたくなる終わらせ方が出来ていることね……これは一朝一夕では難しい、積み重ねが為なせる業よ」

　ジャンルは近未来を舞台としたバトル物、カット割りや見せ方も迫力があって目を見張ってしまうシーンが多い、これはまずいな……。

「少なくとも、同じ舞台で戦ったら１ラウンドＫＯだな……」

「参考にすればするほどドツボに嵌はまりそうですな……」

「長年の積み重ねというのはこれ程までに差が生まれるものなのね……」

　どんよりとした空気が、現代歴史文学研究会の中に充満する。

　何とか士気を上げるきっかけになればと思っていたが、これじゃあ悪化しただけになってしまった……困ったな、全く前に進めていない。

「でも……俺達には凹へこんでいる暇なんて無いんだ、同じジャンルで闘うことは危険と分かっただけ良しとしようじゃないか、何か他に策を考えよう」

「しかしどうすれば──」

　と。

　虎尾が途方に暮れていると、扉の外からコンコンコンと、ご丁寧に三回ノックが鳴り響く。

「……だ、誰だ？　まさかまた阿古が嫌いや味みを言いに来たとかじゃないだろうな……」

「せ、施錠はしっかりとしておりますので、もし鍵を開けられた際は彼女であることに違いはありませぬが──」




『す、すいませーん、龍たつ田たひかりですけど、雅継くんいますかー？』




「……ひかりさん？　──もしかして遊びに来てくれたのかしら」

「そういうことなら鍵を掛けているのは悪いな、俺が開けに行くよ」

　俺はパイプ椅子から立ち上がって扉の方へと向かい、つまみを上に上げてカシャンと音立てて解錠すると、ガラガラと扉を横へとスライドさせる。

　するとそこには、夏服姿の龍田が、飲み物を抱えて立っているのだった。

「わ！　び、ビックリした……あ──ま、雅継くん……こ、こんにちは」

「お、おう……き、来てくれたんだな……」

「う、うん────あ！　朱雀さんに裕ゆ美みちゃん！　約束通り遊びに来たよ！」

　俺には何ともぎこちない反応を見せるので若干ショックだったが、龍田は北条と虎尾を見つけるとぱあっと笑顔になり、軽い足取りで二人の元に駆け寄っていく。

「ひかり殿！　ようこそ現代歴史文学研究会へ！」

「裕美ちゃんやっほー！　誘ってくれてありがとう！　また今度おすすめの少女漫画とかあったら是非教えてね！」

「当然でありますよ、ひかり殿はいつも私とペアを組んでくれますからな」

「朱雀さんも声を掛けてくれてありがとう！　また今度梅田とか遊びに行こうね！」

「ええ勿もち論ろん、私の方こそ来てくれて凄く嬉しいわ」

　へえ、俺がギクシャクしている間に交流を深めているとは聞いていたが、本当に仲良くやっているんだな。

　虎尾なんて龍田みたいなタイプ、北条よりも合わないと思っていたが、やはり彼女の純粋過ぎる優しさは誰にでも響くのだろう、虎尾が北条と俺以外の奴とあんなに楽しそうに会話に興じるとは、龍田のコミュニケーション能力には頭が下がるばかりだ。

「あ、あとこれね、甘い飲み物買ってきたから良かったら皆で飲んで！　漫画を作るのって凄く頭使うから、糖分補給は必須だからね！」

「おお、悪いでありますな、丁度喉が渇いておりましたので助かりまする！」

「そんな気を遣わなくて良いのに……でもありがとうひかりさん」

　うむ、彼女達が和わ気き藹あい々あいとしているのは非常に良いことだな、目の保養になる、と思いながらその様子を離れて見ていると、またロボットみたいにぎこちなくなった龍田がくるりと俺の方へと向き直り、手に持っていたスポーツドリンクとチョコを差し出してくる。

「そ、それと……こ、この前はありがとね──これ、前のお返し──」

「あ、ありがとう……でもお金はあの時返して貰ったと思うんだが」

「こ、これはね、別に深い意味はなくて、あくまで気持ちみたいなものだから……」

「そ、そうか……そういうことなら────!?」

「…………」

　いやちょっと……北条さん目が怖過ぎませんかね、そんなに目を据わらせなくても別に龍田とは何もありませんから……。

「…………」

　しかも何で虎尾まで不服そうな顔してんだよ、頰ほおを膨らませるんじゃないよ全く、ちょっと可愛かわいいだろコンチクショウ。

　このままだと龍田を巻き込んでまた厄介なことになりそうだな……と危惧していると、龍田が何かを思い出したような表情で彼女達へと向き直る。

「そういえば！　漫画の制作はどうなってるかな？　まだ夏休みに入って日が浅いからネームの途中とかだと思うけど……良かったら見せて欲しいな！」

「え？　あ、え、えっと……そ、それなのですが……」

「？」

「実はまだ話すら出来ていない状態なの……ごめんなさい」

「え、あ、そ、そうなんだ……何か一人ではしゃいじゃってごめんね……」

「いえ、ひかりさんは何も悪くないのよ、ただ私達で色々考えてはみたのだけれど、どうしても納得の行く話が思い浮かばなくて──」

「良ければなのですが、ひかり殿も何かアイデアをお聞かせ下さいませぬか？」

「えっ？　わ、私……？　う、うーんどうだろう……私がいつも読んでるのって少女漫画とか恋愛モノばっかりだから……」

　うん……？　待てよ、そういえば俺達が応募予定のコンテスト、よく考えたら過去の受賞作品、意外と恋愛物が多くなかったか……？

　勿論一番目についたのはインパクトのあるバトルモノではあったが、恋愛やラブコメといった、そういう作品も少なからずあった気が──

「そうだ……恋愛モノだ」

「……？　ま、雅継くんどうしたの？」

「いや、コンテスト見る限りどうしてもバトル系の作品に目がいってしまっていたが、単純な実力差を考えれば俺達では太刀打ち出来ない」

「それはそうかもしれませぬが……それは恋愛でも同じでありましょう？　勢いだけでどうにかなるジャンルではないと思いますが」

「普通ならそうだろう、だがそれはあくまで頭の中だけで完結させてしまった場合の話、勿論それも大事ではあるが──より高いリアリティを追求しようと思った時、一体どれだけの応募者がそこに重点を置いていると思う？」

　俺のその言葉に虎尾は首を横にかしげて困ったような顔になる。

「はあ……何を言いたいのかイマイチ分かりませぬが……高校生のレベルで徹底的な取材をして作品を作る……というのは少し考えにくいと思いますな、既存の知識や必要な情報を集めた上で作品を作る、というのが一般的かと」

「──もしかして雅継くんはお話にリアリティを持たせる為ために、直接人の話を聞いて、それを物語に昇華しようと言いたいのかしら」

　そうだ、事実は小説よりも奇なりと言うが、想像は無限の可能性こそ秘めているが実際にやってみたり、聞いた生の情報というのは時にそれを凌りよう駕がすることがある。

　何よりもここは学校、青春たっぷりな恋愛が盛んに行われるこの場所であればより物語として作り上げられそうな話を聞き出せるかもしれない。

　そうなれば他の応募作とは違うテイストの作品が作れるかもしれない……俺達現代歴史文学研究会が生き残る為にも狙うべき場所はここしかないだろう。

「そうですな……雅継殿の言う通りそれであれば絶妙に甘酸っぱさの出る作品を作れるかもしれませぬ……しかし誰に聞くのでありますか？」

「そりゃあ──ここにその方面にお詳しい専門家がいるじゃないか」

　わざとらしくちらりと目をやると、びっくり仰天シンジラレナイと言わんばかりの表情をした龍田が人差し指を自分の方に向ける。

「────え？　わ、私!?　い、いやいやいや！　わ、私が恋の専門家なんて、いつの間にそんな話になってるの!?」

「え、違うのか？　てっきりこう──いつも恋の相談とかに乗っていて、自分も恋多き女の子なのかと思ってたんだが……」

「なな──！　確かにこ、恋の相談とかは乗ったことあるかもだけど……恋多き女は酷ひどいよ！　前にも彼氏はいたことがないって言ったのに！　そんなに、雅継くんは私が遊び人みたいに見えるの!?」

「え、あ、い、いや、そんなつもりで言ったんじゃ……」

　しまった……、そう言えば龍田とそんな話をしていたっけか……、あまりにも信じ難い話なのと、あの時はオペレーションＭのことしか考えていなかったからすっかり忘れてしまっていた。

「雅継殿……それは幾ら何でも……」

「恋はいつだって純粋で、甘くて、でもどこか淡い、そんな夢見る乙女に対してそれを言ってはいけないわ、私は構わないけれど、ひかりさんに言ったら駄目」

「と、虎尾……北条……」

「むー……！」

　龍田が凄く不服そうな顔をして俺の顔を睨にらむ。

「うっ……」

　好感度は……大丈夫、だけども感情マークは明らかに怒っているぞ……これはどう考えても俺が悪い。

　北条も虎尾もやけに残念そうな顔をしているし、まさに四し面めん楚そ歌か……いや女の子に四面楚歌されるなど嬉うれしい気持ちにならなくもないが、明らかに芳かんばしくはない……。

　こうなったら……とっておきの秘奥義、使うしかあるまいか。

　俺は怒っている龍田の方に顔を向け、二、三歩程後ろに下がる。

　周囲を見渡し、障害物がないことを確認し──一度首をコキンと鳴らし、軽く屈伸をしてふうっと息を吐くと──

　勢いよくジャンプし、空中で足を畳む、そのまま重力に逆らうことなく落ちていき膝に多大なるダメージを与えると、全力で手をつき、頭を床にこすりつけた。




「大変申し訳ございませんでしたアアアアアアアアアアアアアア[image: ][image: ]」




　　　　○




「雅継くん……膝大丈夫……？」

「な、なあに……ひかりが許してくれるなら、皿の一枚や二枚、安いものさ……」

　華麗なるジャンピング土下座が功を奏したのか、俺の深刻な膝のダメージに龍田が心配そうな顔で見てくる。

　まあ昔した話を忘れて龍田をイメージで語ってしまった俺が悪いのだ……実際のところ半端なく痛いけどね、膝から下の感覚ほぼないからね。

「まー……ともあれひかり殿の方が知識はあると思いますので、やはりひかり殿から有益なお話を聞かせては貰もらえませぬでしょうか？」

「そ、そう言われても……は、恥ずかしいんだけど……私本当に恋愛経験とか、な、無いんだよね……それでいつもバレー部の皆に馬鹿にされちゃうし……」

「でも好きな人はいるんじゃないかしら？　例えばその人を想おもうと普通とは違う感情を抱くみたいに、話がしたいとか、手を繫つなぎたいとか、制服食べたいとか」

「最後はお前だけだろ」

「う、うーん……？　ど、どうなんだろう……これがそうなのかは私にもわ、分からないんだけど……何だかちょっと、胸が苦しくなるかな……？」

　龍田は少し困ったような笑顔を見せるとそう答える。

「む……分からないでもないでありますな……」

「ああ分かるわ──どうしようもなく布団とか、抱き締めちゃうのよね」

「そ、そうなの！　何だかずっと不思議な気持ちになっちゃって、何かを抱き締めていないと落ち着かないというか……」

「ねえひかりさん、その人のこと、意識してないのに目で追っちゃったりするでしょ」

「えっ……よ、よく分かるね朱雀さん、授業中とか気づいたら見ちゃってたり、友達と楽しく話をしててもつい気になって……やっぱりこれってそういうことなのかな……」

　おお……北条が良いフリをしてくれるお陰でそれっぽい話になって来たぞ……。

　この調子なら上手うまく胸をキュンとさせるような物語が作れるかもしれない──膝の負傷を抱える傍かたわら女子トークに聞き耳を立てる俺の存在は意味不明だが。

　どうでもいいけど龍田って現在進行系で気になっている人がいるのか……そりゃ高校生なんだからスキな人がいてもおかしくはないが、妙にしおらしい雰囲気の龍田を見ていると、いつもの明るさとギャップがあって妙に可愛らしく見えてしまう。

　しかも授業中ってことは同じクラスだよな……だ、誰なんだ……？

「ひかりさん、それはやっぱりスキってことよ、だって仲の良い男の子と話をしてもそんな気持ちになったりしないでしょう？」

「──でもやっぱり分からないかも……私中学と高校とずっと部活動だけを必死にやってたから、そういう気持ちに疎いんだよね……」

「ですが、ひかり殿は恋愛漫画が好きではありませぬか」

「それは……応援する主人公の恋が成就するのを見るとキュンとするだけで──」

「それなら、例えば気になる人の傍そばにいられたら嬉しいと思わない？」

「でも友達と一緒にいる時だって嬉しいし、凄く楽しいよ？　でもその人の前にいると嬉しいというより辛つらい気持ちになっちゃうから……」

「辛い、ですか？」

　虎尾の投げかけた疑問に対し龍田は小さく頷うなずいた。

「前はね？　その人とお話しているだけで楽しかったの、それなのに今は話そうとする度に胸がキュってなるの、バレーの試合前と同じぐらいの緊張っていうのかな、お話したいのに声が出てこなくて、それが凄く嫌だなって……」

「あ────何か、そういうの……ありますな……」

　俺も聞けば聞くほど膝の痛みを忘れる甘さを感じてくる……これは今すぐにでも文章に起こしたい気持ちに駆られるが、絶対怒られそうなので今は我慢する。

「純粋ねひかりさんは……でもそうね、言われてみれば私も昔はそうだったかも」

「え──あ、朱雀さんもそういう気持ちになったことがあるの？　……というか、スキな人いたことがあるの？」

「昔どころか、今もスキよ、その人のこと」

「へえ……！　ずっとスキなんて素敵──どんな人なの？」




「とても優しい人、後で後悔するのに自分より他人を優先しちゃう人」




　北条が優しい表情で言ったその言葉に、俺は思わず三人から目を背けてしまう。

　いや……それは駄目だろ……いつもみたいな調子で言ってくれればいいものを、キャッチボールでその火の玉ストレートは卑ひ怯きようだろ……。

「わあ……！　甘い……ねえ朱雀さん、どういうきっかけでスキになったの？」

「それはちょっと秘密かしら、いつか機会があったら教えてあげるわね」

「えーそんなぁ、朱雀さんずるいよ～！」

「私だって恥ずかしくて言えないことぐらいあるわよ、ひかりさんだって何でその人をスキになったかなんて簡単には言えないでしょ？」

「わ、私はまだ本当にスキかどうかなんて分からないから……もしかしたらキライなのを自覚してないだけかもしれないし……」

　それはもう生理的に無理という奴やつなのでは……と言いたいが口を噤つぐむ。

　それにしても見事なまでの女子トークという奴だな、はっきり言って俺が入る余地なんざ微み塵じんもないぐらいの空気感になってしまっているぞ……。

　どうやらやはり虎尾もそういうタイプではないのだろう、何とか話に入ろうと試みているようだが、難しい顔をしたり、驚いた顔をしたり、話を聞いて頷いたり、恥ずかしがったりと、あまり積極的に話には入れてはいないようだった。

「まあ、私はひかりさんの気持ちも分からないでもないから、ゆっくり時間をかければいいと思うのだけれど、いつか後悔をしないように一言だけ、助言するわね」

「……助言？」

「スキな人と一緒にいられる時間は有限だから、それだけは忘れないでね」

「！──……わ、私もっと北条さんのお話、聞きたいかも……！」

「む、むう……で、では私も後学の為ために少し……」

「あら、本来はストーリーを考える為のお話だったのに、普通の女子トークになっちゃったわね、勿もち論ろん使えるエピソードではあるからお話を続けてもいいのだけれど──」

「……ん？」

　それが合図となったのか、龍田と虎尾がよそよそしい顔をして俺の方を見てくる。

「ま、雅継くんはちょっと、ご退室願えると、嬉しいかも……」

「す、ストーリーをより掘り下げる上ではお、男の人は必要ありませぬから……」

　……うん、分かっていたことだけど、どう考えても俺、邪魔だよね。

「オッケー分かった、じゃあ後は三人に任せるから、一足先に帰るとするよ」

「ごめんなさい、折せつ角かく雅継くんが提案してくれたのに」

「気にするなって、それじゃあまた明日な」

　俺は申し訳なさそうにする三人に対して手を振ると、現代歴史文学研究会を後にした。

　一体これからどんな恋バナが繰り広げられるのか、気にならないと言えば噓になるが、大事なのは他の応募者に負けないだけの作品を作ることであって、そこに俺が不要であるならば、早々に退散するのが賢明というもの。

　だから俺は、皆の足を引っ張らないよう、自分に出来ることをやるとしようじゃないか。

「よーし、そういうことならまずは──」




　膝がヤバいから病院に行かなくっちゃな！
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　八月。

　ただ暑いだけであった季節に湿気という忌むべき気持ち悪さが加味されたことによりいよいよ夏の本格化を実感させられる。

　蟬せみも子孫を残す為にいよいよ本気を出し始め、あちらこちらで短い命をフルに使って鳴き叫び続ける、童貞のまま死ぬか、子孫を残して死ぬか、奴らも必死なのだ。

　だが人間にとってそれは全く以もつて興味のない話である、何なら網を使って取り押さえられ、小さな籠に閉じ込められた挙げ句、童貞として一生を終わらせられることも珍しくないのであり、それもまた蟬の刹那の一生なのだから。

　蟬の世界というのは誠に熾し烈れつなものだ……またカラスに襲われてるし。

「…………で、何してんの」

　と、俺は一台のママチャリの前で怖いぐらいあいこが続いているじゃんけんを繰り広げる北ほう条じようと虎とら尾おと龍たつ田たを見て呟つぶやく。

　彼女達が男子禁制の女子トークを延々と繰り広げたあの日からはや数日。

　ストーリーを作り上げる為に中々良い情報を集めることが出来たと北条から聞いていたのだが、どうも彼女達の話し合いだけでは限界だったらしく、北条の発案で実際に恋愛っぽいシチュエーションをやってみるのはどうかという話になったのである。

「あいこでしょ！」

「あいこでしょ！」

「あいこでしょ！」

　確かに実際にやってみるというのは悪くない案ではある、特に俺や虎尾はそういう経験が浅過ぎて干上がっているので、経験することで分かることもあるかもしれない。

　そういうこともあり呼び出されたのがこのドブ──武む庫こ川がわである。

　今となってはオペレーションＭを完遂するべく、自分の身体からだをいじめ抜いた思い出したくもない場所なのであるが、如何いかんせん近所にそれらしい広場がないのでこうなってしまうのは致し方ないだろう。

「あいこでしょ！」

「あいこでしょ！」

「あいこでしょ────やったわ！　私が権利獲得ね」

「う～……負けちゃったぁ……」

「ぐう……し、仕方ありませぬな……」

「……盛り上がっている所悪いけど、全く事情を聞いてないんだが、今から一体何をするつもりなんだ？」

「何って──そんなの自転車の二人乗り以外にあると思うのかしら？」

「あると思うけども」

「やっぱり恋愛モノの王道シチュエーションと言えばこれだよね！　でも藤高はそれが禁止されてるから……やりたかったなぁ……」

「ああ……」

　そういえば藤ふじヶ丘おか高校は自転車通学が禁止となっている。

　成績が良ければ髪を染めても、遊び呆ほうけるだけの同好会を作っても基本的に罰則を受けることのない実に寛容性のある高校に思えるが、自転車通学だけは禁止なのである。

　不思議に思うだろうが理由は簡単である、自転車置き場がないのだ、以上。

「故にこの青春の象徴とも言える二人乗りを実際にやってみることによって、どういった恋愛的感情を抱くのかやってみようという話でありますね」

「成る程な、ここなら直線距離もあるしそれっぽい雰囲気もある、対岸がマンションだらけなのがイマイチではあるが」

　だから全員制服を着ているのか、夏休みなのにどうして学校以外で制服を着なければならんのだと思っていたがそういうことなら納得がいく。

「ということでまずは私からね、距離はそうね……あそこの市役所までにしましょう」

「市役所見えてないんですけど」

「だ、駄目でありますよ！　あそこの陸橋までであります！」

「他にもまだやることはあるんだから裕ゆ美みちゃんの言う通りだと思います！」

「う……わ、分かりました、あそこの陸橋までとします、では」

　え？　というかこの一個だけじゃないのか？　もしかしてそれっぽい青春ごっこを片っ端からやるつもりで……いくら何でも時間が足りないと思うんだが……。

「…………ん？」

　何となく不味まずい気がしながらふと自転車の方へ目をやると、いつの間にか北条が自転車の荷物置きの部分にちゃっかりと跨またがっているではないか。

　そして肝心のサドルには誰も座っていない。

「えー……そういう自転車の漕こぎ方なのかな？」

「雅まさ継つぐくん……これは遊びじゃないのよ、男と女のくんずほぐれつなラブゲームをいかにして解明するか、そういうことなの」

「血で血を洗うラブゲームとはな」

「一刻を争っているの雅継くん、早く乗って、そして抱き締めさせて」

「絶対青春の香りがしないよぉ……」

　しかしこの状況において俺以外が自転車を漕ぐという選択肢は無いに等しい……、諦めて俺は自転車に跨ると恐る恐るペダルへと足をかける。

「未来で待ってる」

「何で今それ言うの？」

　しかも言うとしたら北条じゃなくて俺だろ。

「にしたって俺も二人乗りをした経験なんて殆ほとんどないからな……ちゃんと落ちないようにしっかり摑つかまっててくれよ」

「そんなの……当たり前じゃない、こんな機会絶対に逃さないんだか……らっ！」

「ふぐおっ……!?」

　俺の腹部に北条の両手が回ってくるとガッチリと固定され、北条の顔と最強のお胸がぴったりと俺の背中へと張り付く。

　こ、これは……北条のことだからいかにも青春っぽく横向きに座ったり、立ったりするなんてのはまずしないと思っていたが……。

　学生の姿こそ見当たらないのでまだ安心ではあるが、普通に人の目についている状態ではあるせいか、か、かなり恥ずかしい……しかもさり気なく「雅継くんいい匂い……」って言いながら背中嗅がれてるし。

　しかし漕がないことには何も始まらないので、俺は漕ぎ出しの不安定さを我慢しながらゆっくりと前へと進み始めた。

「ど、どうだ……？　何かこう感じる所はあるか……？」

「二人乗りは初めての経験だけれど……とても不思議な気分ね、外でスキな人と一緒にいるっていうのはそれだけで嬉うれしいのだけれど、やっぱり人目につくじゃない？　二人だけの世界にいられるならいいのだけれど、学生だとそうはいかないものだし」

「言われてみれば……付き合っている学生カップルって他の生徒にバレないようにこっそり付き合うものだもんな……」

「でも、自転車に乗っているとその感覚が無くなるの、人目につく状況なのは同じ筈はずなのに、まるで二人だけの世界にいるような気分で──」

　そっか……それは実際にやってみないと分かりもしなかったな。

　歩くのとは違ってスピードがある分、周囲に目が行きにくくなるし、加えて風を切るからか周囲の音も遮られて余計な情報が入ってこなくなる。

　それでいて二人は自然に会話が出来るのだ──これは盲点だった、恋愛における二人乗りというのはただの青春イベントの一つとしか捉えていなかったが、こういった相乗効果があるだなんて。

「風が涼しくて心地いい……雅継くんと外で一緒にいられるなんてとても幸せ……もうずっとこのまま二人っきりで走り続けられたらいいのに」

「俺の筋繊維にもっと優しくして」

　いやこのやり取り前もしたような気がするんですけど、もうそこまでいったら青春じゃなくてスポ根になっちゃうからね？

　そんな相変わらずな会話を繰り広げながら折り返し地点の陸橋までたどり着くと、少し膨らむような形で半回転し、虎尾と龍田がいる場所まで戻っていく。

　そこでふと、思い出したことを北条にぶつけてみることにした。

「そういえば……龍田の前では北条の本来の感じ、見せていなかったと思うんだが、あの時にその……お、俺がスキだってこと龍田に言ったのか？」

　北条が俺のことをスキでいてくれているというのは取り立てて話す必要もないのだが、あくまでそれは俺と虎尾（多分阿あ古こも）だけが知っていることで、現代歴史文学研究会以外の場所で彼女はそういう素振りは一切見せないのである。

　理由は言うまでもない、そんな事実が学園中の知る所となれば大パニックになること必至だからだ、それこそ俺が今後の学園生活を安穏と送れる日など皆無になることぐらいは容易に想像出来てしまうほどに。

　有り難い話だが、だから虎尾だって、阿古だってそれを滅めつ多たに口にすることはない、その優しさにはいつか恩を返さないといけないだろう、でも龍田は──

「そうね──はっきりと私の口からは言っていないけれど、多分彼女は私が雅継くんがスキってこと、気づいているかも」

「そ、そうか……敢あえてどんな話をしたのかは訊きかないけど、でも問題ないのか？　龍田は男女共に幅広く知り合いの多い、リア充中のリア充なんだぞ？　そんなつもりがなかったとしても、何かの間違いで口を滑らすことだって──」

「ひかりさんがその程度の人なら、口を滑らすまでもなく、意図的にバラしてしまって周囲を混乱に陥れるでしょうね、でも彼女ならその心配はないわ」

「真面目な奴やつだからそう言いたいのは分かるが……」

「雅継くんだって薄々分かっている筈よ、例えばほら、彼女は私達と会う時に他の知り合いを無闇に連れてきたりしないでしょう？」

「言われてみれば……そうだな」

「自分で言うのも何だけれど、私と知り合いみたいな関係になった人は大概自分を大きく見せようとして私を見せびらかして自慢をしたがるものよ」

　圧倒的な美貌に頭脳明めい晰せき、スポーツも万能で、何より財閥の令嬢……そんな子と顔見知りになればそういうこともしたくなる……か。

　北条も北条で色々大変なんだな……と少し彼女の過去を勝手にイメージしてしまっていると、北条は話を続ける。

「でも、彼女は一切それをしない、純粋に私達のことを想おもってくれているのよ、現にこうして私達四人でいられているのが何よりの証拠」

　……確かにもし龍田がそういう人間であるなら、そもそも体育祭の昼休憩の時に現代歴史文学研究会の扉を開けていたに違いない。

　……いくらちょっと心配が過よぎってしまったとはいえ。龍田をそういう風に思うのはちょっと失礼だったな。

「だから私はみーんなスキ、雅継くんはだーいスキ」

　俺にしがみついたまま、楽しそうな声でそう言う彼女は、その後何度も幸せという言葉を繰り返すものだから、俺はずっと気恥ずかしいまま自転車を漕いでしまっていた。

　北条にも、こんな子供っぽい所があるんだなと、思ったからだろうか。

　何だか不思議と、俺も青春をしているような、そんな気がした。




　　　　○




　それから。

　俺と北条は二人乗りをした結果感じたものをタブレットに箇条書きでしたため、どういったシーンで使えるかを四人で簡単に話し合った。

　その時の北条はまあ饒じよう舌ぜつで、それがストーリーを作る上で大いに役立ってくれたのは良かったのだが、終始虎尾と龍田が怖い顔で頰ほおを膨らませていたのは何だったのだろうか。

　ともあれ、無事一つ目のシチュエーション体験を終えた俺達は、藤ヶ丘高校へと向かい、体育館棟の裏へと来ていた。

　体育館棟とは言っても体育館自体は二階にあるという特殊な作りをしているので、正確には学食裏と言った方が正しいのだが。

　ともあれ砂地になっているその小さなスペースは普段は野球部のピッチャーが投球練習をする場所になっているのだが、今日は部活動が休みのせいか人ひと気けが全く無く、何ともそれらしい雰囲気を醸し出していた。
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「あいこでしょ！」

「あいこでしょ！」

「あいこでしょ！」

　何でそうなるのか全く分からないあいこの応酬じゃんけんを除けば、だが。

「あいこでしょ──わ、わ！　や、やった！　私だ！」

「そうみたいだな、それで……今度はどんなシチュエーションをするんだ？」

「はぁ……このシチュエーションを見れば言うまでもないでしょう」

「拳と拳で熱く語り合う……ではない……よな」

　そうなると残されるのはアレしかないのだが……いやー……そ、それはキツいな。

　二人の女子に見守られる中でソレをされるとなると、もし誰かに見られていたら異様過ぎて校内新聞号外レベルなんだが……だ、大丈夫なのか……？

「な、なあ流石さすがにこれは止やめておいた方が良くないか……？　べ、別にここじゃなければ出来ないことじゃないしさ、ほらきょ、教室とかでも……」

「え────ま、雅継くんは、わ、私とはやりたくない……のかな……」

「いっ!?　い、いやそういう話じゃなくて……」

　そんなあからさまに悄しよ気げた顔をされると対応に困ってしまう、別に嫌とかそういうことではないんですよ？　嬉しいことに違いはないんだけども……。

「雅継くん、何度も言うようだけれどこれは遊びじゃないのよ、よりリアリティのあるストーリーを作る為ためなのだから、常に全力で、演技ではなくまるで本当に起こっているかのような気持ちでやるからこそ、真に見えてくるものがあるのよ」

「冷やかしなら帰ってくれますか」

「その言い方はおかしいだろ」

「あ、アハハ……朱あや雀りさんも、裕美ちゃんも大丈夫だよ、私じゃ雅継くんにとって力不足なだけだから、ご、ごめんね……す、すぐに代わるから」

　いやいや待て待て、そんな言い方をされてしまったらどう考えても俺が悪いじゃないか……いくら恥ずかしいとはいえ龍田にそんな悲しい顔をさせてしまうのはあまりにも罪深い、笑顔でない龍田などいてはいけないのだ。

　それに──本来は部員ではないのにこんなに一生懸命取り組んでくれている彼女を無下にするような真似まねをしてはいけない、前にも龍田の気を悪くさせてしまったし、ここはちゃんと俺も向き合わねば。

「ひかり、ごめん！」

「えっ、そ、そんな、雅継くんが謝ることなんてないよ！」

「いや、これは俺がどう考えても悪い、ひかりだって現代歴史文学研究会を存続させる為にこんなに協力してくれているのに……それなのになんてことを──」

「あ……ま、雅継くん……そんな気にしなくたって……わ、私は──」

「いややって欲しいんだ、ちゃんと感じたこと素直に言葉にしてみせるから」

「ひかりさん、雅継くんもこう言っているから、やってあげて貰もらえるかしら？」

「お、俺はいつでも準備出来ているからな……」

「う、うん……わ、分かった……！」

　謝罪が通じてくれたのか、龍田は伏し目がちになっていた表情をくっと上げると、直立不動になっていた俺の近くへと歩み寄ってくる。

「う……」

　龍田はバレー部というだけあって実は意外に背が高い、しかしそれは実は彼女にとってコンプレックスらしく、普段は椅子に座って話をしたり、壁にもたれ掛かって膝を曲げたりしてわざと身長を誤ご魔ま化かしていることが多いのだ。

　そうは言ってもプロの選手程高いという訳でもない、多分身長は殆ほとんど俺と変わらないぐらいなのであるが、見下ろすのでなく同じ目線で近くに立たれるというのは、何だか距離が妙に縮まったような感じがして緊張してしまう。

　龍田の顔は赤く染まっており、感情マークからも分かるように明らかに緊張している──しかしややあって龍田は右手を胸に当てると、こう言うのだった。




「雅継先輩、卒業おめでとうございます」




「────へ？」

　やだ、怖い、全く以もつて予想してなかったパターンだから衝撃過ぎて声が出ない。

　え？　まさかのそのシチュエーションだったの？　こういう状況になったら普通はもう告白とかそういうのじゃないの？

　いや間違ってはないんだけどさ……青春の香り漂う恋愛では定番とも言えるんだけども、急に先輩扱いは心の準備が出来ていないって……。

　しかもこんなクソ暑い、木々が青々と茂る季節になんて合ってないにも程が……。

　だが龍田はもう気持ちを込めて演技に入り込んでいる様子……俺がヘラヘラしていてはまた彼女を傷つけてしまうことに……こ、ここはやるしかないか……。

「お、おおう、ああ……ありがとな龍田……」

「……先輩どうしたんですか？　いつも私のことひかりって呼んでくれるのに……も、もしかして──」

　あ、そういう奴なのね、実は遠くで先輩の活躍を見てました的な関係性じゃないのね、ごめんなさいちょっと病んでる顔にならないで下さい。

「あ、い、いや、ち、違うんだひかり……そういうのじゃなくてな──」

「で、でもそうですよね……先輩あの人といつも仲がいいから……眩まぶしいぐらい綺き麗れいな人だし私なんかじゃ全然……」

　ええ……まあまあ重い展開なんですけど……お願いだから実はその美人先輩を既に刺殺済みでここに来ているとかいう猟奇パターンは止めて下さいよ？

「そ、そんなことはないぜひかり、お前だって可愛かわいいじゃないか」

「かっ……!?　か、かわかわかわ……」

「？　そ、それにいつも練習の時、マネージャーとして誰よりも一生懸命動いている姿、俺はずっと見てたからな」

　……い、いやこれはおかしい、完全に二股をかけにいっているクズ先輩ではないか、ただ下手に振るような展開にしてしまうと龍田に刺されてバッドエンドみたいな気配もあるし……え？　ヤバくない？　詰んでるよねこれ？

「え……？　先輩私のこと見ていてくれたんですね……う、嬉うれしい──」

「あ、当たり前だろ……部員の為に毎日朝練から顔を出して、掃除から準備までしっかりやるし、空気を乱さないようコミュニケーションも欠かさない……お前みたいな奴は俺がこの部に入って初めてだったよ、本当に誇らしい後輩だ」

「せ、先輩……」

　赤くなった顔を両手で覆って、俯うつむいてしまう龍田。

　……ただストーリーを作る為だけならもっと気楽な感じでいいと思うのに、まさかここまで役に入り込んで真剣にやってくれるとは……。

「ひかり……卒業したからってもう会えなくなる訳じゃないんだ、いつでも連絡してきてくれてもいいし、何なら俺もまた部活に顔を出すから、その時はまた、いつもの、お前らしい笑顔で、話しかけてくれないか？」

「は、はい！　勿もち論ろんです！　あ、あの、それで先輩──」

「どうした？」

「ひ、一つだけ我わが儘ままを言ってもいいですか？」

「うん……？　いいぞ、最後に何でも受け止めてやる」

「あ、ありがとうございます……！　で、では──」

　俺も少し、シチュエーションに酔っていたのもあったが。

　龍田のお願いに軽々しく応えた瞬間、突如俺の胸ぐらに手が伸びてくる。

「え？」

　まさかのここからの大逆転死亡展開だったのかと、完全に思考が停止してしまっていると、龍田は胸ぐらよりはやや下付近に手を持っていき、そしてぐっとシャツを摑つかむ。

　その手は、明らかに俺の第二ボタンに掛けられていた。

　しかし。

「んっ……！　あ、あれ……と、取れないよ……う、うんしょ……うんしょ……！」

　……摑み所が悪いのだろうか、全く以て第二ボタンが取れる気配がない。

「あ、あの……ひ、ひかりさん……？」

「ま、待って下さいね……これが取れたら……私は先輩を……ん……んんー！」

　龍田の必死な顔がちょっと可愛らしくもあったが、もうシチュエーションとしては尻切れトンボになってしまっている気がする……このままだと制服引き千切られるし。

「きゃっ！」

　そんな龍田を止めにかかろうとした時、全力で引っ張っていたせいか勢いよく弾はじけ飛んでしまったボタンと一緒に、龍田が後ろ向きに倒れそうになる。

「おっと！」

　前に体育祭の二人三脚の時に北条を怪け我がさせずに済んだ経験が活いきたのか、反射的に反応の出来た俺は龍田との距離を詰め、左手で彼女の背中を支えることに成功する。

　しかし力が強過ぎたせいか、自分も身体からだが少し前のめりになってしまい──変に俺が龍田を抱き寄せるような形になってしまう。

「あ……危なかった、大丈夫か？」

「う、うん……あ、ありがとう……雅継くん……あっ──」

「へ？　あ……ご、ごめん……近過ぎたよな……」

「そ、そそんなこと……そ、それより雅継くんのボタンが……」

「あ、ああ……気にしなくていいよ、それだけ演技に夢中だったってことだろ」

「あう……」

「はーいカット、そこまででありますよー」

　そんな様子を見ていた虎尾が何とも不機嫌そうな表情で間に割って入ってくると、龍田の肩を摑んでぐいぐいと俺から遠ざけていく。

「あっ、ゆ、裕美ちゃん……」

「まあ最後の部分は如何いかがなものかとは思いますが、それまでの演技は中々良かったのではないでありましょうか、少し特殊な感じは否めませんでしたが……」

　虎尾の言う通り、まさか龍田にそんな秘めたる才能があったとは思ってもみなかった、ボタンは大いに犠牲になったが、これは後日緋ひ浮ふ美みに縫い直して貰うとしよう。

「でもそうね……実際ストーリーを作り込む上で良い参考になったんじゃないかしら、叶かなわぬ恋に抗あらがうようにして、積もり積もった想おもいを伝えるという展開、即興にしてはかなりよかったと思うわよ」

「ほ、本当……？　あ、ありがとう朱雀さん」

「意外に病んでいそうなキャラクターは需要がありますからな……真正面から抱きしめるように刺せば完璧でありましたな」

「何でそんなバイオレンスにするの……」

「いずれにせよメインヒロインとして軸を置くキャラに加えて、こういうサブヒロインがいても悪くないかもしれないわね、リアルな心情を上手うまく反映出来そうだわ」

「えっと、ま、雅継くんはどうだったかな……？」

　龍田が少し心配そうな面持ちで、俺に問いかけてくる。

　ううん……そっくりそのまま反映させてしまうと、色々問題のあるヒロインになってしまいそうだから修正は必要かもしれないが……対抗しうる存在としてそういう子がいるというのはストーリーに緊張感が出るしな。

「うん、かなり良かったと思うぞ、ひかりのお陰でうまく差別化を図れそうだしな」

「ほ、本当に！　よ、良かったぁ……」

　安あん堵どの表情を見せ、笑顔になる龍田、やはり体育会系ということもあるからか、暑さで滲にじむ汗に笑顔がよく似合うもので、少しドキっとする。

「本来は部員じゃないのに、色々頑張ってくれてありがとな」

「そ、そんなことないよ、私の方こそ普段は部活があるから、こういう休みの時しか協力出来なくてごめんね」

「さあさあ、お二人共、後が支つかえておりますのでサクサク進めていくでありますよ！」

「──ま、真の目的はここで雅継くんを堕おとせるかどうか、という所にかかっていたのだけれど、ひかりさんはここで脱落のようね」

「えっ!?」




　　　　○




「……あれ？　もしかして雅継くん？」

　そんな具合で、やけに疲労感が増しつつある青春ごっこはなおも続き、暑さで飲み物が手放せない中、北条が準備している次の場所へと向かっていると一人の生徒に出くわしてしまう。

「んん……？　も、もしかして入にゆう道どう山やまか？　な、何でこんな所に──」

「僕は大会が近いから、一人で練習をしてて──」

　しまった。

　夏休みに加えて今日は休日ということもあったので、学校には殆ほとんど生徒はいないものとして行動していたのが災いしてしまった……。

　まさかよりにもよって入道山と鉢合わせしてしまうとは……。

　虎尾、龍田は問題ないにしても、北条と一緒にいる姿を見られるのは非常にまずいというのに……ど、どう言い訳をしたらいいんだ……。

　想定外の状況に頭が回らず、焦って声が出ないでいると、横にいた北条が突如すっと進み出て、入道山の前に立ち塞がるのであった。

「あ──お、おい北条──」

「初めまして入道山さん、北条朱雀っていいます」

「えっ、あっ、は、初めまして……って言うべきなのかな……？」

「もしかして、私のこと知ってくれているのかしら？」

「知っているも何も、北条さんを知らない人なんていないと思うけど……」

　何やら俺達と少し距離を置いて親しげに入道山に話しかけていく北条。

「えっと……雅継くん、あの子って確か体育祭の時の──」

「俺が最後の水泳競技でデッドヒートを繰り広げた生徒だな、あの時はかなり調子が悪かったらしくて奇跡的に俺が勝つことが出来たけど、本来は普通に実力者だよ」

「ほー……あの子がオペレー──いえ、その時の……どう見てもおなごにしか見えないのでありますが、ちゃ、ちゃんと付いているのでありますよね？」

「ああ、大天使ウリエルの生まれ変わりとも言われている」

「は？」

　しかし今は水泳どうこうで解決するような状態では全くない……それに北条は入道山の俺に対する好感度が80％ということも知らないし……どうするつもりなんだ……？

「体育祭の時あなたの泳ぎ見させて貰もらったわ、少し動きが悪いように見えたけれど」

「あ、やっぱり北条さんにはバレちゃうんだね……あの時はスランプ気味で……でもあの試合のお陰で色々吹っ切れたというか、今はかなり調子が良いよ」

「それは良かったわ──因ちなみになのだけれど、水泳は昔からやっているのかしら？」

「うん、ずっと地元のスクールで、中学までは選手コースで頑張ってたんだけど、あんまりタイムが伸びなくて今は藤ヶ丘高校で、って感じかな」

「そういうことだったのね──じゃあ一つ訊ききたいことがあるのだけれど」

「？」

　北条は何やら入道山の耳元に顔を寄せ、俺達には聞こえない声で何かを話し始める。

　北条が水泳経験者で、全国大会の常連だったという話は今や誰もが知る所で、それを今更言う意味はないし……、何なら入道山なら当然知っていておかしくない話ではあるのだが……そこから会話の糸口でも見つけたのだろうか。

　なんて思いながら二人の様子を見守っていると──突如入道山の顔が真っ赤になって北条の方を振り向いたではないか。

「えええっ!?　ほ、北条さんどうして──」

「しー……、やっぱりそうだったのね、良い秘密を聞かせて貰ったわ」

「ううう……そんなぁ……」

「何だか入道山さん狼狽うろたえているみたいだけど……どうしたのかな？」

「北条殿のことですから、また華麗に弱みを握ったのではないかと……」

　何だ何だ……？　見えにくいが感情ゲージからも入道山が動揺してしまっているのは何となく分かるが……それに秘密って──？

「安心して頂戴入道山さん、決して言いふらすような真似まねはしないわ、ただ入道山さんには今日見たことは誰にも言わないで欲しいのと──もう一つお願いごとがあるの」

「そ、それは全然いいんだけど……も、もう一つって……？」

　北条に主導権を握られてしまった入道山は、恐る恐る彼女にそう尋ねる。

　すると北条は、優しくも、怖くもある笑顔を見せて、こう言うのだった。

「ふふ──皆にとって、とても幸せなことよ」




　　　　○




「んっ……やっぱり夏はこうでなきゃ、気持ちいいわね……」

「うう……これは確かにシチュエーション候補に上がっていましたが……」

「じゅ、準備はしてたけど……まさか本当にすることになるなんて……」

「僕、競泳水着しか持ってきてないよ……」

　ホワットイズディス。

　一体誰がこんな展開になるということを予想していただろうか。

　いや、決して、何も間違ってはいないのだ、恋愛青春イベント夏の陣において避けて通る方が無礼とも言える三大イベントの一つ。

　それがまさか、あのオペレーションＭの最大の関門として立ち塞がった、藤ヶ丘高校のプールで行われるなど、想像がつくはずもあるまい。

　何が起きたのかもうお分かりであろう、そう、北条が一人で練習をしていた入道山を懐柔し、全員を学校プールへと連れてきてしまったのである。

　実際にプールに行こうと思えば、近場では子供向けの市民プールしかないし、よりまともなモノを求めると遠出をして大阪まで出ていかないといけない、海ともなれば一日を潰さないといけなくなるのでそれも難しい。

　けれど、こんな近所にプールは存在していたのだ。しかも青春ポイントも高い、既に水が張っているので出来ないが、プール掃除なんてのはまさにその王道と言えよう。

「だが…………」

　俺にとっては目の前にある光景があまりに刺激的で全く落ち着かない。

　何故なぜか？　言うまでもない、北条と虎尾と龍田が、スクール水着ではない、完全なるビキニ姿でプールサイドに立っているからだ。

　まずは少し派手めな、赤を基調に花柄の模様がプリントされた三角ビキニを着用し恥ずかしそうにする龍田。

　健康的な素肌がこれ見よがしに解き放たれ、バレー部で培われた程よい筋肉と、それに相反するバストが、派手目な水着と相まって素晴らしい相乗効果を生んでいる、かつてこれ程までに健康的であることが暴力的と思った日はあっただろうか、ハラショーという言葉は彼女の為ために生まれてきたと言っても過言ではない。

　そして次は、青と白を織り交ぜた、上はビキニに、下はショートパンツという意外な組み合わせをし、北条と龍田の後ろで尻込みをしている虎尾。

　こんなことを口にしたら虎尾に泣かれるかもしれないが、龍田に反して不健康そうな肌に、少しお弛たるみになっているお肉、そして隠していたナイフが姿を現したかのような破壊力満点なお胸の三重奏を、不釣り合いにお洒しや落れな水着でカバーするというのが……妙な背徳感を生んでしまっており……ひ、非常に良い。

　最後は黒のホルタービキニを着用してやたら俺を誘惑してくる北条……。

　水着を着せたら右に出る者はいない、目にした者の全ての五感を奪うパーフェクトボディ──体育祭の競泳水着もそうだったが、身体からだのラインが明確に分かってしまう物を着ると彼女の魅力が何十倍にも増幅されてしまう、これがグラビアならきっと悩殺の文字がリオのカーニバルの如ごとく踊り狂うことだろう。

「──って、何を詳細に解説しているんだ俺は……」

　こんなの駄目だろ……見れば見るほど熱中症になったかと勘違いしそうになるほど頭がボーっとしてくる、何でこう揃そろいも揃ってけしからんおっぱいを……。

　何なら隅っこで競泳水着（女子用）を着用してもじもじしている入道山までいい塩あん梅ばいで存在してしまっているものだから、俺の脳みそは完全に処理落ち状態である。

　余談だが俺は当然何をするのかということは聞かされていなかったので、体操服ズボンを水着代わりにして使うという非常に残念な状況。

「実はこんなことも出来ればと思って、虎尾さんとひかりさんの三人で水着を買いに行ってたのだけれど……ねえ……雅継くんどう？　似合うかしら？」

「そ、そうだな……とても……いいと……おもいま……すぅ……」

「四人の中だったら誰が一番可愛かわいくてエッチだと思う？」

「えっ、ぼ、僕も入ってるの!?」

「当たり前じゃない、入道山さんの競泳水着だって私は悪くないと思うわよ」

「え──そ、そうかな……」

　北条の言葉に隅っこで縮こまっていた入道山が少し照れた顔をする。

　グッド。

　いや、そんなことを言っている場合ではなくて……。

「あ、あのさ……選ぶのとかそういうのは止やめようぜ……？　これはあくまでストーリーを作る一環であって優劣を決めるっていうのは……」

「で、でもね！　皆それぞれ個性はあるから……雅継くんが一番好みな水着は……あ、あると思うんだけど……」

「ひ、ひかり……」

「ちゃ、ちゃんとした水着など小学生の頃以来ですので……こ、これでも一生懸命調べて買わせて貰ったのでありますが……」

「と、虎尾まで……」

「雅継くんが喜んでくれると思って、真剣に悩んで勝負水着を選んだのよ、ねえ雅継くんもっと私を見て……」

「そ、そう言われてもだな……」

　俺からしたらどれも最高に決まっているではないか……俺の中に自制心という言葉が存在していなければ今頃交番直行の変態顔になっているに違いない。

　そもそも彼女達のポテンシャルというのはこんな辺境の田舎高校に収まっていていいものではないのである、個性に違いこそあれど、辿たどり着く場所は『可愛い』の一言のみ。

　故に皆違って皆良い……それを選んでしまえば俺はバチが当たってしまう……。

「ま、雅継くん……どう……？」

「ど、どうでありますか？　雅継殿……」

「ぼ、僕は競泳水着だけど……」

「雅継くんの胸筋を舐なめたい」

「一人だけ欲望に忠実」

　そ、それはいいんだが……いや良くないんだけども、何で皆さんじりじりと近づいてきているんですかね……？　心なしか好感度も上がっている気がするし……。

　くそったれ……ずっと炎天下にいるせいで思考力も弱まっているというのに……しかもこのままだと北条が暑さを理由に何をしでかすか……こ、ここは一旦逃げ──

「あ」

　迂う闊かつにも、後ろを注意しないで後ずさりしていたのが悪いのだが、見事に足を踏み外してしまった俺は、そのまま背中からプールへ落ちてしまいそうになる。

「危ない！」

　瞬間的に北条と龍田が反応し、俺の手を摑つかんでくれるが時既に遅し、その頃には俺の重心は後ろに傾いてしまっており、連鎖的にというか、まあそうなるよなという感じで、俺に引っ張られた二人もそのままプールへと落ちてしまうのであった。

「ぷはっ！　び、ビックリした……ま、雅継くん！　大丈夫!?」

「あ、ああ……平気だよ、背中から落ちたからちょっと痛いけど」

「た、大変、息をしていないわ……今すぐ人工呼吸をしなきゃ……ん──」

「人の話聞いてました？」

「わー冷たい！　でも今日はずっと暑かったから凄すごく気持ちいいよ！」

　北条のキッス攻撃に全力で抵抗していると、冷たい水の中に入って思わずテンションが上がってしまった龍田が、北条に向かって「えいえいっ」と水を掬すくって掛け始める。

「ちょ、ちょっとひかりさん……」

「えへへ！　今度は水鉄砲攻撃だよ！」

「や、やったわね……お返しよ！」

「あはは！　つめたーい！」

「ほ、本当は飛び込んじゃ駄目なんだけど……よーし……じゃあ僕も、えいっ！」

　ザバーンと、勢いよく飛び込んだ入道山が大きな水しぶきを立て、またそれが北条と龍田にかかり大きな笑い声へと変わっていく。

　まさに堰せきを切ったように皆が楽しみだしてしまった、まあ……この所ずっと暑かったからな……そんな中でずっとストーリーを作るために奔走していたから、たまにはこれぐらいの息抜きをしても悪くはないだろう。

　こういう遊びを通して何か良いアイデアが浮かぶかもしれないし、と三人が泳いだり、水を掛け合ったりして楽しんでいる姿を遠目に眺めていると、ふと、虎尾がその場におらずプールサイドで日傘をさして座っていることに気づく。

　感情マークを見ると少し不安そうにも見えたので、俺はさっとプールサイドに上がると、虎尾の傍そばに近づく。

「虎尾どうしたんだ？　一緒に泳がないのか？」

「えっ、あ、いやなんと言いますか……その──」

「？」

　やけにもじもじした顔をして、何か言い淀よどんでいる様子の虎尾。

　もしかして虎尾だけ恋愛シチュエーションをやっていないから、心配になっているのだろうか、確かに色々とアイデアを出し合っているけど、直接絵に描き出すのは虎尾だもんな……そのせいで、ほんの少しでも遊んでいる気持ちの余裕が無いのかもしれない。

　そうとなれば……俺が役に立つかは分からないが、置いてあるタオルで身体に付いた水を簡単に拭き取ると、虎尾の傘の中に入ってみることにする。

「!?　はわわわわわわわわわわわわわわ……!?　ま、雅継殿、な、なな何を……」

「ほら、こうしてみると相合い傘っぽいだろ、水着なのはちょっとおかしいけど」

「あ、あいあい……？　相合い!?」

「あれ？　ち、違ったか……？　虎尾だけストーリー作りの為の経験をしていないからちょっと不安になっているかと思って──」

「そ、そそそんなことは……あ、あるにはありますけども……」

　肯定的な返事をしてくれたが、虎尾は三角座りをより縮こまらせて、俯うつむいてしまう。

　耳まで真っ赤になってしまっているが大丈夫なのだろうか……熱中症──なんてことはなさそうだが……。

　取とり敢あえず虎尾が握っていた傘が倒れそうになってしまっていたのでそれを受け止めると、角度を戻して影へと虎尾を潜ませる。

「──今思ったんだけどさ、相合い傘も多分、自転車の二人乗りに似てるんだろうな」

「……？　ど、どうしてでありますか……？」

「今日は雨が降ってないからさ、分からないかもしれないけど多分小さな空間に二人だけな気分になるんだよ、外の喧けん騒そうは雨音に搔かき消されて、でも二人の声だけは聞こえるんだ」

「言われてみれば……」

「でも自転車と違ってお互いの顔を見ることが出来る、もしかしたら相合い傘こそ一番特別な青春シチュエーションなのかもしれない」

「と、特別……ま、雅継殿と──」

　空を見上げると吸い込まれそうなぐらい青々とした夏空が広がっていたが、巨大な入道雲が、徐々に青の面積を狭め始めていた。

「あちいな……通り雨──降ってくれれば良かったのに」




「そうなったら──私はずっと、雅継殿と一緒にいられるでありますか？」




「え？」

　思わず虎尾の方を振り向くと、彼女は微かすかに笑ってこっちを見ていた、その姿が何だかやけに可愛くて息を吞のんでしまう。

「え、えっと……そ、そういうことになるの……かもな」

「────……えっ、あっ、はっ、え、ええと今のは何と言いますか……」

　シチュエーションを盛り上げるつもりだったのだとは思うが、虎尾も自分で言って恥ずかしくなってしまったのか、みるみる内に顔が真っ赤に染まり上がってしまう。

「あ、あはは……あ、今日は凄く暑いでありますな……な、何という灼しやく熱ねつ地獄」

「あ、暑いのはそうだと思うが……と、虎尾……？」

「も、もももうこれは我慢が出来ぬ暑さですよ！　そ、早急に私も泳がねば！」

「あ、お、おい！」

　よく見るといつの間にか好感度も83％まで急上昇し、感情マークもパニック状態になってしまっていた虎尾はそのままプールへと飛び込んで行ってしまう。

　随分と派手に水の中に入って行ったけど、怪け我がはしていないだろうか……。

　そう思いながら虎尾の様子を見ていたが、中々水面に出てくる気配がない。

「……虎尾？──まさか」

　──いくら待っても出てこないので、ようやく虎尾が溺れているのだと気づく。

「おいおい……プールに入ろうとしなかったのってそういうことかよ……！」

　俺は勢いよく飛び出すとプールへと飛び込み、ゴーグルをしていなかったので視界がボヤけてしまっていたが、プールの底で藻も搔がいている虎尾を見つけ、腕を摑んで引っ張りあげる。

「ふうっ……おい虎尾、大丈夫か？」

「ぷはっ！　わ、わわ！　雅継殿！　雅継殿！」

「落ち着け、怖がらなくても溺れるような深さじゃない、プールってのは中央が深くて端っこは浅い作りになってるから足を伸ばせば普通につ──むぐっ！」

　まさに溺れた人間は藁わらにもすがる、という感じなのだが、パニックになってしまっている虎尾を諭そうとしてもそれは無理があるというもので。

　虎尾はすぐ横に梯はし子ごの手すりがあるというのに、俺に抱きついてきてしまう。

「なな……ちょ……！」

「う、ううう……」

「お、おう……悪い悪い、怖かったな、でももう安心していいから」

　虎尾の背中をぽんぽんと叩たたいて落ち着かせていると、そういえば昔逢あい花かにも同じようなことをしたな……ということを思い出す、今となっては俺が助けられる側のとんでもないスイマーと化してしまったのだが。

　しかしそれでも恐怖が勝ってしまっているのだろう、虎尾は俺にピッタリとくっついて離れようとしない……ちょ、ちょっとこれは……布一枚を隔てただけの状態で豊満なアレが当たってしまうというのは……お、おうふ、中々の攻撃力が……。

　と。
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　ふと猛烈な視線を感じて右へと目を傾けると、さっきまであれだけ楽しそうに遊んでいた北条と龍田と入道山が、至近距離まで来てこっちを見ているではないか。

「……いや、無言で見てないで助けてくれよ」

「何で私カナヅチじゃなかったんだろう……」

「……ひかりさん？」

「あ、ああ～……足が攣つって身動きが～、雅継くん助けて～」

「三人の中だとお前の演技が一番ヘタクソだな──って！　お、おい！　北条……この状態で俺にしがみつくのはや、止やめて……」

「うー……あ、朱雀さん狡ずるい……」

「い……いいなあ……」

「いや……ひかりも入道山も見てないで助け……し、沈む……」

「わ、わわわ！　雅継殿！　私を置いて沈没しないで下され～！」

　誰がタイタニック号やねん。

　とまあ。

　そんな具合で俺は無事虎尾を龍田に預けた後、北条という名のジョーズに沈められてしまった訳なのであるが（入道山にはただただ申し訳無さしかない）。

　一見すると最も早はや遊んでいるようにしか見えない青春恋愛ごっこも、様々な方向性、観点でやってみると思いの外想像だけでは分からないことも多くあったもので。

　お陰でお互いに直感で思ったことや、こういう風にすればもっと良いのではないかという、活発な意見が飛び交うようになり、ストーリー制作は大幅に進むようになった。

　そこから。

　龍田の幅広い人脈を駆使して、自分達以外の生徒からも恋愛に関する情報を多く仕入れることに成功し、それを参考により厚みのある物語を仕上げていく。

　虎尾の素晴らしいキャラクターデザイン力もあり、漫画を作っているという実感が一層湧いてきた俺達は虎尾の足を引っ張らないよう、ストーリー制作の傍ら、懸命に漫画作りの基礎練習を続けた。

　そんな日々が数日間続き、ようやくストーリーも完成することとなった。

　タイトルは『スキとキライは紙一重』。

　一人の主人公を巡って、四人のヒロインの思惑が交錯する、王道でありながらも女の子の心情をリアルに描いた青春モノの作品である。

　虎尾が決めたそのタイトルを実際に見ると、嬉うれしさのあまり何とも言えない感慨深さに浸ってしまうのであったが。

　同時に、必ずやり遂げ、現代歴史文学研究会を存続させるのだという気持ちが全員に満ち溢あふれ、より一層、ペンが進んだように思えた。

　授業もなく毎日現代歴史文学研究会に通う日々は、中々に大変ではあったが笑顔が絶えることはなく、それが俺にとって初めて青春を味わった時間のようにも思えた。

　だからこそ、絶対にコンテストの応募に間に合わせ、今度こそ生徒会に、そして阿古琉りゆう花かに目にもの見せてやるのだと誰もが意気込んでいたに違いないだろう。

　まさに一致団結、目指すべきは受賞の二文字、それだけである。




　だが。




　まさかあんなことが起ころうとは、この時の俺達は知る由もないのだった。
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　これなら合宿をしなくとも間に合うと、そう思っていた時期が俺にもありました。




　描いても描いても終わらないというのは、なんと恐ろしいことだろうか。

　決してサボっているつもりはない、何なら全員、自分が持ちうる最大限の力を発揮していると言っても過言ではないのだ。

　だのに、一向に前に進まない、三歩進んで三歩下がっているような、そんな気分。

　出口の見えない暗闇のトンネルを、出口に向かって歩いているのかも分からない、そんな雰囲気が俺達全員を包み込んでいた。

「ば、ばじゃじゅぐどの……ぼうぶりでず……」

「虎とら尾お泣くな……泣いていいのは現代歴史文学研究会の存続が決まった時だけだ」

「で、でずが……」

「雅まさ継つぐくんの言うことは分かるけれど……ここ最近はずっと睡眠時間を削っていたし、その上で徹夜二日目は……かなり辛つらくなってきたわね……」

「あ、後もうひと踏ん張りだ……お、終わりさえすれば……それで……」

　分かっている、初めての経験が目測を誤ったのだ、ストーリー制作に時間を割いたのはコンテストで他作品と差をつける為ために仕方のないことであったとはいえ、虎尾という実力者がいれば間に合うという考えに甘え過ぎてしまっていた。

　期間を考えれば虎尾一人では限界がある、だからこそ俺や北ほう条じようが懸命に虎尾から作業を学んだりしたのであったが、虎尾もそれで時間が取られてしまう。

　徐々に慣れてきても、習い始めて一週間と少ししか経たっていない連中にハイペースを求めるのも無理のある話で、覚えのいい北条でさえも苦戦を強いられてしまったことで、不幸にも更に虎尾の負担が増えていく。

　最初こそそれでも笑顔はあったが、ついに締め切り間際となる最終局面、二泊三日の校内合宿二日目で、ついに大幅にペースがダウンしてしまった。

「いいことを教えてやる……カフェインが効かなければエナジードリンクを飲む、それでも駄目ならエスタロンモカだ、これはよく効くぜ……」

「雅継殿ぉ……ちゃんと用法用量は守ってくだされ……」

「雅継くん……目の下のくまが酷ひどいし少し休んだほうがいいよ……一ページ進めるのにあまりにも時間がかかり過ぎちゃってるから……」

　因ちなみに龍たつ田たはバレー部の校内合宿をわざわざ抜け出して手伝いに来てくれている。

　実は藤ふじヶ丘おか書房の原稿を見せて貰もらったあの時の女子生徒と龍田が知り合いで、彼女の漫画制作の手伝いをしたことがあると聞いて、無理を言って手伝って貰っているのだ。

　だからやけに漫画に対して知識があるのかとは思っていたが……ともかく。

　それでもペースとしてはかなりギリギリ、仮眠を取ってペースが上がるなら問題ないが……寝ないで済むならこのペースでも続けた方が──

「あ！　雅継殿見て下され！　あんな所で主人公とヒロインの修羅場が──」

「は？　何言ってんだ……そんなもんある訳──」

「あら、あっちでは……羨ましいわ……私も雅継くんとまぐわいたい──」

「北条まで何言って──……ま、まさか──」

　つ、ついにやって来てしまったというのか……眠気を越えたその先にあると噂うわさの幻覚が……ぐ……こ、これは流石さすがに……。

「ま、雅継くん……ヤバいよ……もう原稿どころじゃないよ……裕ゆ美みちゃんも朱あや雀りさんもペンを置いて立ち上がって幻影を追いかけちゃってるし……」

　龍田があまりの異様さに恐怖してしまったのか俺の傍そばまで近づいてきて怯おびえた声で俺にそう囁ささやく。

　二人共感情ゲージまで錯乱してしまっている……あれだけ我慢強い北条でもこうなってしまっているのだからこ、これ以上はもう……。

「わ、分かった……！　一時間、一時間だけ寝よう、そしたらまた再開だ……」

「う、うん……確か虎尾さんが仮眠用に持って来た布団が準備室にあった筈はずだから、運んできて準備するね」

「悪いな……おい北条、虎尾、しっかりしろ、取とり敢あえず一回寝て──ぬぐっ！」

　フラフラと動き回る二人を呼び止めた瞬間、いきなり北条が俺の右腕を、虎尾が俺の左腕をがっしりと摑つかんでくるではないか。

「うう～ん……とても逞たくましい腕でありますな……それに何だか心地よい……」

「こっちもとても安心感があるわ……良い匂いも……この腕に抱かれて眠りたい……」

「い、いや……だ、駄目だって……このまま立ったまま寝たら……」

　あまりの眠気に身体からだを支えていられないのだろう、二人共身を預けてくるのでこのままでは倒れて床に顔をぶつけてしまう──

　しかし俺の体力も限界だったので身体が言うことを聞かない……それでも最後の力を振り絞って譫うわ言ごとを呟つぶやく二人を引きずると、力尽きて龍田が急いで敷いてくれた布団の上へと倒れ込む。

「ぐ……も、もう限界だ……」

「ま、ましゃちゅぐどの……」

「ん……ま、雅継くん……」

　布団の上で横になった北条と虎尾はあっと言う間に眠りについてしまう──ま、待て……こんな二人に寄り添われたままでは……。

「お、お疲れ様雅継くん……」

「あ、ありがとなひかり、何から何まで……部活だって忙しいのに」

「それは──部活も頑張らないといけないから手は抜けないけど……で、でも現代歴史文学研究会は雅継くんにとって大事な場所でしょ？」

　龍田が思いがけずそんな言葉を告げるので、少し驚いてしまう。

「えっと……まあそういうことには……なるけども……」

「それなら私も、一緒に守りたいなって────ほ、ほら！　船頭多くして船山に登るっていうし！」

「難しい言葉知ってるのにそれをここで使っちゃ駄目でしょ」

「そ、それに……雅継くんには────」

「……ん？」

「な、なんでもない！　一時間しか寝れないんだし、私達ももう寝よっか！」

　何かを言おうとしていたように見えたが、顔を赤くして慌てて否定をしてしまった龍田は部屋の電気を消すと布団へと潜り込んでしまう。

　どういうことか、俺と北条の間に潜り込んで。

「えっ、ひ、ひかり……？」

「だ、だって布団この一つだけしかなかったから……お、おやすみなさい！」

　お、おやすみなさい……って、こんなので爆睡出来る筈が──

「すー……」

　めっちゃ寝てるやん……。

　まあ……龍田もかなり頑張ってくれていたから、疲れが溜たまっていたのであろう、そっとしておいてやるとするか……。

　当の俺はこんな三人に挟まれた状態では休まるものも休まるはずがないのだが……。

　寝れないならこのまま作業を続けようと思い、起こさないようにして何とか這はい出すと、窓から山の麓の夜景を見て一度伸びをする。

「…………ふう」

　結果がどうなるかは分からないが……今俺達が出来る最善をしないと確実に後悔することになるだろう、それだけは絶対にあってはならない。

　実際この中じゃ俺が一番役に立ってないしな……後もうひと踏ん張りだ。

　そう思い、顔を軽く二度叩たたき、活を入れ直した時だった。

「……なんだ？」

　窓越しでも聞こえるぐらいけたたましい音が聞こえてきたかと思うと、一台の大型バイクが、校門の前で停止する。

　先生が忘れ物でも取りに来たのか？　とも思ったが、それならあんな場所にバイクを停とめたりはしないだろう。

　ただそれでも不思議な光景ではあったので、校内合宿をしている生徒を激励に来たヤンチャな卒業生なのかなと、少し窓に張りついて覗のぞいてみる。

　すると。

　ややあってフルフェイスのメットを脱ぎ、外灯と満月の明かりに照らされて見えた素顔に、俺は言葉を失ってしまった。

「…………え？　め、メイド……？」

　そこには、バリバリ仕事が出来そうなメイドがいるのだった。

　周囲を何度か見回した後、颯さつ爽そうと正門へと通じる階段を上り始めた謎のメイド。

　あまりにも異様な光景に目が冴さえてしまった俺はついその様子を追ってしまう──遠くなのでその顔はよく見えなかったが、何処どこからどう見てもメイド服のその女は階段を上りきった所で正門の前にいた警備員に呼び止められてしまった。

「そりゃそうだろ……」

　そんな格好で、しかもこんな夜中に学校に侵入しようなど、自分は不審者ですと言っているようなものだ。

「さあメイドよ、この関門、どうやって切り抜ける……！」

　なんて、自分もかなり疲れが溜まっているのか実に阿あ呆ほらしい実況をして楽しんでしまっていると、次の瞬間。

「────え？」

　突如、警備員がメイドに凭もたれ掛かるようにして気を失ってしまい、彼女に頭を支えられながら地面へと倒れ込んだではないか。

「な、何だ……？　どういうことだ……？」

　あまりにも唐突過ぎる事態に理解が追いつかず、呆ぼう然ぜんとその状況を眺めてしまう。

　──あ、そうか、俺も北条や虎尾よろしく幻影を見てしまっているんだな、そうでなければこんな素頓狂な展開、起こる訳がないじゃないか。

　全く……俺だけでもしゃんとしておかないといけないのに、メイドが警備員をぶっ倒して校内に侵入してくる幻影など、ストーリーにするにはあまりにもチープだぞっ。

　危ない危ない、と俺は気持ちを入れ直して「んっ」と声を出して深く背伸びをすると、首を左右に曲げて骨を鳴らし、両頰ほおを三度ほど、今度はしっかり目に叩く。

「よし、これでオーケーだ……何せ俺にはメイド服の趣味はないから──」

　めっちゃまだいるやん。

　何なら警備員の襟首を摑んで引きずると、さっきまで警備員が待機していた小さなボックスに放り込んでいた。

「噓うそでしょ……」

　未いまだにこれは幻影だと思いたいが、どうやらそんなことを言っている場合ではない、念ねんの為にこの中でまだ疲れがマシそうな龍田の身体を揺すって起こす。

「おい、ひかり……ちょっと起きてくれ……頼む……」

「ん……んん……？　え、ま、雅継くん……どうしたの……？　おしっこ……？」

「おしっこぐらい一人で行けるわ、いや違うんだって、悪いんだがちょっと一回こっちに来てくれないか……」

　まだ寝ね惚ぼけ眼の龍田の手を引くとそのまま窓際まで連れて行く。

「うーん……雅継くん……だ、駄目……そういうのはもっとお互いのことをよく知って……それから正式な段階を踏んでからじゃないと……」

「何を言っとるんだ……いいからほら、窓を覗いてみてくれ、あそこに何が見える？」

「ふああ……ちょっと待ってね……」

　龍田は眠そうな欠伸あくびを一つすると、目をこすってから俺の指定した場所へと目をやる。

「………………メイドがいるね」

「いるよな、やっぱりいるよな？」

「間違いなくいるけど……演劇部か……歌唱演劇科の生徒かな……？」

「そう思いたいんだが、あのメイドあそこにある大型バイクで登場して、しかもあそこにいた警備員を始末したんだけど、演目だと思うか？」

「……多分殺人事件だと思う」

「だよな……」

　いやまだ殺したかどうかまでは分からないんだけども、あの女はただのメイドではない、どう考えても異常事態だよな……。

「え、ど、どうしよう……先生に言いに行った方がいいのかな……それとも警察？」

「どっちもだと思うんだが──でも何かおかしいんだよな……」

「おかしい……？　勿もち論ろんメイド服なのはおかしいと思うけど……」

　いや、というよりは何となく俺はあのメイドを知っているような気がする。

　ただ何処で知ったのかを思い出せない……一つ言えることはこんな時代にあんなバリバリのメイドがいるというのはどう考えてもおかしいということ。

　だからこそ記憶の隅にあるのだけど……それがもう少しで思い出せそうなのに……、えーっと何だったかな……。




「……蒼あお依い？」




「うおっ！　び、びっくりした……北条起きてたのかよ……」

「何だかひかりさんが駆け落ちをしている夢を見たから目が覚めたのよ」

「へええっ!?　か、駆け落ちって……！　わ、私そんなことしないよっ！」

　龍田がやけに焦った表情を見せながら、ちょっとムキになった声で反論するが、自分からそんなことを言った割に北条の反応がイマイチ悪い。

「……北条、今さっき蒼依って言ったよな、もしかしてあのメイドのことか？」

「え？　も、もしかして北条さんのお家うちってメイドさんがいるの？」

　俺達の問いかけに対して北条は一瞬しまったというような、何とも苦い顔になるが、言い逃れは出来ないと思ったのか、観念して口を開く。

「……周知のことだと思うけれど、私の家庭が裕福なのは知っているわよね？」

「それは……あんまり朱雀さんの口から言うことが無かったから、触れて欲しくないのかな……と思って訊きかないようにしてたけど……」

　俺からしても彼女がそれを話したくないのであれば訊くようなことはしない、別に知った所で関係が変わることもないのだが。

「ありがとうひかりさん──そうね、はっきり言って超が付くほどのお金持ちなのは否定しないわ、それに付随して……というのもおかしいのだけれど、家には複数人のメイドがいて、常時私達の身の回りの世話をしてくれているわ」

「つまりそのメイドの中の一人が、あの蒼依って訳か」

　北条は小さく頷うなずく。

「名前は橘たちばな蒼依、私が小学生の頃からずっと身の回りの世話をしてくれている人よ、他人に厳しく、自分にも厳しい人で、若くしてメイド長になったこともあってよく他のメイドから陰口を叩かれているけれど、私には怒ったことが一度もないぐらい優しい人よ」

「怒るって、そりゃお前のことを叱れるメイドなんていないだろ」

「それもそうね──と言いたい所だけれど、彼女は私の両親からの信頼がかなり厚くて、実はそういうことも許されていたらしいわ、それでも彼女は私がちゃんとしているからって理由で叱らなかったのだけれど──多分違うと思う」

「？　違うっていうのは？」

「蒼依は私にとってお姉ちゃんみたいなものなの、歳としは八つぐらい離れているけれど、私の話をいつも聞いてくれるし、女の子らしさなんていうのも彼女から学んだくらいよ、それにいつもずっと一緒にいたから、だから教育係という関係性ではないの」

「わあ……凄すごく良い関係だね……」

　確かに、それだけ聞けばただの美談として終わるだろう、俺だって素直に良いメイドさんじゃないかと、声を掛けてやりたい所だが──

「問題はその蒼依っていうメイドさんが何故なぜ学校に来ているのかってことだ」

　本当は何となく理由は察していたが、敢あえて北条に問いかける。

　彼女はバツの悪そうな表情をしたが、逸そらしていた目線を俺達に戻した。




「……ごめんなさい、本当は校内合宿は親に内緒で来ているの……」




「やっぱりそうか……」

　あの時北条の感情マークが一瞬不安に満ちたのは勘違いでも、能力が劣化したのでもなく、校内合宿に本来は参加出来ないかもしれなかったからだったのだ。

　そして合点もいった、逢あい花かが水泳の合同合宿で北条の傍そばにいたと言う謎のメイドは、あそこにいる蒼依というメイドで間違いない──

「え、で、でも校内合宿には親の同意書が必要だったと思うんだけど……」

「別に親に書いて貰もらわなくても筆跡ぐらい自分で変えられるし、捺なつ印いんだって自分でするぐらいワケないだろ、つまり北条は自分で親の欄にも名前書いて提出したんだよ」

「…………」

「ええ！　そ、それじゃああのメイドさんは──」

「少なくとも、家に帰ってきていない北条を探しに来たと見て間違いないだろう」

　しかも北条が約束を破ったことに怒っているというより、北条が帰れないような状況になっていると、勘違いをしている可能性が高い……。

　ましてや警備員を一撃でのしてしまうような実力者……漫画に出てくるキャラクターのような戦闘力など洒しや落れになっていない──

「……因ちなみにだけど北条、あの蒼依ってメイドから何か連絡は来てないのか？」

「もう何通もメールが来ているけれど、一つも返事はしていないわ」

「おいおい……それは駄目だろ……」

「一応蒼依にだけ分かるように『学校にいます、探さないで下さい』と置き手紙はしたから問題ないと思って……」

「もっと駄目じゃねえか……」

　家出の仕方ヘタクソか。

　これで怒っていないとなると奇跡に近いものを感じる、何とかあのメイドを落ち着かせて交渉する場を設けられればベストなんだが……。

「多分……このまま出会ってしまったら雅継くんがどうなるか分からないわ」

「だ、だよな……」

「あ──ま、雅継くん！　み、見て！」

　どうしたものかと思っていると、龍田が俺の袖をくいくいと引っ張るので視線を窓に戻してみたら、今度はどうしたことか、メイドが屈強な男達五人に囲まれているではないか。

「ええ……もう全然意味わかんないんだけど……」

「多分ラグビー部の人達じゃないかな……確か校内合宿をしているって聞いていたし」

　どうやらメイドに因縁を付けているというよりは、物珍しさに加えて美人だからなのだろうか、テンションが上がってちょっかいをかけているように見えた。

　校内合宿なんて学生からすればこれ程楽しいイベントはないのだから、気持ちが昂たかぶってしまう気持ちは分からないでもない──まああれだけ筋肉質な軍団であればそこまで心配する必要もないだろう……。

　などと、勝手に思っていたら。

「──え？」

　メイドを囲んではしゃいでいた五人のラグビー部員が、麻酔ガスでもばら撒まかれたのかという程の速度で、ほぼ同時にゆっくりと膝を折り、仰あお向むけに倒れてしまうのであった。

「え……ええ？　えええっ!?」

　龍田も理解が追いついていないのか思わずその光景を三度見する。

「……あれが蒼依よ、実は私を護衛する為ために様々な鍛錬を積んでいるの」

「北条家の人間は化物しかいねえのかよ……」

　まさかド○ゴンボールの世界以外で速過ぎて目で追えなかったなんて思う日が来ようとはな……いやそんなことを言っている場合ではなくて。

「早急に対策を練らないといけないが……今は隠れてやり過ごすことが先決──うっ！」

　これが恋の予感であれば、どれだけ幸せであったことか。

　ラグビー部を一撃でのしてしまったメイドが、何の前触れもなく顔を上げ、校舎内から見下ろしていた俺と目が合ってしまう。

　遠目過ぎてその好感度ゲージと感情マークを確認することが出来なかったが、僅かに視認できるその表情は氷のように冷たくゾっとする。

　蛇に睨にらまれた蛙かえるの如ごとく凍りつく俺の身体からだ、あの目つきは普通じゃない……完全にキレちまってるって奴やつじゃないのか……？

「ヤバい……見られた」

「え──う、うそ、雅継くん大丈夫なの……？」

「──恐らく私も見られたわね……こうなったら私だけが彼女の元に行くわ、大人しく家に帰ればこれ以上彼女は何もしないと──」

「逃げるぞ」

「え、ちょ、ちょっと待って雅継くん！　私の話聞いていたのかしら」

　いつになく慌てた表情の北条が俺にぐっと寄ってくる。

「聞いていたというか……北条が蒼依ってメイドに出頭するのは却下だぞ」

「ど、どうして……これは私の責任よ、私が黙っていたせいで招いた結果なのだから、大事になってしまう前に私が行けばそれで丸く──」




「でも、それだと漫画は完成しなくなるし、北条の想おもいも無駄になる」




「そ、それは──」

「北条がこんな噓うそをついてまで、自分で同意書作ってまで合宿に参加してくれたのは、現代歴史文学研究会を存続させたい、その一心だったんだろ？」

「だ、だって……ここが無くなってしまったら、雅継くんと虎尾さんの居場所が無くなっちゃうから……それだけは私は絶対に嫌で──」

「それは俺だってそうだ、虎尾なんか泣き喚わめくに決まってるし、北条も、絶対に悲しむなんてことぐらい分かってた、ひかりにだってあれだけ体育祭で頑張ってくれたのにそれが無駄になってしまうのはあまりに申し訳ない」

「でも……」

「だからこそ、北条がいなくなるやり方だけは考えないようにしよう、皆で頑張って最後まで作り上げて、笑って終われるようにしようじゃないか」

「雅継くん……」

「そ、そうだね！　皆であれだけ頑張って色んなことやってここまで来たんだもん！　朱雀さんも一緒に最後までやろうよ！」

「ひかりさん……ありがとう……」

　そうだ、こんなことを言ったら子供が我わが儘ままを言うなと言われるかもしれないが、ここで北条を引き渡す訳にはいかない。

　何としても全員で完成させるのだ、誰か一人でも欠けてしまえば間違いなく完成はしない、そうなってしまえば今度こそ現代歴史文学研究会は終わりなのだ。

「これからどうするかは逃げてから考えるぞ──おい虎尾起きろ！」

　布団を抱きしめて幸せそうな顔をして眠る虎尾を揺すって起こす。

「うーん……鈍感とは打首にも値する罪なり……」

「寝言を言っている場合か……いいから早く起きろ！　追跡者が出たぞ！」

「はえ……？　冷凍弾は持っておられますか……？」

「そんなもんを持ってても勝てるかどうか怪しい奴だよ、急いで逃げるぞ」

「？？？」

　寝起きのせいで状況を理解していない様子であったが、説明をしている時間はないので虎尾の腕を摑つかむと北条と龍田と一緒に部室を飛び出していく。

「わっ、く、暗いよ……」

　廊下は使用する教室以外は午後九時以降全て消灯となってしまうので、明かりをつけて移動する手段がなかった。

　だが幸い天気が良いこともあり、満月の明かりで微かすかに道筋が見える、こんな所で故事みたいな展開に見舞われるとは何とも滑稽な話ではあるが、風流さを感じている暇はないので俺が先頭となってゆっくりと前に進み、トイレの入口付近に隠れた。

「あの、雅継殿……イマイチ状況を摑めていないのでありますが、一体どうやって逃げるのでありますか……？」

「逃げ切れる保証ははっきり言って無いが、あのメイドが強硬手段に出る前のギリギリぐらいまでの時間を稼ぐことは出来るさ、何とかそれまでに北条を連れ戻されずに済む方法を考えよう」

「メイド？　連れ戻される……？　もしかして何か北条殿に──」

「しっ！　メイドが上がってきた……静かにして、一ミリも動くんじゃないぞ……」

「もごもご」

　焦って虎尾の口を自分の手で塞いでしまったが、一応察してくれたのか、そこから一言も発さなかったので、トイレの中にいた俺達は全員身を屈かがめて、息を潜める。

　それから十数秒ぐらいだろうか、人ひと気けの全くない廊下にカツカツという地面を鳴らす音が聞こえ始める。

　音が聞こえるようになってから近づいてくるまでの速度は明らかに早く、その音はあっという間に俺達が隠れているトイレまで来てしまった。

　夏の定番肝試しなんて次元をゆうに超えたホラーだなおい……まさかこんな経験を人生の中で味わう日が来るなんて思ってもみなかったが……。

「…………」

　頭を屈め、息遣いさえ漏れないよう呼吸まで止める。

　それが幸いしたのか、メイドの足音は俺達の横を通り過ぎると、奥の旧校舎へと向かって歩みを進めてくれるのだった。

　そして完全に音が聞こえなくなった所で、俺達は一斉に大きく息を吐いた。

「ぷはっ……助かった、これでひとまず……うん？」

「ふえ……こ、怖かった……」

　暗がりでよく見えなかったが、今にも泣き出しそうな声の龍田が俺の袖を引き千切らんとばかりに握りしめていた。

　真夜中の学校にあのメイドはそこら辺の安っぽい肝試しよかよっぽど恐ろしいからな……それでも声を上げなかったということはかなり我慢してくれたのだろう。

「な、中々のスリルでしたな……しかし雅継殿、どうして足音が聞こえる前から追跡者──いえ、メイドが来るのが分かったのでありますか？」

「本来なら足音を頼りにしないと乗り切れないんだが……後手を踏んでしまったら終わりだからな……だからここはこれを使ったんだよ」

　そう言って俺は自分の目の横をトントンと、虎尾にだけ見せるようにして叩たたく。

「……邪眼？」

「ちげーわ、俺の言いたいことぐらい大体分かるだろ」

「それは勿もち論ろん……しかしそれが相手の位置を察知出来ることとはあまり関係のないような気が──あ、もしかして──」

　そうなのだ、俺のこの、人の好感度と感情が分かる能力は人の身体の一部に確実に映る仕組みになっているのである。

　だがそれは明るい所でないと見えないとか、人の形を認識しなければ分からないというものではない、人がそこにいれば身体の何処どこかに浮かび上がる、つまりそこが光の一切差さない真っ暗闇であったとしても、それだけは見えるのである。

　当然距離の問題はあるが、大きさは文庫本サイズのパラメーターなので、遠くでも形だけは視認出来る。

「どうだ、暗闇ならどんな強つわ者ものであっても俺の方が有利なんだぜ」

「思わず感心をしてしまいましたが……なんと言いますか、下手なのか下手じゃないのか分からない能力の使い方をしないでくれませぬか……」

「酷ひどくない……？　で、でもこれでメイドよりも先に相手の位置を察知して逃げられるだろ、相手が痺しびれを切らさない限り延々と逃げ続けられることは証明出来た」

　だがそれでは何の根本的解決にもならない、あの怪力メイドをどうにかして説得するか、諦めさせるように仕向けなければ……。

「──北条、蒼依ってメイドは両親からの命を受けて来ていると思うか？」

「え？」

「……？　それは当たり前ではないですか？　無断外泊をしているとご両親が憤ってメイドを派遣したとなれば自然だと思いますし」

　こういう展開になると飲み込みの早い虎尾が、全てを察して北条の代わりに答える。

「本来ならそれが自然だと俺も思うよ、こんなこと言いたくはないが、北条はお嬢様なんだからな、それが本来帰ってくるべき時間にいないとなれば、大騒ぎどころの話じゃないだろう──でもだったら普通は警察じゃないのか？」

「あ、言われてみればそうでありますな──」

　だが、あのメイドは単身でこの学校に乗り込んできた、そうなると大事にしない為ために一人で連れ戻しに来たという可能性も十二分にあると思えたのだ。

　北条の置き手紙が効力を示しているかは分からないが──

　すると、俺達の一番後ろで身を潜めていた北条はその問いかけに小さな声を出す。

「……絶対とは言えないけれど、彼女は独断でここに来ているかもしれないわ、本当は同意書を提出する日の直前までどうやって参加をしようか悩んでいたのだけれど、偶たま々たま両親が仕事の都合で海外に出張に行くって話が出てきて──」

「……感情マークが同意書を出した時に揺れ動いていなかったのはそれでか」

　その言葉に北条は一瞬驚いたような表情を見せる。

「隠し通したつもりだったのだけれど……やっぱり雅継くんにはお見通しなのね」

「親が不在の時期と校内合宿の時期が被かぶっていれば問題はクリア出来る、あとはあのメイドをそれらしい理由を付けて言いくるめればどうとでもなると思っていたみたいだが……どうやら失敗に終わったみたいだな……」

　北条は力なく顔を縦に振った。

　だがそれが事実なら、やはりあの蒼依ってメイドは恐らく自分の失態で北条を無断外泊させてしまったという責任を感じている筈はず、両親にそのことがバレる前に何とか北条を連れ戻したいと思っているならチャンスはある。

「──こうなった以上はしょうがない、恐らくもうメイドは俺達がいた現代歴史文学研究会にいるだろうし、足音を立てない速度で下の階に降りよう」

「えっ……！　こ、ここから移動するの……？　だ、大丈夫なのかな……」

　恐怖で震えてしまっていた龍田が俺の袖を摑んだまま不安そうな声で言う。

「……彼女の目的は北条だが、俺のことも同時に探している筈──それなら虎尾とひかりは待機して、タイミングを見て逃げて貰もらった方がいいかもしれないな」

　何より──未いまだ具体的な好感度指数が分かっていないのが一番怖い。

　万が一俺のことを北条を誑たぶらかした不届き者だと思っていたらその好感度指数は一桁台ということもあり得る。

　他人の好感度を見定めてトラブルを避けてきた俺にとって、一番低かった数値は逢花と喧けん嘩かをした時の15％ぐらい、もしそれを下回る数値となれば……。

　近くで確認をしたいが、それはほぼ死を意味する行為だし……どうすれば──

「しかし雅継殿はどうするのでありますか？　逃げ回ってばかりでは埒らちが明きませぬし、先程も言っていたように相手が痺れを切らしてしまったら──」

「そこは最悪リスクを負ってでもメイドの好感度ゲージと感情マークを把握する、そうすれば新たに対策を練れるしな」

「むむう……それを二人でするというのは、あまり感心出来ませぬな」

「え？」

「狙いが雅継殿と北条殿と言うのであれば、私達は無関係と言えますが、裏を返せば都合のいい囮おとりにもなれる、そうだとは思いませぬか？」

「へっ!?　ゆ、裕美ちゃん……？」

「い、いや……それはそうかもしれないが、でも虎尾、あいつは──」




「私は雅継殿に体育祭で助けて貰いました、ですから今度は雅継殿を助けさせて下され、それに皆が揃そろわないと漫画は完成しませぬ、そうでありましょう？」




「虎尾……」

「うー……わ、分かった！　わ、私も囮になるよ！　一人でも多い方が相手を撹かく乱らんさせられるでしょ？」

　いつになく真剣な表情で話す虎尾に触発されたのか、それともヤケになったのか分からないが龍田までそんなことを言い始める。

「い、いや無理しなくてもいいんだぞ、足震えまくってるじゃないか」

「ひ、一人でいる方がよっぽど怖いし……そ、それに私だって現代歴史文学研究会を残したいっていう気持ちは同じだもん！」

「ま、乗りかかった船という奴やつですな、出来る所までやってみて、それで無理なら諦めましょう、その時はまた適当な名前を使って新しい部を作るまでです」

「そこまでして……」

　虎尾の口からまさかそんな言葉が、しかも平然と笑ったまま言うものだから、俺の心は酷く抉えぐられてしまう。

　でも────お陰で決意も固まった。

　こんな野や暮ぼ用ようはとっとと終わらせて、漫画制作を再開するんだ、そして必ずやコンテストで受賞し、現代歴史文学研究会を存続させてやる。

「雅継くん、虎尾さん、ひかりさん──私の我わが儘ままに巻き込んでしまってごめんなさい」

　俺の横にいた北条が申し訳なさそうな顔で、深々と頭を下げた。

「なに、気にすることはないでありますよ、どの道北条殿がいなければ完成は出来なかったのでありますし、ここは試練と思って、皆で乗り越えましょう」

「朱雀さんは、一人じゃないから……！」

「北条行こう、必ず俺達で何とかしてみせるから」

「みんな────ありがとう」

　さあて──俺達の逆転劇の始まりと行こうじゃないか。




　　　　○




　などと、威勢のいい感じを全面に押し出したのだが。

　基本的には俺がメイドの動きを監視し、左手の甲に見えるマークが視界に入れば物音を立てずにゆっくりと移動する、それを何度も繰り返すだけなのである。

　だが、緊張感が漂う空間で何度も何度も慎重に動くのは体力というよりは精神力が地味に削られ、注意力も散漫になってしまう。

　これぞまさにイタチごっこ、これでは俺達が先にヘバる羽目に……。

「諦める様子は全く見受けられないし……というか、何かおかしくないか……？　どうして彼女はずっと校舎内を探し回っているんだ……？」

「それも不思議なのでありますが、あのメイド、私達の近くに来る回数が異様に多い気がするのであります……四階建てで、新校舎と旧校舎を入れるとまあまあの広さはある筈なのですから、ここまで何度も出会わないと思うのですが……」

「逃げる階数もランダムにしているのに、何ですぐ出会っちゃうんだろ……」

「……待って」

　そんな不穏な空気を危惧していると、俺の後ろを歩いていた北条が急に立ち止まる。

「……なんだ、どうした？」

「ここって、今、何階だったかしら」

「階……か？　えっと、確か四階だったと思うが」

「今の場所は大体何処か思い出せる？」

「はて……旧校舎の一番奥、山側だったと思いますが──」

「おかしく……ないかしら、どうして私達はそんな逃げづらい場所にいるの」

　北条の言葉にはっとして、慌てて周囲を見渡す。

　周囲の教室は全て鍵がかかっている、唯一身を隠せるトイレもここにはない、突き当たりも壁になっていて、すぐ近くに階段はあるが、降りる以外に進む道はない──

「朱雀……さん、もしかしてこれって──」

「分からない……まだそれを口にするべきではないのかもしれないわ、で、でも──もしかしたら、もしかしたらなのだけれど」




　俺達はメイドに誘導されているんじゃないのか……？




「い、いやですがおかしいでありましょう、私達はメイドが気づくよりも先に姿を見つけて、上手うまく逃げ回っていたのでありますよ？」

「それが、藤ヶ丘高校の構造を把握する為のもので、それが分かったからあのメイドが追い込みを掛けているのだとしたらあるいは──」

「そんな……蒼依は最初から私達が何処どこにいるのか分かっていたの……？」

　そうだとしたら、彼女は校内で大事になるのを避けるために、且つ俺達を校外へ逃がさないようにしつつ、追い詰められる場所を探していたことになる──

　何人も気絶させていたらいずれ足がつくからな……なんて用意周到なんだ……。

「どうやら……蒼依は相当やばいメイドだったみたいだな……」

　追跡者どころか、戦火を潜くぐり抜けて来たのかと言いたくなるぐらいの強したたかさを感じる──俺達は完全に彼女の掌てのひらで踊らされていたのか……。

「ど、どうしよう……このままじゃ──」

　龍田が不安そうな声を上げる、気持ちは分かるが、知らぬ間にこんな所まで追い詰められて、一発逆転の方法などすぐに思いつく筈が──

　ないと、頭を抱えそうになった時、カツンと、音が聞こえる。

　幾度となく聞いたメイドの歩く時に鳴る音、だが何処にも彼女は見当たらない。

「ま、まま雅継殿……彼女は何処から来ているのでありますか……？」

「わ、分からない……一番可能性が高いのはその階段からとしか──で、でも姿は何処からも見えないんだ」

「い、今来た廊下を戻った方がいいんじゃないかな……そ、それなら」

「いや……さっき俺達はその方向からあのメイドの姿を目撃したんだ……それに……彼女が意図して俺達を移動させてきたなら、戻ることも想定済みとしか……」

　だがここで黙って動かずにいるのもリスクでしかない……どうしたらいい……？　これではメイドに北条を連れ戻されるだけに──

「……やっぱり、私が直接、蒼依と話しに行くわ」

「い、いや、それは駄目だ。もし無む理り矢や理りにでもメイドに連れて行かれたらどうするんだ？　あれだけのことをして怒っていない筈がないだろ」

「でもこうなってしまった以上対処の仕様がないわ……大丈夫、私は蒼依と何でも話せる仲なのよ、もし使命を受けて来ているならどうにもならないかもしれないけれど、怒っているだけなら謝れば許して貰えるかもしれないし──」

「だけど──」

　と言いかけてふと、考え直す、待てよ────もしかしたら、この方が北条が直接行くよりも可能性はあるんじゃないのか……？

「雅継殿」

　徐々にカツンカツンという足音が近づき始める中、虎尾が俺の袖を引っ張ってくる。

「虎尾……？」

「こちらに三つの鍵がございます、一つは現代歴史文学研究会の鍵、もう一つは私のコスプレ衣装が置いてあります準備室の鍵、そして最後は──屋上の鍵であります」

「お前……」

「最近は使っていなかったのでありますが、気分転換には丁度良い場所です、役に立つかは分かりませぬが、やるだけの価値はありますでしょう、私とひかり殿でメイドを撹乱します、そうすれば扉の鍵を開けるぐらいの時間は稼げます」

「えっ!?　わ、私も……？　う──ううん！　わ、分かった！　行こう裕美ちゃん！」

「そんな……二人共駄目よ、私が──」

「悪いな──お前達に危害は加えないと思うが……死ぬんじゃねえぞ」

「フラグを立てるのは止やめておきますよ……ですが、生きて会いましょう」

　それを合図に龍田がもと来た廊下を走り出し、虎尾が階段を勢いよく駆け下りていく。

「待って！　二人共──！」

「北条！　こっちだ！」

　俺は北条の手を摑つかんで引っ張ると勢いよく階段を上へと駆け上がる。

　そして上がりきった先の扉の鍵穴に、予あらかじめミスをしないように握っていた屋上の鍵を突っ込むとガチャンという音を立てて解錠する。

「きゅ～……」

「む、無念……」

　それとほぼ同時に、龍田と虎尾がやられてしまった声が遠くから聞こえる、くそ……二人共別方向に走っていったのに何で同時にやられるんだよ……。

　しかし悔やんでいる余裕はない、俺は北条の腕を摑んだまま屋上へと飛び出すと即座に扉を閉め、すぐさま鍵をかけた。

　外は夜とはいえまだまだ暑さが残っているが、吹いている風が僅かに心を落ち着かせてくれる、眼下には俺達が住んでいる街が見え、百万ドルには到底及ばないが、百ドルぐらいの価値はありそうな夜景が広がっていた。




「鬼ごっこはあまり好きではないのですが、これでようやく終わりですね」




「おいおい……鍵はかけた筈はずなんだけどな……」

「あの程度の扉の鍵も解錠出来ないようでは朱雀様をお助け出来ませんから、それではメイドとして失格です」

　そんな物騒なメイドがいてたまるか。

　北条よりも平へい坦たんというよりは、感情が籠もっていない淡々とした喋しやべり方、それだけを見れば怒っているとは到底思えないが、オーラでも出ているのかと言いたくなる奇妙な圧力が俺と北条を一歩、また一歩と後ずさりさせてしまう。

「私の待ち伏せを全て回避し、立ち回っていたことに関しては褒めさせて貰もらいます、ですが地の利が平等にあるとなれば、無理をしなくとも追い詰めるぐらい造作もありません」

「みたいだな……お陰で逃げ場が無くなってしまった……」

　しかしもうこうする以外に方法はない、それで駄目なら北条は──
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「あなたのような不届き者に言うことではありませんが、一応最後にご心配事だけ解消してさしあげます、あの警備員も、頭の悪そうな学生共も、そして浮気相手二人も死んではいません、私もこの程度で殺しはしませんよ、あくまで眠っているだけです」

「それは有り難い話だ……これで漫画制作は続けられる」

「？　話はこれぐらいにしておきましょうか、朱雀様を渡して貰いましょう」

「蒼依お願い！　私はまだ帰る訳にはいかないの！」

　俺の後ろにいた北条が、蒼依に対して大きな声を出す。

　だが彼女は表情を崩すことはなく、それどころか一層姿勢を正すと、両手を前に重ねるようにして見事なメイドらしい佇たたずまいを取ってしまう。

「朱雀様……これはあまりに由ゆ々ゆしき事態です、旦那様と奥様が留守の間に無断で外泊など、あまりに非常識であるということを自覚して下さい」

「でも──私が校内合宿に参加したいと言ったら、許してはくれなかったでしょう」

「朱雀様に何かがあってからでは遅いので当然のことです、現にその男のせいで起きてしまっているのですから尚なお更さらですが」

「違うわ、私は不純な理由があってこんなことをした訳じゃないの、大事な友達の場所を守るために協力をしたかった、それだけよ」

「その大事な友達が朱雀様を連れ回して逃げたりはしないでしょう、友達を想おもうのであれば、その人を尊重するのが友達というものです」

　ぐうの音も出ない正論だ、俺達のやっていることは北条家に関係する人間から見れば常識外れで、我わが儘ままを言っている子供のように見られても仕方がない。

　つまり彼女は至極真っ当で、非の打ち所がない、そんな完全無欠のメイドが悪い子になってしまった北条にお灸きゆうを据えに来たのは、それだけを見れば何もおかしくはない。

　やはり、俺のすべきことは一つ──

「要するに、北条さんをこのまま残してくれるという選択肢はないんですね？」

「無いですね、早急に家に戻って頂き、北条家の名誉の為ためにもこのことは無かったものとして処理させて頂きます」




「そういうことだったら、北条は渡さない」




　俺は両手を左右に広げると、北条を隠すようにして立ちはだかり、そう言った。

「……何？」

　距離が遠く見えづらいが、メイドの感情マークが僅かに揺れ動いたように見えた。

「北条は渡さないって言ったんです」

「ま、雅継くん……？」

「はぁ……高校生にもなってそんな我儘を言わないで頂けますか、あなたが朱雀様に対してどんなお気持ちを抱いているのかは知りませんが、淡い恋心でつまらない見み栄えを張られましてもご迷惑でしかありません」

「仰おつしやる通りこれはつまらない見栄なのかもしれません、でも俺は北条の気持ちを一番尊重したいんです、誰にも相談を出来なくて、それでも俺達と一緒にと言ってくれた彼女の気持ちを」

「──それは朱雀様の為にならないと、先程申し上げた筈ですが」

「それで北条がずっと後悔するぐらいなら、俺は彼女を家に帰らせません」

　その言葉にメイドはただでさえ怖い目つきを、更に細く研ぎ澄ませた気がした。

「蒼依……駄目……」

「……そうですか、言っても分からぬなら、という奴やつでしょうかね」

「男なら、こういう所で格好つけないと、ダサいですしね」

「承知致しました、では──」




　と、その言葉を聞いた瞬間、三十メートル程の距離にいたメイドが姿を消す。

　いや、消したのではない、俺の視界から消えたのだ、だが気づいて目線を下に向けた頃には彼女と俺の距離はほぼゼロになってしまっていた。

　手加減はしてもらえないだろう──今までの出来事が走馬灯のように思い出されるかと思ったが、思い返すと大した人生ではなかったのでそれはなかった。




「雅継くんっ!!」




　北条の悲鳴にも似た、俺の名を呼ぶ声が聞こえる。

　暗闇に目が慣れてきたのか、蒼依という名のメイドの顔がよく見える。

　こんな時に言うのも何だが実に綺き麗れいな顔をしている、まるで三白眼のような冷たい目つきだけが怖さを増幅させてしまっているが──言動を見ればよく分かる、全ては何よりも北条を優先して行動する素晴らしいメイドさんだ。




　………………あれ？




　が、俺はこのゼロ距離になってようやく視認することの出来た、好感度ゲージと感情マークを見て、とてつもなく奇妙な感覚に襲われる。

　いや……ど、どういうことだこれ……？　彼女の口調、雰囲気はどう考えても怒っているようにしか思えなかったのに……。

　でもそういうことならやはり俺の仮説は──

　しかし、それに気づいた時には警備員と屈強なラグビー部員、そして虎尾と龍田を仕留めた手刀が俺の首筋へと迫る、彼女の手より先に、ふわりとした風が俺の首に当たった。

　ええい！　後は野となれ山となれだ──！




「…………」

「…………」




　流れたのは一瞬の静寂。

　思わず目を瞑つぶってしまっていたが、どうやら意識はある……らしい。

　口からとんでもない量の息が漏れて来そうになったが、何とかそれを堪こらえると、俺は恐る恐るその目を開けてみる。

「…………は？」

　するとそこには、俺をぶっ飛ばそうとしていたメイドが、膝をついて深々と頭を下げている姿があるではないか。

「あの……え、えっと……」




「雅継様、この度は数々の無礼、大変申し訳ございませんでした」




「あ、蒼依……？」

　北条も何が何だか理解出来ないという感じらしく、困惑した声を上げる。

　無理もないだろう、俺だって、直前まではこういう展開になるとは思っていなかった。

　本来は北条が蒼依と仲が良く、何でも話し合える仲という点を鑑みて、北条が彼女に俺のことを好意的に話している可能性に賭けるつもりだった。

　屋上に上がることさえ出来れば後は怒れるメイドと敵対する構図を作り、北条に俺の名前を叫んで貰う、そして向かってきたメイドに月の明かりに照らされた俺の顔を視認して貰えれば、動きは止まり話し合いの余地は出ると踏んだのだ。

　だが、驚いたことに。

　彼女の、蒼依というメイドの好感度ゲージは実は70％だったのである。

　おまけに感情マークも、阿あ古こによく似た何かを企たくらんでいるといった表情。

　つまるところ、蒼依というメイドは北条の無断外泊をした理由が俺であることを分かっていた上で、あえてこんな真似まねをしたという可能性が高い。

　流石さすがは北条のことを一番知っているメイドというだけはある……恐らく最初から北条のスマホにＧＰＳでも付けて動向を見守っていたのだろう。

「無論今回朱雀様が私達に黙って外泊をしたことに関しては、断じて認められない行為ではあるのですが、その原因が雅継様であるというのであれば話は別です、ですので奥様にも旦那様にもこのことは告げ口しておりません」

「え──？　べ、別って……でも、そしたらどうして蒼依はこんな──」

「朱雀様を信用していなかった訳ではないのですが……私はあくまで朱雀様からのお話でしか雅継様のことを知っておりませんでしたので、その、何と言いますか……朱雀様を無断外泊させてしまう程のお方が一体どんな方なのか、見定めたいと──」

「あ、蒼依──！」

　北条が珍しく怒った表情を見せるので、蒼依さんは非常に気まずそうな顔をする。

　やっぱりそういうことか……しかし彼女の言いたいことは分からないでもない。

　あれだけ品行方正、誰よりも真面目な優等生である北条朱雀が、唯一俺のことになると我を忘れるのだから、そりゃ超お金持ちの令嬢に仕えてきたメイドとしては、一体どれ程の人間なのか、確かめたくもなるだろう。

　それにしては、北条を泳がせまでしてやり過ぎな気がするが……こうなると俺を見定める為に意図的に足音を出して追い詰めていたなこいつ……。

　無論あの時の言葉は打算的ではない噓うそ偽りのない言葉なのだが、もしメイドを失望させるようなことを言っていたらと思うとゾっとする。

　何にせよこれで、話し合いの場を持つことは出来そうだな……。

　そう思った所で俺は本来の目的の為に、彼女と同じように膝をついて話し始めた。

「蒼依さん、お願いがあります、実は僕達は今漫画を作っているんです」

「漫画……ですか？」

「はい、それは僕達が所属している部活が関係しているのですが、実はコンテストの締め切りが迫っている状態でして、どうしても全員で協力しなければ終えることが出来ない、それで彼女は無理してまでこの合宿に参加してくれたんです」

「お、仰っていることは分かりますが……」

「このコンテストで結果を残さなければ僕達の部は無くなってしまいます、それは本意ではないんです」

「……そうですか、雅継様以外にもそんな事情が」

「二日も待って頂いた上で厚かましいことを言っているのは重々承知ですが、あと一日、一日だけ北条さんに合宿に参加する許可を頂けないでしょうか、お願いします！」

　蒼依さんの俺に対する好感度が分かっているのでこれはあまりに形式張ったことで、そう思ってしまうことが己の嫌な面を出してしまっているようで不快になるのだが、それでも、誠意を見せる上で、俺はしっかりと頭を下げた。

「蒼依、私からもお願い、雅継くんや友達のいる場所を無くしたくないの」

　そしてそれに追従するようにして、北条も頭を下げる。

「…………」

　暫しばらく続く沈黙──だが蒼依は小さく息を吐くとこう言った。

「本来であれば、今回はお咎とがめ無しで朱雀様を連れて帰る予定だったのですが──非常に良き物を見させて頂きましたからね、仕方ありません、朱雀様の合宿参加を認めましょう」

「蒼依……！　ありがとう……でもごめんなさい、心配かけてしまって」

「私は朱雀様が幸せで、そして無事であればそれでいいのですから、口出しをすることはありません、ただ今後は私にはちゃんと説明して下さい」

「はい……ごめんなさい……」

　ふう……助かったな、一時はどうなるかと思ったが、これでようやく問題は解決した。

「蒼依さん、俺からもありがとうございます、ご迷惑をおかけしました」

「お気になさらないで下さい、今回の件は北条家のメイド達の中だけの秘密で終わらせるよう徹底しておりますので、ただ──」

　蒼依は最後に、少し神妙な面持ちになると、こう言うのだった。




「旦那様だとこうは行きませんので、努ゆめ々ゆめお忘れのないように」




　　　　○




「おい、虎尾、目を覚ませ」

「んん……？　はて……私は生きているのでありますか」

　気絶しているというよりは、完全にぐっすりと眠ってしまっている頰ほおをぽんぽんと叩たたくと、虎尾はそんな言葉を吐いて目を覚ます。

　蒼依によって気絶させられてしまった虎尾と龍田は階段の踊り場で二人並べて寝かせられており、蒼依さんにお願いして何とか現代歴史文学研究会の部室へと運び込んだ。

　流石は常人の域を超えた戦闘力を誇っているだけあり、軽々と二人を肩で抱えて連れてきて貰もらったのは有り難いことではあったが、これだけの力、一歩間違えたら首の骨を折られていた気しかしない。

「ひかりももう寝ている時間はないぞ、ほら、起きてくれ」

「うにゃ……？　わ、私何をしてたんだっけ……えっと──」

「虎尾様、龍田様、この度は申し訳ありませんでした、大変不ぶ躾しつけな真似を──」

「ぬなっ！　な、何故なぜメイドがこんな所におられるのですか!?」

「虎尾落ち着け、問題は無かったというか……解決したんだよ、取とり敢あえず蒼依さんは俺達に協力してくれることになったんだ」

「は、はあ……それなら安心ですが……し、しかし近くで見れば見るほど本当にメイドなのでありますな……まさか現代に存在していますとは……」

「お気軽に蒼依とお呼び下さい、今時家に仕えるメイドというのは珍しいとは思いますが、正真正銘メイドでございますよ」

　通常時は冷たい顔をしているが、喋しやべると意外に表情が豊かというか、微笑ほほえんだりもするんだな、血は繫つながっていないのに、そういう所も北条っぽくて少し面白い。

「はー……ショップで売っているようなコスプレ衣装とはまるで違いますな……材質からしてと言いますか……実にお高そうな……」

「私の衣装は特注品になっておりますので、もしかしたら少しお高いかもしれませんね、防弾、防刃具としての機能も備わっていますから」

　このメイドは誰と戦っているんだ。

「──ってそんな話をしている場合じゃなくて、時間はないから早く──」




「それにしても──朱雀様が雅継様と良い関係を築けているようで安心致しました」




　もう締め切りは目前にまで迫っているのに、俺の言葉を遮るようにして、嬉き々きとした表情のまま口を止める気配がまるでない。

「朱雀様は私が北条家に仕えるようになった時には既に雅継様のことをお慕いしておりましたので、雅継様が県立藤ヶ丘高等学校に進学しているというお話を聞きつけた時はそれはもう、自分のことのように嬉うれしく思ったものでした」

「あ、蒼依……？　急に何を言っているのかしら──」

「即座に転入手続きを済ませて、雅継様と同じクラスになるよう便宜を図ったりなど……それはもう大変ではあったのですが、毎日嬉しそうに雅継様のお話をされる朱雀様のお顔を見れば一層やる気に満ち溢あふれるというもので──」

「蒼依、落ち着いて、今はそんな話をしている時じゃないから──」

　明らかにエンジンの入ってしまった蒼依に対して、北条がかなり焦った顔で止めにかかろうとするが、一向に止まる気配はない。

　というか……こ、これって北条の俺に対するスキ具合の裏話を延々とされる流れじゃないのか……い、いやそれはいくら何でも……。

「毎日家に帰れば雅継様のお話をされるのですよ、あんな所が素敵とか、あんなことをしてあげたいとか……でも朱雀様はこんなにお綺き麗れいなのに極度の恋愛下手でして」

「蒼依、わ、私の話を聞いているのかしら……」

「雅継様に何をしてあげれば喜ぶのか分からないようでしてよくモジモジと──なので私から色々アドバイスをさせて貰ったりしているのですが」

「お、お願い……蒼依待って……」

「いつも譫うわ言ごとのように『雅継くんに嫌われてないかな……』と仰おつしやっております、まあ男というのは美人にスキと言われて、しかも身体的密着を図られればキライになる奴やつなどいませんので、やはり私のアドバイスは間違っていないようですね」

「あ……あ……」

　北条の顔がみるみる赤くなっていく、そりゃ普段はクールに見せながらも積極的なアプローチを図ってくる彼女が、実はどう接したらいいか分からないから蒼依の言う通りにしていたなんてバラされれば恥ずかしいに決まっている。

　ただそこは、北条の好感度はなにせ[image: 120]％である、そこまで振り切ってしまっていれば一度やれば躊躇ためらいなどある筈はずもない、何なら俺が満更でもない顔をしてしまっているせいで癖になっているまである……。

　つうか、北条の常軌を逸した変態的行為の発端はお前だったのか……絶対どっかの漫画からの受け売りだろ……とんでもねえポンコツがバックにいたとはな。

　既に北条は死にかけてしまっているが、我を忘れたメイドは口を滑らせ続ける。

「財閥の令嬢という身分でありますから、やはりそれ相応の振る舞いは常に要求されるものです。しかし想おもい人にまでそのように振る舞う必要などありません、思いっきり相手が喜ぶことをしてあげればいいのです、そしたら自分も幸せなのですから」

「あ、あああ……」

「雅継様、勘違いはしないで頂きたいのですが朱雀様はとても純粋なお方です、ただ雅継様を愛しているだけでそれ以上でも以下でもありません、その証拠としてご希望とあらば朱雀様の雅継様グッズを持って来させて頂きますので」

「!?」

　そ……それは純粋というより最も早はやヤバさしか感じないのだが……しかしまあスキを上手うまく表現出来ない北条らしいと言えなくもないが……間違いなくこのポンコツメイドの入れ知恵の線が濃厚だろう。

　当の北条はあれだけの異常スキンシップをしておきながら、今更何をという感じではあるが、両手で顔を覆って直立不動になっている。

「因ちなみに朱雀様は家で雅継様とお付き合いした際のシミュレーションを日々行っておりますので、お付き合いとなった際には非常に甘美なお時間を──」

「いやあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!!!!!!!!!」

　ついに断末魔とも言える北条の悲鳴が現代歴史文学研究会に反響する。

　もう顔は見たこともないほどに真っ赤っ赤で、俺に視線を合わせること無く一直線に蒼依の所へ向かうと彼女の肩をぽかぽかと叩いていた。

　ううむ……好感度[image: 120]％というのは攻守ともに隙のない強さを発揮しているのかと思っていたが、まさかこんな脆もろい一面があったとはな……。

[image: ]

　実に女の子らしい一面を知って嬉しさはあるものの、反面俺も恥ずかしさが勝っているので何を言ったらいいのか分からない……。

「！　こいつ……」

　そしてしてやったりと言わんばかりの蒼依の表情を見て合点が行く、この野郎……わざと北条の意外な一面を暴露して虎尾と龍田を牽けん制せいしやがったな……。

「むむむむ……！　ぎゃ、ギャップ萌もえなど姑こ息そくな……」

「むう……普段と違う一面って大事なのかな……」

　言われてみれば蒼依は二人のことを浮気相手とか言っていたし……どう見ても勘違いを拗こじらせて北条の被害を拡大させちゃってんじゃねーか。

　あまりにも可哀かわい想そうなので同情しそうになるが、何故か虎尾と龍田がフグみたいに頰を膨らませて俺の方を見ているのでそっちに目が行ってしまう。

「と、虎尾……？」

「ふんっ！　さっさと漫画制作を再開するでありますよ！」

「え？　な、何で俺が怒られてんだよ……」

「ま、雅継くんはし、しおらしい感じの私とか、ど、どう思うかな……？」

「……は？　いや、元気なひかりが一番いいと思うけど」

「ほ、本当に！　そ、それなら──わっ！　ゆ、裕美ちゃん……お、押さないで……」

「一分一秒を争っておりますからね！　この件が無ければもっと早く──」

　何だかどこもかしこも渋滞してやがるな……と思っていると北条を抱き寄せて宥なだめていた蒼依（いや悪いのは蒼依なのだが）がふとそんな状態を見て口を開く。

「……そういえば皆様は漫画を制作すると仰っておりましたね、宜よろしければ私もお手伝いをしましょうか？」

「……はえ？　蒼依氏は漫画制作の経験がおありなのですか？」

「北条家に仕える者としてどんなことでも人並みに出来るようになるというのがモットーですから、因みに得意科目はＢＬです」

「てめえ大分偏った知識北条に埋め込みやがったな」

　実質的な北条の姉としての威厳を保つ為ために北条にポンコツ教育をしやがって……。

　しかもメイドにそんな仕事があってたまるか、突っ込みどころ多過ぎだろ。

　だが、悔しいが猫の手も借りたい状況を考えればこの人材を逃す訳にはいかない──

　少し困った表情を俺に向けていた虎尾に対し俺は小さく頷うなずいてオーケーをした。

「それだけの知識があれば十分でありますな、お願いしても宜しいですか？」

「朱雀様のお友達とあれば、勿もち論ろんです、早速始めるとしましょう」

　よし……かなり遠回りをする結果にはなってしまったが、何とか締め切りまでに間に合うかもしれない、蒼依の襲来でどうなるかと思ったがこれで──

「……後は──」

　と俺は気恥ずかしさを覚えながら北条の元へと近づくと、肩を優しく叩たたく。

「えっと……まあ今は漫画制作に集中しようぜ、お、俺も気にしないようにするから」

「…………う、うん、分かった……」

「う……」

　振り向いた北条の見たことのない半泣きの表情によって、恐ろしく胸がざわざわさせられたが、ぐっと我慢して邪念を振り払うと、急いで漫画制作を再開させるのだった。




　　　　○




「で、出来た……！」




　それから。

　俺達は交代で一時間程度の仮眠を取る以外はひたすらに原稿を描き続けた。

　虎尾が上げたものにベタやトーン、ホワイトといった作業をひたすら行う、優秀なアシスタント蒼依が入ったことで虎尾の負担が減り、面倒だった部分が簡略化され、作業効率もアップした。

　部活もあるのと、今日は家に帰らないといけないという龍田とは途中でお別れする事態もあったが蒼依の優秀さが光り作業効率は殆ほとんど変わること無く、完成した原稿は増えていき──

　締め切り当日の午後八時を回った段階──虎尾が表紙に空けていたスペースに『スキとキライは紙一重』のタイトルロゴを描き加えた所で、無事原稿が完成したのであった。

　あまりの疲労感に蒼依以外のメンバーはぐったりとする、完成したのは嬉うれしいが、正直に言ってもう二度とやりたくない程度には困こん憊ぱいしてしまってるなこれ……。

　目を虚うつろにし、仰あお向むけで倒れ込んだ虎尾がボソりと呟つぶやく。

「何度も無理だと言ってしまいましたが……雅継殿、北条殿、ひかり殿、そして蒼依氏のお陰で終わることが出来ました……ほ、本当にありがとうございまする……」

「お礼は後回しだ虎尾……当日消印有効なのに違いはないが、最寄りの郵便局が閉まるまで三十分もないぞ……応募できなかったら元も子もないからな」

「あっ！　そ、そうでありましたな……えっと今からバスを乗り継げばギリギリ……間に合う……のでありますか……？」

「虎尾様ご安心下さい、私の愛車、ニンジャがあれば十分とかからず到着出来ます」

「蒼依、交通ルールはちゃんと守るのよ」

「……では二十分で、時間もありませんし急ぎましょう」

「わ、分かりましたであります、では雅継殿、北条殿行ってまいりますね！」

「振り落とされないようにな、頼んだぞ」

「後はお任せ下さい、それでは行って参ります」

　そう言って蒼依はわざとらしいウインクを俺達に向けると、虎尾を連れて小走りで現代歴史文学研究会を後にするのだった。

　残ったのは散らかりに散らかった部室と、俺と北条の二人のみ。

「…………」

「…………」

　無事終わったな、色々あったけど北条がいなかったらきっと間に合わなかった、ありがとう──と本来なら言っている筈が、微妙な空気が二人の間を流れる。

　蒼依が余計なウインクをしたせいで北条は頰ほおを少し赤く染め、伏し目がちになってしまっており、でもそれが妙に可愛かわいらしく、また俺を少し緊張させる。

　ただ、少なくとも好感度[image: 120]％である彼女は別の惑星からきた異星人でも何でもなく、超人でこそあれ、普通の女の子なのだと分かったのには、少し嬉しさもあった。

　とはいえ、このま会話が滞ったままでいるのは……、なにか話題を振らなければと思いながらも北条と目を合わせられずにいた。

　その時。




「あ──────」




　北条の口から滑り落ちた音と同時に、百ドルと形容した夜景から、一筋の光が上がり、パンと小さな音を立て、夜空に一輪の花を咲かせた。

「花火……そっか……今日は花火大会なのか」

　毎年小規模ではあるが、この町では花火大会がある、丁度俺達が体育祭の練習や、青春ごっこで自転車の二人乗りに使った武む庫こ川がわの河川敷から花火が上がるのだ。

　ただ、藤ヶ丘高校は山側、川とは正反対なので、ここから見える花火のサイズはとても小さい。

　なのに、達成感か疲労感のせいか、妹達ともっと河川敷に近い家から、何も考えずにボーっと見ている時よりも、何故なぜかとても美しく感じられた。

　どうやらそれは北条も同じ気持ちだったのか、いつの間にか頰の赤さは消え、花火に釘くぎ付づけになっている、そして、ぽつりぽつりと言葉を紡ぎ始めた。




「花火……両親と、その関係者以外の人と見たのは初めてかも」

「やっぱり……外泊を許して貰もらえなかったからなのか？」

「それもあるけれど、小さい頃からずっと、水泳漬けだったから──友人と遊ぶことはあっても夜遅くに外にいたことなんてなかったし」

「それは……普通の学生みたいな生活、出来る筈はずないよな」

「──で、でも、私は雅継くんを見つけることが出来たから──それで……」

「…………」

「あの──」

「……なんだ？」

「雅継くんは昔のこと、覚えていたり──するのかしら」

「……水泳をしていた時か？　北条はその時の俺のこと知ってた……んだよな」

「そう……ね」

「うーん……でも北条を覚えてないってことは、大分記憶の中で薄くなっているのかもな、情けなくて申し訳ないんだが」

「それは──いいの、雅継くんは覚えていないのは当然だと思うから」

「？　いやでも──」

「ううん、私が覚えていれば、雅継くんは覚えていなくていいの、それに、それを知って雅継くんを意識させちゃうのはフェアじゃないと思うから」

「いくら何でもそんなことはないと思うが……」

「ちょっと大おお袈げ裟さかもしれないけれど──ただそうなったら嫌だと思っただけ、だから、今の私、北条朱雀は転校した先で雅継くんの優しさを知って惚ほれちゃった女の子なの、えっと、その──」

「……分かってるよ、なんつうか、俺も狡ずるい奴やつみたいで申し訳ない」

「それは違う……、勝手に私がスキって言ってるだけだから……それなのに雅継くんを急せかすつもりなんて無い、今は……傍そばにいられれば……」

「非常に嬉うれしいお言葉ではあるんだが……その……今後はもう少し、身体的接触に関しては控えめにして貰えると……嬉しい……かな」

「蒼依の──も、もしかして……嫌……だった……？」

「い、いや、嫌じゃないけど……ほ、ほら、あのままだと俺も正気を保てなくなるから……さ、それは北条も本意じゃないだろ？」

「私は別に雅継くんなら全部差し出してもいいと思ってるけれど──」

「ほ、ほら！　そ、そういうのはさ、一歩一歩進んで行くものだろ？　それを無視してっていうのはやっぱり、よ、良くないというか……」

「……言われてみれば、それもそうね……でも我慢出来なくなったらどうしよう」

「そこは我慢しろよ……」

「じゃ、じゃあ、が、頑張るから！　頑張るから──そ、その、あれを──」

「あれ？」




「ま、雅継くんと、て、手を繫つなぎたい……です──」




「えっ、あ──そ、それなら……い、いいけども……」

「良かった……そ、それじゃあ──はい」

「お、おう……」
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「嬉しい……こんな花火が見える場所で、雅継くんと手を繫いで二人きりなんて──いつか罰が当たりそう」




　でも、ありがとう、と北条はやっと俺の方を見て優しく笑った。

　どうやら俺は、彼女と昔から少なからず接点があったらしい。

　ただ、恐らくそれは間接的なもので、きっと俺は面と向かって会ったことはなかったのだろう、だって北条みたいな美人と話をしていたのなら、いくら過去をすぐ忘れがちな俺でも覚えていない筈がないからだ。

　ましてや、それをきっかけに俺をスキでいてくれているというなら、尚なお更さらである。

　なんとも有り難い話だ、いや寧むしろ申し訳なさすらある──

　だが、同時にそのことが彼女にとって負い目となるのであれば、過去のことは気にするべきではないのだと、そう思った。

　何故なぜなら俺が見なければならないのは今の北条だと思うから。




　それから──俺達は一言も喋しやべることなく、遠くの夜空に咲く花を見続けた。

　ああ全く……とんでもない校内合宿だった、体育祭に続いて、こんなのはもうご免だと大きな声で叫びたいぐらいである。

　──でも、何もかもが、悪いことばかりではなかった。

　皆で一つの作品を作り上げるというのは、存外達成感があるものだったし。




　何より、お陰で北条のことを少しだけ、知ることが出来たのだから。
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「はあ……まだでありますかね……」

　夏休みが終わり、まだ暑さが強く残る九月某日。

　蟬せみの合唱も終わりを告げ、血の涙を流して終わらせた夏休みの宿題も遥はるか昔のように思える今日この頃、俺達はいつも通り現代歴史文学研究会にて、各々の時間を過ごしていた。

　ただいつもと違うことがあるとしたら、誰もが気が気ではないという点だろう。

　俺も、虎とら尾おも、そしてわざわざ来てくれていた龍たつ田たも、平然と漫画を読んだり、ゲームをしたりしていつも通りな雰囲気を漂わせていたが、各々がしきりに窓を見たり、時計を確認したり、何度もスマホを出し入れしたりなど、落ち着かない様子を見せていた。

　何なら俺の膝が定位置と言わんばかりである北ほう条じようだが、今日は俺が北条の膝の上に座るという異常事態に──いやこれは通常営業なのか。

　ともかく遡って説明すると、俺達は合宿の最終日に青春恋愛モノ『スキとキライは紙一重』というタイトルの漫画を完成させ、ギリギリ締め切りに間に合わせたのであった。

　北条の専属メイドである蒼あお依いの素晴らしいドライビングテクニックにより十分も余裕を持って送ることが出来たのは感謝以外ない──まあ、それを経験した虎尾は『もう二度とギリギリに応募なんてしない』と言っていたが。

　そして。

　応募原稿に関しては九月に入ってすぐの段階で公式サイトに一次選考の結果が掲載されたのであった。

　結果は一次選考通過、随分と簡潔に言ってしまってはいるが、その時は狂喜乱舞の有様で浮かれに浮かれた虎尾はお菓子とジュースを大量に購入して現代歴史文学研究会でプチ祝勝会をしてしまった程である。

　だが、一次選考は単なる通過点、重要なのは次の編集長や一線で活躍するプロの漫画家の目も通される最終選考、ここで目に留めて貰えなければそれまでの苦労も、勢いでやってしまった祝勝会も苦く辛つらい思い出となって俺達の胸に刻まれてしまうのだ。

　余談だが藤ふじヶ丘おか高校一と言える漫画同好会、藤ヶ丘書房も一次選考を通過している、まあ……あれだけのクオリティを見せつけられて俺達は頭を抱えてしまったぐらいなのだから、それぐらいは当然なのかもしれないが。

　そんなこともあり、俺達はずっと不安を抱えながらの日々を過ごしていた、虎尾が毎日部室に来てはスマホを机の上に置き、着信音を最大音量にして待機してしまうせいで、物音一つで全員がピクリとしてしまう姿に至っては、滑稽にも見える有様。

「そういえば──期限に関しては大丈夫だったの？」

　平静なフリをして漫画を読んでいるが、感情マークは常に不安そうな表情の龍田がそんなことを俺に向かって尋ねてくる。

「期限？　何の話だ？」

「ええと……現代歴史文学研究会の廃部を保留してくれている期間って言えばいいのかな、三ヶ月とは聞いていたけど具体的にこの日までとは聞いていなかったから……」

「ああ……その点に関しては大丈夫だよ、一応公式サイトで結果が発表されるその日までがリミットの中には入っているから」

　寧ろそこはきちんとしておかないと後で阿あ古こにどんな揚げ足を取られるか分かったもんじゃない……同じ失敗は繰り返さぬようしつこく彼女には確認を取っている。

　逆を言えば、これで駄目だったらもうチャンスは何処どこにもないのだが……。

　だからこそ落ち着かない、早くこの不安から解放されたいのは山々なんだが……。

「皆、もっと落ち着きましょう、こんな空気じゃ身体からだがいくつあっても足りないわ、ここは落ち着いて、本を読むの、そうすれば自然と心は落ち着く筈よ」

「それでＢＬ小説を読むのもどうかと思うけどな」

「……！　何で私がＢＬ小説を読んでいるって気づいたの」

「何なら俺に見せながら読んでるんですけど、その前に北条見えてないだろ」

　俺の背中で──いやこれどっかで一回やった気がするぞ。

「バレてしまったなら仕方ないわね……、実は不安やストレスを解消する上で一番効果的な方法は性欲を満たすことなのよ」

「家でやれ」

「はあ……しかし連絡というのはいつ頃来るのでありましょうか……公式発表があった時では遅いのではないのですか？」

　いつもなら虎尾が文句を言ってきそうな構図なのだが、彼女も全く余裕がないのか、当たり前のようにこの状況を受け入れてそんなことを言ってくる。

「俺もこういう経験をしたことがないから分かんねえよ……少なくともメールアドレスと電話番号は登録しているし、連絡が来るのは間違いない気がするんだが」

「ああ……毎日が憂鬱でありまして落ち着きませぬ……一次を通過したぐらいで喜んでしまった自分を殺したいであります……もし無理だったら──」

「でも年に一度のコンテストで、一次を通過したっていうのはそれなりの功績ではある、最悪これを武器に生徒会と掛け合えるし、あまり悪い方向に考えるのは止やめておこうぜ」

　なんて言っちゃいるが殆ほとんど慰めになっていない、一次通過ぐらいで存続を認めてくれる優しい副会長ならそもそも廃部になんて追い込もうとはしないからな……。

　寧ろこうして足あ搔がいている姿を見て楽しんでいるまである……あまりに意地が悪くて顔を思い浮かべるだけで腹が立ってくるが──




「はうあっ!?」




　などと。

　結局俺もヤキモキしてしまっていると、突如机の上のスマホが軽快なアニソンとバイブ音と共に大音量で暴れ始め、死にそうな顔をしていた虎尾が悲鳴を上げてしまう。

「はっ！　わっ！　れ、連絡ですか？　連絡が来たのでありますか!?」

「おおお落ち着け虎尾！　ぬ、ぬぬぬか喜びは危険だ！」

「で、でも見て！　裕ゆ美みちゃんが登録している電話番号からじゃないよ！」

「市外局番はこの近辺ではないわね……もしかして本当に──」

　電話の着信音に導かれるようにして四人が一斉に机へと集まり、中心にあるスマホを覗のぞき込む──確かに虎尾が登録している人からの電話ではなく、この地域のものでもない所からの電話であるのは明らかだった。

「ま、まだ分からないがここは虎尾に出て貰もらうとしよう」

「わ、分かりましたであります……」

　白目を剝むいてしまいそうなぐらい緊張した面持ちの虎尾がスマホを手に取ると、震える指を抑えきれないままスマホをタップし──

　ついに、スマホが彼女の耳へと当たる。

「は、はい……も、もしもし……」

　通話が始まり、虎尾以外の俺達三人はぐっと息を吞のんでその様子を見守る。

　誰一人として声を発さず、虎尾が話す内容を聞き逃すまいとする姿は、まるで誘拐犯からの電話を逆探知する警察のようにも見えた。

「はい……そ、そうであります……あっ！　そ、そうですか……！　こ、この度はお電話ありがとうございまする……！」

　あれだけ曇りがちだった虎尾の顔が途端に明るくなり、俺達の方をチラリと見る。

「も、もしかして……！　やっぱりコンテストの結果の電話なのかな！」

　興奮を抑えきれないといった感じの龍田が、俺の肩を揺すって嬉うれしそうに小声で話す。

「た、多分、そう考えて良さそうだな……本当に連絡が──」

「虎尾さんが電話を終えたら、皆で一斉に祝福してあげましょう」

　誰もが浮かれてしまい、自然と笑みがこぼれ始める。

　……無理もない、現代歴史文学研究会を存続させる為ため、俺達はこの日、この瞬間をどれだけ待っていたことか。

　ようやくだ……ようやくこれで──笑顔の虎尾を見れば見るほど、推測が確信へと変わっていく──何ならもう歓喜の声を上げたいぐらいの気持ちになっていた──

　のだが、それまで笑顔を浮かべて対応していた虎尾の表情が途端に曇り始める。

「────え？　ど、どうしたのかな……そ、そんなことないよね……？」

「まさか……連絡まで来て落選なんてことは……ないと思うけれど……」

「俺もそれはないと思いたいが……」

　連絡までの期間があまりに不安だったのでネットで色々調べていたのだが、基本的に受賞をした際は公式発表の前に電話かメールで連絡が来るのは間違いない筈はずなのだ。

　ただ──場合によっては最終選考まで残った人には受賞の有無に関わらず必ず連絡が来る──なんて噂うわさも聞いたことがある。

　もっと言えば今回は受賞とはならなかったが、才能はあるから今後の可能性を期待して是非担当として……なんて話も。

　それはとても嬉しい話だし、このメンバーが純粋に漫画家になりたいという思いだけで構成されているなら皆で万歳三唱の大喜びだったろう。

　だが悲しいかな、俺達は今、ちゃんと形として、認められた証あかしが欲しいのだ。

「はい、はい────そ、そうでありますか……」

　虎尾の表情は依然固いまま……感情マークを見てしまえばその真意が分かるのだが、駄目だった時の恐怖が先行してしまって見れる自信がない──

　いつの間にか、あれだけ盛り上がっていた俺達はジェットコースターの急降下の如ごとく言葉を失ってしまい、ただ電話が終わるのを待ち続けるしかなくなっていた。

「……分かりました──あ、ありがとうございました、失礼致します」

　そして、それから一分も経たたずして。

　ついに虎尾は電話を終え、スマホをタップし通話を切った。

「お、おい……虎尾、で、電話は間違いなくコンテストからだったのか……？」

「…………………………」

　長い前髪でその表情は窺うかがい知れないが、虎尾は小さく頷うなずく。

「ゆ、裕美ちゃん、け、結果はどうだったの……？」

「虎尾さん……お、教えて貰えるかしら……」

「…………し」

「し？」

　し、しってなんだ……？　大賞？　優秀賞？　特別賞？　い、いやどれも当てはまらないぞ……ま、まさかし、死亡とかそういう意味じゃ──

　あまりのことに言葉が出ないのか、虎尾はその場で俯うつむき、動かなくなってしまう。

　も、もう駄目だったとしてもいい……我慢が出来なくなってしまった俺はすぐさま虎尾の傍そばに駆け寄ると肩にそっと手を当てる。

　その瞬間、ブワッっと、大粒の涙を溢あふれさせた虎尾が俺のシャツを両手でぐっと摑つかんでこう言うのだった。




「じ……じんざいんどくべづじょうでありまずっで……！」




「え？　し、審査員特別賞……？」

　虎尾は泣いてしまうと基本何を言っているのか分からないのだが、その涙が、感情マークを見ても嬉し泣きだと分かったので、恐らくそう言っているのだと思い聞き返す。

　虎尾は溢れ出る涙を抑えられないせいか、何度も首を縦に振ってそれを肯定する。

「そ、そうか……そうなのか……ということは──」

　思わず膝から崩れ落ちそうになる、こ、これで現代歴史文学研究会は──

「おめでとう……！　本当に、本当に良かったよぉ……」

「虎尾さんが一番頑張ってくれたお陰よ、本当にありがとう……」

　俺に続いて駆け寄って来た龍田と北条が、虎尾を挟むように優しく抱き寄せる。

　龍田も虎尾に負けないぐらいぐしゃぐしゃに泣いてしまっており、北条も微かすかに瞳を潤ませている。

　その様子が、どれだけこの現代歴史文学研究会を存続させる為に皆がプレッシャーを感じていたのかを大きく物語っていた。

　でも……今度こそ、噓うそ偽りなく、ズルをすることなく、俺達は正真正銘、現代歴史文学研究会を存続させることに成功したんだ……！

「び、びんなのおがげでありまずよ……ごぢらこそあびがどうございばずる……」

「そうだな、皆で頑張ったお陰だ──気持ちとしてはクラッカーでも鳴らしてお祝いをしたい所だが、まずは──この結果を今すぐに阿古の奴やつに叩たたきつけてやろうぜ」




「ああ大丈夫だよ、その必要はないから」




　と、祝いのムードを一撃でぶち壊す声が入り口から聞こえてくる。

　嫌な予感に振り向くと、案の定そこには澄ました顔をした阿古が立っていた。

「全く、扉の鍵は閉めちゃ駄目って何回も言ってるのに言うことを聞かないね君達は──ああそんなに怖い顔をしないで、私は水を差しに来たんじゃないから」

　ホント私は何処どこに行っても歓迎されないんだねえと、特にそれを悲しむ様子もない表情で阿古はそんなことを言う。

「──ということは……今回は存続を認めてくれるってことで、いいんだな？」

「ちゃんと公式サイトなりを通じて正式に発表されてからだけど、流石さすがに私も悪魔じゃないから、九割方認めてはいるつもりだよ」

「北条、今のはちゃんと──」

「本当に信用がないね……そこまで言うならちゃんと書類と誓約書を準備してあるからそれを今から書きに来てもいいよ？　その方が安心するでしょ？」

「むう………………」

　この中では恐らく龍田以外は誰も彼女を信じていない、別に阿古が約束を破ったことは一度もないからそんな目で見るのは筋違いなのだが、一番彼女を毛嫌いしている虎尾がいつの間にか涙が引っ込んだ目でじっと彼女を睨にらみつける。

　──すると、ややあって阿古は両手を上げて降参のポーズを取った。

「分かった、分かったから。ちゃんと書類と誓約書に私もサインをして、それをコピーして渡すから、それで勘弁して貰っていいかな」

「ほ……本当に？　本当の本当にでありますか……？」

「私は噓をついたことはないって……全くもう、虎尾さんには敵かなわないな」

　虎尾からしてもだが、阿古からしても虎尾は一番苦手な相手だろうからな……論理立てて話す奴や、感情に身を任せる奴は得意とするが、虎尾や龍田みたいな純粋に情に訴えかけてくるタイプにはめっぽう弱い。

　こうして考えると、本当に虎尾に助けられてきた面は多いよな……。

「ま、雅まさ継つぐ殿……」

「そんな心配そうな顔をするな、ここまでして約束を反ほ故ごにしたら流石に生徒会として問題になっちまう、それは阿古だって避けたいに決まってるしな」

「そういうこと、だから歓迎されないかもだけど私からもおめでとうは言わせて？　最初の状態から短期間でここまで頑張ったことに関しては、素直に驚いているんだし」

「あ、阿古氏……ご、極道ではなかったのでありますな……」

「組長になった覚えはないけど……これでも藤ヶ丘高校を良くする為に動いている副会長だから──まあいいや、ほらサインするなら早くしないと下校時間になるよ」

　その言葉を聞いて、ようやく虎尾が満面の笑みを見せてくれた。

「そ、そういうことなら急ぐとしましょう！　時間は待ってくれませぬからな！」

「そうだね！　ああ！　裕美ちゃん待ってよー！」

「こらこら、廊下を走らないなんて当たり前なこと言わせないでよ──」

　阿古を追い抜いて飛び出して行った二人に彼女は呆あきれたような声を出す。

「まあまあ、今日だけは許してやってくれないか、本当はもっと暴れて喜びたい所をあれでも抑えているとは思うからさ」

「それとこれは別……と言いたいけど、どうやらそれだけ君達にとって、ここは大事な居場所なんだということを改めて思い知らされたかな、彼女達も十分凄すごいけど──やっぱりそれは君が何より影響しているんだろうね」

「……俺が？　いや、今回に関しては何の役にも立っていないと思うが……」

「どうかな？　私の見立てだと君がここにいなければ、十中八九彼女達は為なす術すべもなくこの同好会を廃部にしてしまっていたと思うけど──」

　でも、だからこそ雅継くんは面白いんだよね、今後も活躍のほど期待しているよ、とまたしても見透かしたかのような口ぶりで彼女は去っていくのだった。

「あ、そうそう」

　廊下に半分身体からだを出した所で、阿古が足を止めて首だけを俺達の方に向ける。

「……どうした？」

「君の人を魅了する力には感服するけれど、藤ヶ丘高校に変な七不思議を作るのだけは、止やめてくれると、嬉しいかな」

「!?」

　その言葉に心臓の鼓動が速くなり、嫌な汗がじんわりと滲にじみ出てくる。

「な……何のことか分からないな──」

「真夜中の学校にカツンカツンと廊下を歩く不気味な音が聞こえるんだって、お陰で生徒の自主性を促す校内合宿が心霊スポット巡りに変わりそうで困ってるんだよね」

「へ、へえ……そりゃとんだ悪ふざけをする奴もいたもんだな……即刻止めてもらいたいものだ……」

「全くね、それじゃあ急せかす彼女達を待たせる訳にはいかないから、私はお先に」

　嫌な捨すて台詞ぜりふをぶつけると、今度こそ現代歴史文学研究会を後にするのだった。

　残されたのは、またしても俺と北条の二人のみ。

「……あー、この展開、前にもあったよな……」

　気まずさを紛らわすつもりはなかったのだが、自然とそんな言葉が出てしまう。

「そ……そんなこともあったわね」

　対する北条もどこかぎこちない感じで、そんなふわっとした返事をする。

「でも、前と違うのは現代歴史文学研究会が本当の意味でここに残っているってことだな、それは北条と、虎尾と、龍田──後は蒼依さんも、皆が協力し合ってくれたから、本当にそれに尽きると、俺は思う」




「勿もち論ろん雅継くんもよ──ありがとう、あの時私の手を放さないでくれて」




　北条はそう言って優しく笑うと、俺の傍に寄ってきた。

「あ、あれは──北条がいなくなったら漫画が完成しないっていうのもあったし……そ、それに、無む茶ちやをしてまで参加してくれた想おもいを無駄にしたくないと思っただけで──」

「だから、ありがとう、少なくとも私の知る限りではあんな状況になってまで私を放さない人はいないわ──でもだからこそ私はそんな雅継くんがす、好きなの」

「そ、そっか……俺の方こそ、あ、ありがとう……」

　自分でそんなことを言っておきながら、北条は顔を少し赤く染める。

　あの花火の日以来、皆と一緒にいる時はいつも通りなのだが、こうして二人になると北条は前より少しよそよそしくなってしまったように見える。

　だからといって好感度が[image: 120]％から落ちた訳でもなければ、感情マークが変わったりといったことも一切ないのだけれども……。

　あの日のことでもし彼女の中で変な作用を起こしてしまったのであれば、それは何だか申し訳ない気持ちになったりしないでもない。

　ただ、俺としてはそんないつもと違う北条には妙に心が擽くすぐられることもあって──

「…………」

「…………」

　お互い花火の記憶が蘇よみがえってしまったのか、うまく言葉を出せずにいると、何の因果か俺と北条の手が少しだけ触れ合ってしまう。

「！　──ご、ごめんなさい……」

「い、いや……俺もなんか……すまん……」

　普段やられていることと比べて遥はるかにハードルの低いハプニングである筈はずなのに、北条が過剰に反応してしまうものだからこっちまで変に意識をしてしまう……。

「……ん？　何だこれ」

　すると、北条が手を上げた拍子にポケットから一枚の紙が落ちたので拾い上げる。

「あ！　そ、それは──！」

「……？　『蒼依直伝──意中の男性と二人になった時の──』うおっ！」

　視界に入った文章を読み上げている途中で焦った表情の北条に紙を取り返されてしまう。

「今のは……」

「ち、違うの！　こ、これは何ていうか、そ、その──」

　顔を真っ赤にして紙をくしゃくしゃに握り締める北条、ううん……何だかこれはまた厄介なことが増えそうだな…………仕方がない。

「なあ北条……別に背伸びをする必要なんてないんだぞ？　俺が言えた義理じゃないけどさ、自分らしさを素直に出せばそれが一番いいと思うし……」

「う……で、でも──」

「だってさ、北条が俺に抱いてくれている好感度は[image: 120]％だろ？　それなら北条が俺にしてくれることをさ……き、嫌いになんてなれる筈がないじゃないか、だから──」

「ま、雅継く──」

「北条殿～！　何をしているでありますかー！」

「雅継くーん！　早く早くー！」

　虎尾と龍田の大声と、バタバタと走ってくる音にお互いにはっとして顔を背ける。

「……と、兎も角、い、今は俺達の居場所が存続したことを、喜ぶとしようぜ」

「そ、そうね、私もそれがいいと思う」

「じゃあ、行こうか」

「ええ」

　そんなこともありつつ。

　これで、四ヶ月以上に亘わたる生徒会との攻防は一つの区切りがついたのだった。

　のらりくらりと学園生活を過ごしてきた俺からすれば、そんな短い期間だったとはとても信じられない摩ま訶か不ふ思し議ぎな時間を過ごしたような気がしないでもないが。

　だけど。




　お陰で、現代歴史文学研究会の平穏な日々はまだ続いてくれそうである。


〈了〉









[image: あとがき]







　こうしてまたあとがきを書く機会を頂けたことに感謝しながら、この度は『好感度[image: 120]％の北条さんは俺のためなら何でもしてくれるんだよな……』二巻をご購入頂き誠にありがとうございます、本ほん田だセカイと申します。

　一巻のあとがきにて「あとがきでしかしないお話を」と言ってしまったので『僕が筆を折らなかったワケ　～フリーター時代に出会った女の子編～』という話をしようと思ったのですが、破滅的に需要が無い気がしたので、億が一にでも聞きたいというお声があれば、また機会があればお話をしようかと思います、え？　絶対に無い？　そうですか……。

　なので、今回は作家というお仕事をさせて貰もらうようになるとこんな嬉うれしいことがあるよ！　というのを三つご紹介させて頂こうかと思います。

　まず一つ目はあのＫＡＤＯＫＡＷＡ様のビルに入れるようになります、僕は初めて打ち合わせをした際に嬉き々きとして本社に出向いたのですが、片田舎に住む自分にとってはまるで自分がエリートサラリーマンになったかのような気分でした。

　ただし遠方住まいの作家様はみな担当編集様に地元まで来て貰っていたようです、恥ずかしくて死にそうになりました。

　二つ目はあの夢にまで見た作家様とお会い出来るチャンスがあります、あの素晴らしい作品を書いている方は一体どんな人なのだろう！　期待に胸が膨らみます。

　ただし極度の人見知りでチキンハートの僕は身体からだをくねくねさせながら遠目でその作家様を凝視しているだけでした、気持ち悪いですね。

　そして最後は──自分の妄想から産まれたキャラクター達が絵になります。

　イラストレーター様に描いて頂いたキャラクターを見た瞬間は、何物にも代え難い気持ちになります、彼女達はこんな顔をしていたんだと、自然と笑みが溢あふれてしまいます。

　まさに物語を作る上で感じる喜びの瞬間の一つと言えるでしょう──いやはや、これらの嬉しいことを一度味わってしまうと物語を書くのが止やめられなくなってしまいます、全く以もつて恐ろしく、そして嬉しい話ですね、え？　最初の二つはただの失敗談ですって？

　では、ここからは謝辞を。

　最初に、作品に関わって頂いた全ての方に深く御礼申し上げます、普段お会いする機会がありませんのでこの場を借りてでしか言えないのが非常に申し訳ないのですが、くどいようですが皆様のお陰で作品は成り立っております。

　担当編集Ｏ様、二巻執筆にあたり様々な面でサポートをして頂き本当にありがとうございました、あと、久方振りにお会いした時にお顔を覚えておらず大変失礼致しました。

　イラスト担当もきゅ様、蒼あお依いもなのですが、もきゅ様が描いて下さったイラストを見る度にどんどん彼女達を好きになってしまいます、お陰で妄想が捗はかどって仕方がありません、心から感謝致します、これからも彼女達の姿を見られるよう一層精進する所存です。

　そしてＮ氏に多大なる感謝を、創作に限らずあらゆる物事に対する姿勢、いつも頭が下がります、いつか高い珈コー琲ヒーを、値段も気にせず飲みましょう。

　最後に読者の皆様、またお会い出来たことを本当に嬉しく思います。

　一巻からお読み下さっている読者様、二巻もお手にとって頂きありがとうございます。また、温かい応援のお言葉を掛けて下さった皆様、とても大きな励みとなっております、読者様あっての自分ですので、感謝してもしきれません。

　二巻の可愛かわい過ぎるイラストを見て購入して下さった読者様、お読み頂き感謝致します、もし彼女達を好きになって貰えましたら非常に幸いですので、宜よろしければ一巻も──

　では、少し話が長くなってしまいましたが、次回もあとがきを書く機会があればと祈りつつ、これで締めようと思います。

　それでは、また。
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